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第一章 緒 言

血液 ノ諸種細菌 二封 スル殺菌作用乃至ハ増殖阻

止作用 二關 シテハ古來幾多 ノ人々二依 リテ研究

セラレ、A.E.Wrightハ 全血液 内細繭培養法

タル所 蓑胃,,Slidecellculture,,ヲ 禽{哩案 セルモt

之 ラ癒用 セルモ ノ甚 ダ少 ク今村教授 二依 リ此方

面 ノ研 究 ハ頓 二開拓 セ ラレタル ノ観 アリ。而 シ
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テ血 液 ノ細 菌 二 封 ス ル作 用 二 關 セ ル研 究 業 綾 テ

歴 史 的 二通 寛 ス ル ニ概 ネ次 ノ如 シ。

血 液 ノ殺 菌乃 至 増 殖 阻 止 作 用 二關 ス ル 記 載 ハ、1887

年 ロ}Foderノ 研 究 ヲ以 テ嘱 矢Fナ ス.氏 ハ試験 管 内 二

於 テ家 兎血液 ガ克 ク脾 脱 疽 菌 ノ増 殖 ヲ 阻 止 シ得 ル ヲ

認 メタ リ。{2)NuttalハFoderノ 研 究 ヲ脾 脱疽 菌 ノ他

二爾Bacillu§subtilisundMegatherium二 就 テモ追

試 シ・ 禽(5}Buchnerハ 血 液 ノ抗 菌性b熱 トノ關係 ヲ

究 メ、{6}Pfeiffer・ ・「コvラ 」免 疫 ノ研 究 ヲ途 ゲ免疫 學

ノ基礎 ヲ築 キタ リ.(7}SchottmUllerundBambrthハ

種 々ナ ル連 鎮状 球 菌 二封 ス ル 脱 繊 維 素 性 人 血 液 ノ抗

菌性 ヲ究 メ、(8}Rugeハ コ ノ抗 菌 性 ヲ連 鎖 状 球 菌 ノ毒

力測定 二慮用 シ、{9}PhillipハRugeノ 毒 力 定 測 法 ヲ

改 良 シ ソノ説 ヲ支 持 セ リ。

以上 ノ諸 實験 ・・総 テ血 液 中 ノー 部構 成 成分 ヲ 鉄 キタ

ルモ ノニ就 キ テ行 ハ レタ ル所 ニ シ テ、 斯 カ ル 血 清 或

ハ脱繊 維 素 性 血液 ノ抗 菌 性 が 直 チ ニ 全 血 液 ノ ソ レ ト

ー致 ス ル カバ疑 問 ナ リ。 斯 ル不 備 ヲ 除 去 シ 全 血 液 二

就 テ抗菌 性 ヲ究 メ得 ル方 法 ヲ案 出 セ ル ノ・A.E.Wri・

ghtナ リ。

ae}Wrightハ 全 血 液 内培 養 法bシ テ毛 細 管 内培 養 ヲ選

ビ ンモ、 更 二簡便 ナ ル所 謂,,Slidecellculture"ヲ

考案 セ リ。鴬氏 ハ、ソ ノ始 メ毛 細 管 ヲ 用 ヒ テ 肺 炎 患 者 ノ

全血 液 が肺 炎 菌 ノ堆 殖 ヲ 阻止 ス ノレ事 實 ヲ 知 リタ リ。

a1)LangerundKyrklund・ ・初 生 見 血 液 ・・抗 菌 性 二乏

シキ ヲ認 メ、 生後1日 ニ シテ抗 菌 性 ノ 上 昇 シ、5日

ニ シテ不 攣 ノ値 二至 ル事 ヲ知vリ 。 〈i2)Gutmannハ 初

生見 血液 ノ殺 菌 作用 ・・假 死 或 ハ 炭 酸 瓦 斯 が 血 液 中 二

蓄積 セル}伏態 二於 テ 著 シク 低 下 ス ル モ ノナ リ ト言 ヘ

リ。{23>Geller・ ・女 子 血 液 ノ殺 菌 力 ノ・月 経 直 前 二低 下、

月経 終 了前 二正 常 若 シ クハ 正 常 以 上 二 上 昇 ヌ ル事 ヲ

認 メ、 男 子 血 液 二在 リ テ ハ 〈14>C.Prausnitzu.G.

Meissner二 依 レバ ソ ノ殺 菌 作 用 ノ・恒 ニー 定 ナ リbe

Ct5}Colebreoku .Storerノ ・血 液 ノ連 鎮 状 球 菌 蛇 二葡 萄

状球 菌 二i封ス ル殺 菌 力 ハ、血 液 ノ凝 固 防 止物 質 ヲ添 加

ス ♪レ時 甚 シク低 下 ス ル ヲ唱 へ之 ヲ 白血 球 機能 ノ 障 碍

二蹄 シタ リ。⑯Koschate・ ・種 々ナ ル血 液 凝 固 防 止物

質 ノ中、 梅 縁酸 曹 達 ガ血 液 殺 菌 カ ノ低 下 ヲ 招 來 ス ル

事 最 モ著 シキ ヲ設 キタ リe(MFlemmin9ノ ・大 量 ノ食 璽

ヲ動 物 二注射 セバ、 一 時 血 液 殺 菌 力 ノ低 下 ヲ 來 シ2

3時 間後 二反 ツ テ上 昇 ス ル ヲ知 リタ リ。(18)Pfalzハ 手

術 中及 ビ手 術後 籔 時 間 ・・血 液 ノ殺 菌 力場 加 セ ル ヲ見 、

コvヲ 細 胞 新 陳 代 謝 充 進 二 蹄 シ タ ウ.叉B6ez・ ・血

液PH7.2-7.4以 上 二於 テ 「コ ジ ラ」菌 ソノ他 ノ菌 二

i封ス ル血液 殺 菌 力 ノ特二 強 キ ヲ設 へ 、血 液PHノ 攣 動

が殺 菌 カ ニ影 響 シ從 テ更 二生 饅 ノ 抵 抗 力 ニ モ 攣 動 ヲ

與 フ ベ シ ト言 ヘ リ。

ag)Colebrookハ 高 山 ニ テ人饅 二 太 陽 光 線 ヲ 照 射 シ、

(20)Colebrook.Eidinowu.Hillノ ・家 兎 二人 工 光 線 ヲ照

射 セ バ、照 射後2時 間 二血 液 殺 菌 力 ノ上 昇 ア ル ヲ認 メ

タ リ。(2t)Eidinowハ 人 工 紫 外 光 線 が皮 膚 ノ紅 斑iヲ呈 セ

シム ル量 ガ、 最 モ血 液 ノ殺 菌 力 ヲ 上 昇 セ シ ム ト言 ヘ

リ。

(ee)JonceandKassowitZ・ ・紫 外 光 線 二依 ル 血 液 殺 菌

力 ノ消長 ハ 白血 球 特 二多核 白血 球 ノ 潰 長 二 比 例 一 致

シ、且 白血 球 個 々 ノ機 能 ニ モ關係 ア ノレ事 ヲ知 リタ リ。

(23)Pfalz2・ 「vソ トゲ ン」線 ノ弱 照 射 二依 ル血 液 殺菌 カ

ノ上 昇 ・・、原 形 質 二活 力 ヲ附 與 シ免疫 罐 ノ産 成 が促 進

セ ラ ル ・二因 ス トナ セ リ.

㈹ 八E。Wright.Colebrooku.Storer7・fワ クチ ンJ

注射 二依 ル非 特 異 性 ノ殺 菌力 上昇 ヲ認 メ、夏 二叉 試 験

管 内 ニテ血 液b「 ワ ク チ ソ」 トヲ作 用 セ シメ タ ル際 ニ

モ、 殺菌 カ ノ 上 昇 ス ル ヲ知 リ之 ヲee,invitroVaczi-

niert"ナ ル語 ヲ以 テ表 示 セ リ。(x)C.Praussnitzu.G.

Meissnerモ 前 記Wright等 ノ實 験 ヲ追 試 シ、 叉 「ヤ

ト レ ソ」「アオ ラ ソソ 注 射 二 因 ル 非特 異 性 殺 菌 力 ノ上

昇 ヲ モ認 メ タ リ。 更 二Praussnitzu.Meissnerハ 脾

脱 疽 菌 二樹 ス ノレ血 液 ノ殺 菌力 へ 「ヤ い/ソ 」ノー 定 量

ヲ試験 管 内 二於 テ作用 セ シ ムル 事 二俵 リ上 昇 ス ル ヲ

知 リ、 ⑳Pfalzモ 亦 「ノ ボ ブ ロ チ ソ」fヤbレ ソ カta・イ

ソ」ノ作 用 ヲ同様研 究 ス ル所 ア リe

血 液 ノ特 異性 殺 菌 作用 二 關 シテ ・・(2ηHeist.Soliscohen

S・SoliscohenM。 ノ・夙 二肺 炎 患 者血 液 ノ肺 炎菌 二i封

シ殺 菌 作用 強 キ ヲ認 メ、(os)Malone,Avariu.Naidu

ハ 「ベス ト」免 疫 ト血液 内菌 壌 殖 トノ關 係 ヲ研 究 シ
、(29)

Robinsonモ 亦淋 毒 性1刺夙 管 炎 患 者血 液 ノ淋 菌 二野 ス

ル特 異 性殺 菌 力 ヲ詮 明 セ リe(30)Wolff.2・ 急性 及 ビ慢 性

痴 瘡 二於 ケ ル血 液 ガ 葡 萄 状 球 菌 二 封 シ殺菌 作 用 ヲ有

ス ル ヲ認 メ、(31)T・Matsunamiハ 鷹脊 髄 膜 炎菌 感 染 二

依 リ ソノ血 液 ハ該 菌 二封 ス ル 殺菌 作用 ヲ 強 ムル モ ノ

ナ ル事 ヲ實 験 的 二謹 明 セ リ。

次 二我 國 二於 ケ ル,,Slidece11culture"ノ 業 績 ・・囮

高橋 ノ「ヂフ テ リー」菌 二 關 ス ル モ ノア リ.氏 ハrヂ フ

テ ソー」毒 素 免 疫 二俵 ル血 液 内 「ヂ フ テ リー」菌 培 殖 阻
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止 作 用 ヲ認 メ ズ、死 菌 免 疫 ニ テ僅 カ ニ堆殖 阻止 作 用 ノ

壁 現 ヲ見 タ リ。 ㈹ 虞柄 ハ健 常 動物 ノ血 液 ハ 肺 炎璽 球

菌 ・「チ フス」菌 ・「パ ラ チ フス」A菌 。「パ ラチ フ ス」B菌 ・

志 賀菌 。駒 込B菌 ・「■vラ 」菌 等 二封 シ、各 非特 異性 殺

菌 作 用 ヲ有 ス ノレ事 ヲ確 メ、叉 コ レ等 ノ細 菌 ヲ以 テ 免疫

入 ル トキ ハ 「マ ウス」 ヲ 除外 シテ何Vモ 特 異性 殺 菌 作

用 ノ冗 進 ス ル ヲ経 験 セ リ。爾 大 住 及 ビ澁 川 ハ「チ フス」

免疫 家 兎 並 二 「チ フス」患 者 ノ血 液 ハ、免 疫 ノ進 行h共

二Fチ フス 」菌 ノ墳殖 ヲ 盆 く許 容 ス ルモ ノナ ル ヲ認 メ 、

從 來 ノ免疫 學 的研 究 ト趣 ヲ異 二匂 レ結 果 ヲ提 示 セ リ.

㈹ 黒 川 ハ 狸 紅 熱連 鎮 状球 菌 ト丹 毒 菌溶 血 性連 鎮状 球

菌 トノ間 ニ ハ免疫 學 的 差 異 ヲ認 メ ズ トナ シ、更 二黒 川

ハ 「マ ウス 」ヲ低 温 或 ノ・高 温 所 二飼 養 シ、或 ハ磯 餓 二昭

ヲ ンメ テ ソノ血液 ノ溶 血 性 連 鎮 状 球 菌 二i封 ス ル 作用

ヲ検 シ、飼 養 温度 ノ高 低 ハ 菌増 殖 度 二影 響 ナ キ モ、磯

餓 ノ、稽 ζま曾殖 ヲ促 進 ス ル'ヲ認 メタ リ。

以 上 記 セ シ所 ノ モ ノハ何 レモ 結 核 菌 以 外 ノ 細 菌 二關

シタ ル モ ノ ナ リシ ヲ以 テ、以 下結 核 菌 ヲ以 テ全 血 液 内

培 養 ヲ行 ヒ タ ノレ主 要 文献 ヲ述 ベ ン。

結 核 菌 ガ全 血 液 内 ニ テ塘 殖 ス ル ヲ登 見 セ ヅハ㈹A・E・

Wrightニ シテ、喚 ノ・1924年"Newmethodefor

thestudyofthepathologyandtreatmentoftuber・

culousdisease"ナ ル題 下 二之 ヲ登 表 セ リ。 而 シ テ氏

ノ・毛 細 管 培 養 液 及 ビ"Slidecellculture"ヲ 以 テ結

核 菌 培 養 ヲ試 ミタ ル モ、ソ ノ實 験 例 ヲ記 載 セ ザ リシ ヲ

以 テ實 験 成 績 ノ精 細 ハ 不 明 ナ ルモ 略 ζ述 ブ ル所 ハ次

ノ如 シ。,,Slidecellculture"ニ テ培 養 後24時 間 ヲ

経 過 ス レ パ既 二2乃 至5個 ノ 菌 ヨ リナ ル聚 落 ヲ 形 成

シ、48時 間後 ニ ノ・聚 落 ハ顯微 鏡 ノ 弱 廓 大 ニ テ充分 見

得 ル程度 二増 大 ヌ。而 モ結 核 菌 ノ周 園 ニ ハ多核 白血球

聚合 ン、 喰菌 セ ル像 ヲ見.喰 菌 セ ル多 核 白血 球 ノ・速 二

破 壌 セ ラ レテ大 小 軍 核 白血 球 ト 共 二結核 菌 ヲ 中心 二

大 ナ ノレ集 塊 ヲ形 成 ス。 次 デ凝 血 膜 ハ非 薄 トナ リ、白血

球 塊 ノ周 園 ハ溶 解 シテ空 洞 ヲ形 成 ス。コ ノ作用 ハ既 二

24時 間後 二現v48時 間後 ニ ハ空 洞 完 成 ス。 コ ノ理 由

二依 リテ"Slidecellculture"二 於 テ所 々二空 洞 ヲ

認 ム ルモ ノナ リ トセ リ。而 シテ コ ノ空 洞 形 成 ・・葡萄 状

球 菌培 養 ノ際 ニ ハ コ レ ヲ見 ザ ル ヲ以 テ、結 核 菌 が 白血

球 二作 用 シ テ起 リタ ルー 種 ノ特 異 ナ ル 化 學 反 慮 二依

ル モ ノニ シテ、コ レ恐 ラ クハ崩 壌 セ ル 白血 球 ヨ リ生 ジ

タ ル 「ト リプ シ ソJガ 繊 維 素 二 作 用 ス ル モ ノナ ラ ソb

説 明 セ リ。又 血 漿 中 ニモ結 核 菌 ノ培 養 ヲ血 ヒ全 血 液 内

培養二於ケルヨリモ更二壇殖 ノ旺盛ナルヲ認 メ、白血

球 ヲ混 ジタンレ血漿中ニテノ・結核菌ノ培殖 ノ抑制 セラ

♪噸 ヲモ實験セリ。斯 クテ結核患者 ノ血液中ニテ・・結

核菌ノ塘殖 ガ健康者血液中二於ケルヨリモ著シ〃阻

止セラソ、且ツ菌 ノ周園二聚合スル白血球モソノ鍛多

キヲ認メタリ。コレニ依 リテ結核菌ハ夏二強キ破壌作

用 ヲ受ケルモノナリト言ヘ リ。

1926年 岡 佐藤 ・・今村教授 指導 ノ下 二Wright氏

法 ヲ改良 シ、Wrightガ 人 血 二就 テ行 ヒシ所 ヲ

動物實験 ニテ研究 シ、健康海猿血液 中 ニハ入型

結核 菌 ノ檜殖著 明ナルモ、人型結核菌 感染海猿

血液 二於 テハソノ檜殖停止 スルヲ知 リタ リ。結

核感染海猿 ハ「ツベ ル クリン」皮 内反慮 陽牲 ラ示

ス ト=共二、血液 内結核菌檜殖 ノ阻止作用 ヲ登現

ス.コ ノ増殖阻 止作用 ハ結核罹患 ト特異關係 ア

リテ他種病原彊豊テ以 テ発疫嘘 置 テか毯シタルモノ

ニ在 リテハ コノ作用 ナ シ。而 シテ増殖 セザ リシ

結核 菌モ コ レテ他 ノ感受 性 アル動物 二移植 セバ

病原性 ラ有 ス。故 二未 ダ死滅 セ シニ非 ズ。血液

ノコノ結核菌檜殖阻止作用 ハ コ レラ健常動物 二

移 シ得 ザル事 ラ讃 セ リ。

1927年 ㈹Fryハ 毛 細管培養法 ヲ用 ヒテ結核菌二

封 スル 「サ ノクリジン」ノ作用 テ検 セ リ。1927年

(39)Bannermannハ 結 核菌 ノ血液 内培養 二際 シテ

炭粉末 テ混 ジ検鏡 二當 リテ菌 ノ撒 量的観察 二便

宜 ヲ與 ヘ タ リ。氏 ハ コノ方法 二依 リ結核患者血

漿中 ニハ菌 ノ増殖 健康者 二於 ケル ヨリモ不良ナ

ル テ認 メタ リ。1928年 ㈹Hessu.G.Meissner

ハWrightノ 方 法 二從 ヒ色素及 ビ 有機物質拉

二無機物質 二就 テソノ結核菌 二封 スル増殖阻止

作 用 ラ研 究 セ リ。 同年更 二鋤G.Meissnerハ 毛

細管 二吸込 ミタル血液結核菌混合液 ガ凝 固セル

後 二、 コレラ載物爾子 上 二吹 出 シ更 二1熱潤 ユ保

テル ペ トリ'氏 「シヤー レ」内 二移 シ、37度 一定

期 間培 養 スル方 法 テ考案 セ リ。氏 ハ コノ方法 二

依 ル時 ハ結核 菌 ノ血液 内増殖 ハ實験 二供 シタル

健常海猿拉 二家兎 二於 テハ比較的個性的差異 ラ

示 ス事僅 微 ナル モ健 康人 血液 二於 テハ可 ナ リノ

個性的差異 ア リト樗 ヘ リ。又菌株 二依 リ叉同一
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菌株二在 リテモ時 日テ異 ニ シテ培養 スル事 二依

リ各 ソノ増殖度 二差異 アル事 ア リ。 之 レ恐 ラク

結核菌 ノ増殖力拉 二動物 身禮 ノ障碍 二依 ルモ ノ

ナラン ト言 ヘ リ。而 シテ結核罹 患海狸蚊 二家 兎

全血液内結核菌壇殖度 ハ健常 ナルモ ノニ比 シ著

シク不良 ナル事 テ認 ムル モ之 レニモ多少 ノ動揺

アル事 ヲ附言 セリ。又壌 血病湖 冥ノ血液 内ニハ

ソノ健常 ナルモ ノニ比 シ結核菌 ノ増殖佳良 ナル

テモ認 メタリ。

ユ929年 ㈹Sonakハ 「ツ・eルクリン、ア レルギーJ

ト血液 ノ結核菌檜殖 阻止作用 トノ關係 ラ薮 名 ノ

見童二就 キテ研究 シ、 「ピルケー」反慮陽性見童

ノ血液 内 ニ テ ハ 結核菌 ノ増殖 著 シク阻止 セラ

レ、之 二反 シ庶疹見 童 ノ「ピル ケー」反慮陰牲期

及 ビソノ他 ノ「ピルケー 反癒陰性見童 ノ全 血液

内ニハ、結核菌 ノ檜殖佳良 ナル 旨テ記述 セ リ。

1930年 ㈹伊藤 ハ生菌 及 ビBCG菌 テ以 テ発疫 ス

ル時ハ阻止作用登現 スルモ死菌免疫 ニテハ菌檜

殖 ノ阻止作用 ノ螢現 セザル事 テ實験的 二謹 明 セ

リ。且 ツ「ツベル ク リン、 アレルギーJト 血液 ノ

結 核菌増殖阻 止作 用 トノ關係 ハ生菌接種 ノ場合

ハ雨者 ノ歩調梢 ≧一致 スルモ、死菌接 種 ノ場合'

ハ雨作用 ハ拉行 一致 セズ ト言 ヘ リ
.強 毒力菌株

ハ弱毒力菌株 ヨリモ壇殖著明 ニ シテ
、白血球 二

喰菌 サル ・度合モBCG菌 最 モ多 ク、牛型結核

菌最 モ少 シ人型結核菌 二在 リテハ強毒力菌 ヨリ

モ弱毒力菌 ノ喰菌 サル ・度合 多 ク、血漿 内培養

二於 テハ健常海獲 ヨリ結核 感染海狸 ノ方阻 止作

用強 シ。血漿 内培 養 ノ際 コ レニ白血球 テ混 ズル

モ培養成績 二著 シキ影 響 アル ラ認 メズ
。從 テ結

核菌檜殖阻止物 質 ハ血漿内 二存在 シ白血球 ニハ

重大 ナル關係 ハナキモノ トシテWrightノ 説 二

反封意見テ述ベ タ リ。

㈱伊藤・飯田・野尻及 ビ溜qバ1930年BCG菌 接

種 ノ猿二於 テハ ソノ接種後2乃 至3週 間 ヲ経過

ス レバ ソノ血液 中二明 ラカニ結核菌檜殖阻止物

質 ノ現 ハル ・ヲ誼 明 セ リ。㈹同年高橋及 ビ芦村

ハ,,Slidecellculture"テ 以 テ被喰結核菌 ヲ

培養 ス レバ結核菌 ハ克 ク檜殖 シ、喰菌 二依 ル結

核菌 ノ死滅 ハ謹 シ能 ハズ トナ シ、結核菌 二封 ス

ル喰菌作用 ハ強キ発疫作 用 ナ リ トハ言 ヒ難 キ旨

ラ記述 セリ。

働緒方 ハ血液 幽 犬テ攣 化 セ シムルガ如 キ操作 ノ

結核菌増殖 二及 ボス影響 二就 テ研究 セ リ。 ソノ

成績 二依 レバ海猿 ラ磯餓或 ハ過 血糖歌態 トナス

時ハ、血液内結核菌 檜殖 ハ著 シク促進 セ ラル ・

モ、一時的 ニ シテ再 ビ元 ノ駄態 二復蹄 シ、妊娠

及 ビ漉血・血液毒・「グ リセ リン」注射 二因 ル貧血

動物 ハ菌増殖 二攣化 ナ ク、 「ピロヂ ンゴ注射 二因

ル貧血 ハ全血液 内結核菌増殖 テ阻 止 ス.「 レン

トゲ ン」照射 ノ影響 ハ 初 メ檜殖 テ阻止 シ後促進

ス ト樗 セ リ。

1932年 ㈹緒方及 ピ澁川 ハ健康 成人 ノ全血液 内二

於 ケル結核菌 ノ檜殖 二就 テ研究 シ、一般 二健康

成人 血液 内ニハ檜殖旺盛 ナル事 テ経験 セリ。㈹

西川 ハ結核未感染 乳見 ノ全血液 内ニテハ結核菌

増殖 ノ旺盛 ナルテ認 メ、更 二結核反 癒陽姓乳 見、

BCG接 種 乳見 ・諸種疾病罹患乳見 ノ全血液 二就

テ菌檜殖 阻止作用 テ研究 セ リ。

㈹澁川ハ重症肺結核患者 ノ末期 二近 ヅクニ從 ヒ

全血液 内結核菌 ハ ソノ檜殖度 ラ高 へ 末期 二及

ンデ旺盛ナル増殖 テ示 ス事 テ報 告 セ リ
。 ㈹今村

教授及 ビ澁川 ハ健康成人拉 二肺結核患者 ノ症歌

程度 二沿 ヒテ結核菌 ノ増 殖阻止作用 ヲ観察 シ、

健康{鐙・疑似 肺結核患者 ・早 期 浸潤 患者 ・輕症肺

結核患者 ・中等症肺結核患者 二 至 ルニ從 ヒ漸次

阻止作用 ノ檜強 セ ラル ・ラ知 リ、殊 二中等症患

者 二在 リテハ1例 モ全血液 内二於 テ菌 ノ増 殖 セ

ル テ見ザ リキ。 而 シ テ ヂツベル ク リンアレルギ

ー」ト全 血液 内結核菌檜殖 トハ逆行 ス トナ シ
、更

二全血液 内結核菌檜殖 ノ研究 ハ肺結核 活動 性 ノ

診断 テ將來 二約束 スルモ ノニ シテ、叉豫後牢掟

等 二封 シテモ大 イニ参考 スベキモ ノナ リ ト設明

セ ラレタ リ。

(s1)S2下ハ 「ヴィタ ミン」B鋏 乏動物 ノ全 血液 内結

核菌培養 テ試 ミ、健常動物 二比 シ明 ラカニ結核

菌檜殖度 ノ増強 セルモ ノ多 キラ認 メタ リ。(52)今

堀 ハ余 ノ學會 二於 ケル報 告後,,Slidecellcul一
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ture,,二 依 ラズ シテ蕪糖過剰投與 ニ ヨル 「アチ

ドー ゼ」家 兎 ノ血漿 二へ 結核菌 ノ登育旺 盛ニ シ

テ、 コレニ反 シ「カルチ ウム」盤 ノ適量投與 二依

ルrア ル カロー ゼ」家 兎 ノ血漿 ニハ、 ソノ獲育著

シク不良 ナ リシラ報告 セ リ。

以 上文獄 テ通覧 スルニ人及 ピ動物血液 二於 テハ

諸種細菌 二封 スルー定度 ノ非特異性拉 二特異性

ノ増殖阻 止作用 ノ存 スルラ知 ル ト共 二、結核 二

於 テモ ソ ノ血液 中 二結核菌 ノ檜殖 テ阻止 スベ キ

作用 ノ登現 スルハ、諸家一般 ノコレラ認 ムル所

ナ リ。而 シテ コノ結核菌檜殖阻1ヒ作用 ハ或程度

免疫現象 トー致 スル所 ナルモ、 コノ血液 中二出

現 スル結核菌増殖阻止物質 テ以 テ直 チニ免疫物

質 ト解 シ得 ザルベ シ。 サ レ ドコノ菌増殖阻止作

用 テ以 テ各種晃疫現象中 ノー・方面 ト認 ムルハ不

可 ナキ所 ナルベ シ。抑 モ血液 内二於 テ結核菌 ノ

檜殖 スル ト否 トハ、 コレ全 ク血液 側 ノ種 々ナル

要約 二依 リテ左右 セラル ・モ ノナ レバ、 コノ血

液側 ノ要約 ニ シテ何等 カノ攣調 ラ來 サ ンカ、直

チニ結核菌 ノ檜殖 二封 シ影響 ラ齎 ラスベ キハ蓋

シ當然 ノ事 ナル・ぐシ。今等 シク結核感染 二依 リ

テ生禮 ガ獲 得 シタル結核菌増 殖阻止作用 モ、何

等 カノ他 ノ要約 二依 リテ災 ヒ セ ラル ・所 アラ

バ、 ソノ作用機轄 モ コレニ磨 ジテ攣 動 テ來 ス事

アルベキハ想像 ス ル ニ 難 カラズ。 コハ前記 ノ

Gutmann,Geller,Pfalz,Baez,緒 方 ・籔下 ・今

堀 等 ノ業績 二就 テ見 ルモ コノ間 ノ消息 ラ諒知 シ

得 ベ シ。

弦 二例ヘ バ緒 方 ノ業績 テ顧 ルニ、 氏 ノ選 ピタル

諸操作中 ニハザアチ ドー ゼ」ト密接 ナ ル關係 テ有

スルモ ノ多 キガ如 シ。

先 ヅ磯餓 二就 テ兇 ルニ其所 二所謂磯餓 「ア チ ド

ー ゼ」ナ ル 現象 ノコレニ随件 セ シラ思 ハ シム
。

磯餓 「アチ ドーぜJ二 關 シ テ ハ 既 二詳細 ナル聞

MpP6c59五 斗 ・加藤 ノ報告 ア リ。叉 〔56)Landau

Walieski鯵 淺 田 ・㈹大 森 ・c59)一松 ・織大 李・⑯2佐

藤 。㈹酒井 ノ記載 アル所 ナ リ。

次 二貧血 二就 テ見 ルニ1890年Krausハ 既 二實

験 的貧血 二於 ケル血 中「アルカ リ」度 ノ低下 ラ認

メ、Strausu.Lowy・ ハ コ レニ反封 セシモ最近

ハ血 中豫備 「アル カリ」ノ低 下 テ是認 スルモ ノ多

シ。醐飯塚 ハ血液病患者 ノ血液酸 素結合解離曲

線 ノ下降 二依 リソノ酸性 二傾 クテ詮 シ、(鋤井上

ハ實駿的 二中毒性貧血 ト濡血性貧血 ヲ問ハズ血

液水素 「イオ ン」濃度 ノ檜加蚊 二酸 申和能 ノ低下

ラ謹 シ、岡村上 モ亦諸種實験 的貧血 二於 テ血液

ノ酸 中和能 ノ低下 テ來 ス テ認 メタ リ。更 二「レ

ン トゲ ン」線 照射 二依 ル血液 ノ影響 二就 テモ古

來或 ハ「アチ ドー ぜ」テ超 ス ト言 ヒ、或 ハ「アルカ

ロー ゼ」テ來 ス ト論 議 セ ラレ諸論一定 セズ。㈹

Kroetz,Grabowski㈹ 鈴 木 。黒 住。モ「レントゲ

ン」線照射 二依 ル「アチ ドー ゼ」二關 シ記載 シ、{68)

亀 田 モ亦血液 ノ酸素結合解離 曲線 二及 ボス影響

二關 シ述 ブル所 ア リ。上記文献 二徴 スルモ「レン

トゲ ン」線照射 二依 ル血液 ノ影響 ガ、 時 二「アチ

ドー ぜ」テ來 ス事 アルベキハ明 ラカナルベ シ。

次 二又(51)籔下 ノ「ヴ ィタ ミン」B鋏 乏症 ノ業績 二

就 テモ ソノ血液 ノ 「アチ ドー ゼ」状態 テ 否 ミ難

シ。㈹早阪e(70)向原 及 ビ新井 ハ「ヴ ィタ ミン」B訣

乏症 二於 ケル血 中乳 酸量 ノ過剰産生 ラ謹 明 シ、

⑳猪 ロモ血液 「アル カ リ」ノ減 少 スル場合 アルラ

経験 セ リ。

既述 ノGut血annノ 研 究 二就 テ見 ルニ、コハ血

液 内結核菌 ノ壇殖 テ検 シタル ニハ非 ラザ リシ

モ、炭 酸瓦斯蓄積状態 ニアル血液 ハ殺菌力 ノ低

下著 シキテ設 キ シモ ノナ リ。而 シテ炭酸瓦斯 ノ

蓄積 ハ即 チ瓦斯性 「アチ ドー ゼJナ ル事ハ自明 ノ

事 二届 ス。

爾 月経 時 ノ血液(Geller)、 妊娠 時 ノ血液・(緒方〉

過血糖状態 二於 ケル血液(緒 方〉等 二就 テ見 ルモ

直接 間接 ソノ血液 ノ酸盤基李衡歌態 ト關連 テ有

スルモ ノ多 キガ如 シ。

斯 ク観察 シ來 ル時 ハ今 日迄生鵠 二封 シ附與 シ來

リタル諸操作、或 ハ諸條件 ノ内、畢寛 「アチド醗

ゼ」ラ起 スモ ノ多 キニ非 ラザ ルヤ、而 シテ血液 テ

シテ ソノ状態 ラ「アチ ドー ゼ」二傾 ムクル事 ガ結

局結核菌 ノ増殖 ニー定度 ノ影響 テ齎 ラセ シニア

ラザルカ。萬 一斯 カル事 ナ シ トスルモ、兎モ角
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「アチ ドー ゼ」ナル血液 ノ状 態 ハ菌増 殖 二及 ボ ス

諸影響 ノ内、血液側 ノー要約 タルハ誤 リナキ所

ナルベ シ。而 モ今 日迄 全血液 内 ノ結核菌増殖作

用二就 テ「アチ ドー ゼJノ 影響 テ ソノ質的量的 二

顧慮セラ レタルテ聞 カズ。

弦二於 テ余 ハ今村教授 指導 ノ下 二種 々ナル方法

二依 リテ實験的 二「アチ ドー ゼ」ラ惹起 セシメ、

コノ血液 テ以 テ結 核菌 ノ培養=テ試 ミ、以 テ ソノ

影響 スル所如何 テ研究 セ リ。而 シテコノ實験 成

績 ノー部ハ既 二昭和8年 日本結核病學會縮 會 ニ

テ登表 セ シ所 ナ リ。

第二章 實験方法

Naunynガ 始 メテ所謂 「ケ ト・一ヂスjナ ル酸中毒

症状 ラ認 メシ以來 、 コノ方面 ノ研究 ハ多嶽 ノ人

人 二依 リテ實施 セ ラル ・所 ナ リ。而 シテ今 日 ノ

親念 テ以 テス レバ酸 テ中和 スベ キ能力 アル物質

ノ訣乏、換言 セバ身燈 中 ノ「アルカリ」貯藏 ノ訣

乏 セル駄態 テ 「アチ ドー ゼJト 構 ス。 「アチ ドー一

ゼ」ノ原因ハ禮 中二嚢 生 スル、或 ハ侵入 スル酸 二

存 シ、糖尿病 ・腎臓 炎・重症小見清化不良症・肝萎

縮症 ソノ他各種急牲傳染病 二於 テ、燈 中二酸 ノ

異當 ナル産 生 アル時 ニモ現 レ、人 工的二動物 二

酸或 ハ酸 テ産生 スベキ盤類 テ與 フ時 二ぞ來 ル。

省過劇 ナル運動 ノ直後 ・磯餓 ・全 身麻酔等 ノ場合

ニモ「アチ ドー ゼ」ノ登 現 ス ル ハ 人 ノ知 ル所 ナ

リ。余ハ實験的 二種 々ナ ル方法 二依 リテ家兎拉

二海狸 二「アチ ドーゼ」テ惹起 セルモ、ソノ「アチ

ドーゼJラ 起 スベ キ操作方法 二 就 テハ第三章以

下二於 テ述 ブル所 アル テ以 テ弦 ニ ソノ記載 ヲ省

略 ス,

第 一 節 「ア チ ドー ぜ」楡 査 法

「アチ ドー ゼ」ノ學理 二關 シ今 日迄種 々攣遷 ノ跡

アレバ検査法 モ歴史的 ニソ ノ撒 多 シ。(1)尿 中

「アムモニア」量 ノ測定法 ハ ソノ目的 タル ヂアム

モニア」排 出量 ガ食餌 ノ影響 テ蒙 ル事 多 キチ以

テ、「アチ ドー ぜ」検査 法 トシテ歴史的贋値 アル

ノミ。(2)「 ア'ルカリ」耐 容力(Toleranz>測 定 法

ハ腎 ノ「アル カリJ排 泄機能 二障碍 ナキ時 ノ ミニ

「アチ ドー ゼ」検査法 トシテ ノ意義 ア リ
e(3)血

液水素 「イオン」濃度 ノ測定法、現今 ノ「アチ ドー

ぜ」ノ観念 ガ既述 ノ如 ク 「アル カリ」貯藏 ノ鋏乏

テ意味 スルモ ノナ レバ必 ラズ シモ血液水素 「イ

オン濃 度 ノ増加 ラ必要條件 トセズ。極 メテ重症

ノ「アチ ドー ぜJ二 於 テ禮 内 バ アルカ リJ貯 藏 ノ

費消 シ盤 サル ・二及 ビテ、初 メテ血液 ノ水素 「イ

オン」濃度 ノ壇加 テ來 スモ ノナルテ以 テ、斯 ル生

命末期 二於 ケル瞬間的 ノ現象 ハ或意味 ヨ リス レ

バ意義紗 ナキモ ノナルベ シ。(4)肺 胞 内炭酸瓦

斯張力 ノ測定法、肺胞 内 ノ炭酸瓦斯ハ血液中 ノ

炭酸 瓦斯即 チ血中 ノ重炭酸監 トー・定 ノ李衡欺態

二在 リ。故 ニ コノ肺胞 内 ノ炭酸瓦斯 張力 テ測定

シ、以 テ血液 中 ノ重炭酸量(「 アルヵ リJ貯 藏量〉

テ推算 セ ントスルモ ノナ リ.サ レ ドコハ外 界 ノ

獣態 ・被試験者 ノ歌態 ノ影響 テ蒙 リ易 シ。コノ目

的 ニハ寧 ロ(6)二 述 プル血 中 ノ炭 酸瓦斯量 テ直

接 二測定 スルニ若 カズ。(5)「 アセ5ン 」艦測定

法、 コハ 「アセ トン」膿 ノ蓄積 二 因 ル 特別 ナル

「アチ ドー ゼ」(例之糖尿病)ノ 検 定 二於 テ ノミ債

値 アリ。斯 ル「アチ ドーゼJハ コレテ寧 ロfケ ト

ー ゼ」ト呼 ピテー般 ノ 「アチ ドー ゼ」 ト匪別 シ置

クベ キカ。

(6)血 中重炭酸盤 ノ測定法。

;:2)ヘンダ
ニ2≧(Henderson)ガ 盟 中二於 ケル固

定fア ルカ リ」ノ縮和 ハ血 中 ノ重炭酸盛 ト共 二清

長 スル事 テ研 究登表 セ シニ基 キ、血 中重炭酸盤

ハ酸添加 二依 リテ登 生 スベキ炭酸瓦斯 量 ラ測 定

シ以 テ豫備 「アルカ リ」ノ線量 テ窺 知 セ ン トスル

方法 ナ リ。 コノ目的 二VanSlyke氏 ノ血液 内

炭酸瓦斯測定器 ア リeサ レ ド「アル カ リJ貯藏 ハ

軍 二重炭酸盤 ノ ミニ蹄 スベキニ非 ラ礼rア チ ド

ー ゼ」ガ諸種 ノ酸 二封 スル中和 力 ノ減少 テ意味

スル貼 ヨリス レバ、重炭酸盤 ノ他 二雨性電解質

タル蛋 白質、叉燐酸藍等 モ考慮 二入ル ・ベキモ

ノナルベ シ。更 二叉炭酸瓦斯量 ノ減少 ガ「アチ ド
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一 ゼ」検 定 ノ標準 タ リ得 ルハ血液 水素 「イオ ン」

濃度 二著 シキ攣 化ナ キ時 二限 ル。

(7)酸 中和能測定法。

血液 申 ノ重炭酸勲 ・諸種 蛋白質蛇 ニー部 ソ ノ分

解産物 ・燐 酸髄・血色素等 ハスベテ酸 磯 基〉二封

スル緩衝物質 ト見倣 シ得 ベ クコレ等 ハ何 レモ酸

申和能 力 テ備へ、廣義 ノ豫 備 「アル カリ」ト構 シ

得 ベ シ。 サレバコノ被検 血液(血 漿或 ハ血清)ノ

ー定量 テ取 リコレニー定量 ノ酸 テ加 へ
、 コ ノ混

合液 ノ水素 「イオ ン」濃度 テ測定 スル時 ハ、各被

検 血液(血 漿或 ハ血清)二 就 キテ ソノ酸中和能 力

ノ如何 テ測知 シ得 ベ ク、 コノ低下 ノ健 常 二比 シ

甚 シキモ ノハ即 チ 「ア チ ドー ゼ」テ示 スモ ノナ

リ。

余 ノ以 下實wa.=於 ケ ル「アチ ドー ゼ」ノ検 定 ハス

ベ テ瓦斯連鎖法 二依 リテ酸中和能 テ測定 シタ

リポ

第 二 節 余 ノ行 ヒ シ酸 中和

能 測 定 法

余 ハ「アチ ドー ゼ」ノ検査法 トシテ血液(血 漿或

ハ血清〉ノ酸 中和能測定 二依 ルモ ノハ、種々 ナル

意味 ヨリシテ最 モ優 秀 ナルモ ノト信 ジ、次 二記

述 スルガ如 キ方法 ラ以 テゴ レテ行 ヒタ リ。

被検動物 ノ血液 ハコ レテ早朝室腹時心穿刺 二依

リテ探 取 シ、以 テ{798traub-Meieru.Schlagi・

ntweitノ 言 ヘル如 キ食餌振取 二依 ル血液 性駄

ノ動揺 ヲ可及的同避 スル事 トセ リ。探血 二當 リ

テ注射器 ト注射針 トノ接合部 ニハ極 メテ少量 ノ

10%修 酸 加里水溶液 テ充填 シ置 ク時 ハ、血液吸

引二際 シテ注射器 筒 内 二氣泡 ノ侵入 スル事 ナ ク

同時 二血液 ノ凝固防止 ノ日的 ラモ達 シ得 ベ シ。

極 ク微量 ノ修酸加里又ハ絢構酸曹達(0.02%以

内)ノ 添加 ガ何等血液 ノ水素 「イオ ンJ濃 度 二影

響 テ及 ボサ ・"ルハ既 二抽Cullen,㈹ 加 藤 ・㈹井上

モ コレテ謹 セ シ所 ナ リ。血液 ノ吸 引探取 テ終 リ

タル上 ハ直 チニコ レテ豫 メ流動 「パ ラフ ィン」テ

充 タセル「スピ ッツグ ラス」内 二移 シ、遠心沈澱

器 二掛 ク。然 ル トキハ流動 「パ ラフィン」ト沈澱

セル血球 トノ中間 二淡黄 色 ノ血漿 ノ析 出 セルヲ

得 ベ シ。

次 二測 定二供 スベキ被検血漿 ハ可及的少量ナ ラ

シムル目的 ラ以 テ、「ミハヱ リス」(Michaelis)U

字 型 水素電極 モ特 二小型 ノモ ノテ作成 シ、 ソノ

容量 ハ大約L5αcト セ リ。而 シテ酸中和能 ノ測

定 バー被検液 二就 キ三階段 二分 チテ コレテ實施

セ リ。

先 ヅ第一一階段 トシテ血液 漿O.3caニ コ ノ2乃 至

3倍 容量 ノ炭酸 テ含有 セザル生理的食盤水 ラ加

ヘ コノ混合液 ノ水素 「イオ ン」濃度 テ測定 ス。血

液(血 漿或 ハ血 清)ハ2乃 至3倍 容量 ノ生理的食

盤水 ラ以 テ稀繹 スルモ、 ソノ水素 「イオン」濃度

二攣化 ナキハ既 二Michaelisモ コ レテ立謹 セ シ

所 ナレバ、 コノ第一階段 ノ操 作 二依 リテ測定 シ

得 タル水素 「イオ ン」濃度 ハ、 即 チ血漿 ソノモノ

ノ値 トシテコ レテ見倣 シ得 ベ シ
。

次 二第二階段 ト シ テ血vao。3qaテ 擁 リコレニ

N/100盤 酸0・5qqト 炭 酸 テ含有 セザル蒸溜水

o・5caト テ加へ、 コノ混合液 ノ水 素「イ万ン」濃

度 テ測定 ス。

第三階段 ノ操作 ト シ テ 更 ・=一血漿0・3Ctc,ラ 囁 リ

N/100藍 酸1.0㏄ テ コレニ混 合 セ シメ、U字 型

水素電極 二入 レテソノ水素 「イオン」濃度 テ測定

ス。 コ レ等三階段 ノ操作 二依 リソノ血漿 ノ酸申

和能力 ノ低下度 ラ健常 ナル動物 ノソレト比較 シ

「アチ ドー ゼJノ 存否拉 二程度 ノ判 定 二資 シタ

リ。而 シテ今 日迄 「アチ ドーゼ」ノ検査法 トシテ

血液(血 漿又ハ血 清)ノ 酸中和能 ヲ測 定 シタルモ

ノ紗 シトセズ。然 レ共 コノ際使用 セラル ・酸 ノ

量 ヘ ソ ノ濃度 ラ撒種 二憂化 セ シメタルモ ノテ

以 テコ レニ添加混合 セ シメタル場合多 シ。加藤

(元一)教 授 ノ提唱指示 セル所 モ然 リ。 サ レド實

際 問題 トシテ千分 ノー規定以下 ノ如 キ稀薄 ナル

濃 度 ノ溶液 デ調製 スル事 ハ困難 ナル所 ニシテ、

且 ツ調製 後 モ不安定 ナ リ。千分 ノー以 下 ノ濃度

例 ヘバN/1000N/2000N/3000ノ 如 キハ事實

観念 上 ノ倍率 關係 アル ノ ミニ ジテ、眞 ノ濃度 ノ

比 ラ果 シテ正確 二示 セル ヤ否 ヤ疑ハ シ、

而 シテ酸 中和能 ノ測定 ニテ極 度 二稀薄 ナル酸 テ
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少 量添加 シ、 コ ノ混合後 ノ水素「イオ ン」濃度 テ

封照 ト比較研究 スル事 ハ往々 ニ シテ意 味ナキ事

アルハ、加藤(元 一)教 授 モコ レヲ設 キシ所 ニ シ

テ.コ ノ黙寧 ロ酸量 ハ極 少 屯過 グル ヨ リモ過大

二失 スルラ可 トスベ シ。 魯

斯 カル理由 ノ下 二余 ハ添 加混合 スベキ盤酸 ハ既

述 ノ如 クN/100濃 度 ノモ ノー種 パ テ選 ビ、

且.ツ酸度 ノ攣 化ハ ソノ量`1勺攣 化慶PチO。5cc、1.O

CAノ ニ 種量 テ以 テコ レニ代 ラシメタ リ。余 ハ監

酸 ノ如 ク電離 ノ極 メテ完全 ナル モ ノニア リテ ハ

(但 シ限度 ア リ)、 上記 ノ如 ク輩 一ナ ル濃度液 ノ

量的配分 テ行 フ事 二依 リテ、充分 二酸 中和能測

定 ヒノ便宜 テ得 ラルベ キモ ノ ト信 ズ。

次 二等 シク「アチ ドー ゼJト 呼構 スル モ ソノ程度

二甲乙 アリ、血 中結合炭酸量 テ目標 トスルVan

Slyke氏 法 ニテバ既 二Pincussen,吉 松 ・加藤(元

一)・加藤 〈豊次郎〉。吉 田。鈴木等 二依 リ夫 々 「ア

チ ドー ゼ」ノ程度 テ基準 スル所 ア リ。サ レド酸中

和能測定法 ニテハ ソノ使用 スベキ酸 モ盤酸 ナル

アリャ乳酸 ナル ア リ。更 二同一 ノ酸類 テ使 用 ス

ルニ シテモ、 ソノ混合量 二差異 アリテー律 ニ ソ

ノ低下 セル水素 「4オ ン」濃度 ノ撒値 テ以 テ「ア

ヂ ドー ゼ」ノ程度 ヲ高度 ナ リ、或 ハ輕度 ナ リ ト断

定 シ難 キナ リ。 コハ測定者 自己ガ各 自 ノ選 ビ シ

酸中和能測定方法 二於 ケル多数 ノ測定實験 テ基

礎 トシテ、 ソノ制定 基準 テ定 メザルベカ ラズ。

余ハ多撒 ノ測定 ノ結果 テ基礎 トシテ、且 ツVan

Slyke氏 法 二依 ル制定基準 テモ蓼 酌 シ、次 ノ如

ク「アチ ドーぜ」ノ程 度 テ基準 セ リ。

被 検 液
混 合 比

N/100
囎酸

苅

下

下

血漿

O。3

0.3

0.3

照
操ハ
前

画
峰

Y

(Hり

)
軽 度
「ア チ ド

ー ゼ}

中等 度
「ア チ ド

伽』セ㌦

1高 度}
「ア チ ド

ー ゼ 」

¢ " ¢

2β以下 2ら3β 3β以上

2Y以 下 2→3Y 3Y以 上

今或種 ノ操作實施前、又 ハ健常時 ノ血液酸 中瀦

能 ラ測定 セ シニ ソノ水素 「イオン」濃度 〔H"]!・

醗、β、γテ得 タ リ トス.次 二或種 ノ操作實施後

二於 ケル酸 中和能 テ測定 セシニ、撰 ニテハ大 シ

タル攣化 ナ ク、β γ 二於 テ3倍 以上 ノ壇大 テ見

タ リトセバ、 ソバ高度 バ アチ ドー ぜ戸 惹起 セ

ルモ ノト認定 ス。

β γ ノ攣化 ガ各々2乃 至3倍 ソ間 ニア リトセバ

中等度、2倍 以下 ナ レバ輕 度 ノ「アチ ドー ゼSト

認定 ス。

αノ慶化 ハ βγ ノ檜 大提度 モ特 二甚 シキ非代 償

性 「アチ ドー ぜ」二於 テ初 メテ現 ハル ・モ ノニ シ

テ,畢 寛 αニ シテ攣 化(聡 大)ヲ 示 スモ ノヘ ソ

ノ事 ガ既 二高度 ノ「アチ ドー ゼ」テ謹 スルモ ノナ

リ。α ノ慶化換言 セバ血液 自艦 ノ水素 「イ才ンJ

濃 度 ノ攣化 二封 シテへ 生艦 ハ頗 ル敏感 二反慮

シPHニ テ僅 カニ0・】-0.2ノ 攣 化 二封 シテモ、

既 二重篤 ナル症駄 テ來 スハ入 ノ知 ル所 ナ リ.

而 シテ以上述 ベ タル「アチ ドー ぜjノ 判定 ハー ノ

基 準 テ示 セル迄 ニ シテ實 測上時 二確然 タ ラザル

事 ア リ。 例 ヘバ β及 ビ γ二於 テ中等度 ノ「アチ

ドー ゼ」テ示 セル ニ關ハ ラズ、農二於 テ多少 ノ攣

化 ラ見ル場合 アルベ シ。βハ中等度 ナル ニ γハ

高度 ノ「アチ ドー ゼjテ 示 ス場合 モァルベ シ。 コ

レ等 ノ原因 ハ不 明 ナルモ測 定上 ノ種 々ナル誤差

(臨酸添加量 ・血漿 混合量 ノ誤差 ・導入 スル水素

「ガ ス」容積 ト被検 血漿 中 ノ炭酸 瓦斯分墜 トノ關

係等 々〉或 ハ血液側 ノ個性(化 學的 ・物理 化學的

性状 ノ差 異〉等 モソ ノ原因 ノー部 テナ スモ ノナ

フ ン カ ◎

第 三 節 血 液 内 結 核 菌 培 養 方 法

血液 ノ殺菌作用乃至血液 内」曾殖盟 止作用 テ検 ス

ベキ方法 ニ シテ最 モ古 キハ脱繊維 素血液 又ハ血

清 ト菌 トラ試験 管内 ニテ接濁 セ シメ、然 ル後 コ

レテ固型培養基 二移植 シテ菌 ノ登育獣態 テ検 ス

ルモ ノナ リキ。更 ニ コ レ テ改良 セルモ ノ即 チ

Wrightノ,,Slidecellculture'Lナ リe當 教

室 ニテ今 日迄 多数先輩 二依 リ實施 ゼラ レタル方

法 モ コノ"Slidecellculture"ニ シテ、Wright

ノ原 法 二端 テ 糞 シ今 村教授指 導 ノ下 二佐藤 ・高

橋 ・伊藤 ノ改良 テ経 テ、今 日二至 リシモ ノニ シテ

余 モ亦 此 ノ方 法 テ用 ヒテ實験 テ行 ヒタ リ。

ソノ概 要次 ノ如 シ.
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(1)培 養 操作

結核菌 ノ浮 游液 ト全血液 トノ混合液 テニ載物硝

子間隙 二滴 下封入 シ、コ レテ7日 間37度 二於 テ

培 養 ス。結核菌 ノ聚 落ハ 「チー一ルネー ルぜ ンJ染

色法 二依 ル。培 養操 作循 式 二關 シテハ詳細 ナル

緒 方報 告(結 核 第10巻 第3號)ア リ。余 ノ行 ヒシ

所 モ全 クコレ ト同一 ナルラ以 テ弦 ニソ ノ記載 テ

省 略 ス。

(2)培 養 所 見

結核菌浮游 液 ト混合 シタル血液 ラニ載物硝子 間

隙 二滴下封 入 セル當初 ハ、園板黙膜様 ノ美麗 ナ

ル血液 固有 ノ色彩 ラ有 スル モ、コ レテ37度 ノ鰐

卵 器 内二格 納 スル時ハ漸次 ソ ノ色調 二憂化 ラ來

シ、1日 後aハ 圓形血液膜 ノ周邊 ハ赤色叉 ハ黄

赤色中心部 バー一帯 二暗褐紫色 テ呈 スル ニ至 ル。

更 二時 ノ経 過 ト共 二暗褐 紫色乃至 ハ暗赤色 ノ色

調増大 シ、 コレ ト同時 二周邊部 二近接 シテ酸化

「ヘ モグロビンjノ 黒褐 色 ノ結 晶 ノ析 出 スル テ見

ル事多 シ。 コノ酸化 「ヘモグロ ビン」ノ結晶 モ時

ノ縄過 ト共 ニ ソノ撒 及 ビ大 サ テ檜 シ、倫3日 以

上 二至 ラバ血液 膜 ノ透 明度漸次檜加 ス。以上 ハ

結核菌 ノ檜殖 セル ト否 トニ關ハ ラズ,,Slide

㏄11culture,,ノ 皐 スル外観上 ノ攣 化 ナ リ。

次 二培 養 ラ終 リ菌 ノ染色 テ行 ヒタル標本 ハ顯 微

鏡 二依 リテ ソノ増殖度 テ検 スベ シ。登育増殖 ノ

旺盛 ナル モ ノハ弱籏大 ニテ容易 ニ コレラ判別 シ

得 ベ ク、中等度蛋育以下 ノモ ノニ在 リテハ コレ

テ強籏大油浸操作 二依 ル テ可 トス.塘 殖 セル結

核菌 ノ聚落 ハ周邊部即 チ酸化 「ヘモ グロビンj結

晶 ノ多 ク存在 ス ル揚所 二多撒 ニ シ テ、 中心部

ハ比較的少撒 二、且 ツ檜殖度 モ幾分 劣 レル ノ感

ア リ。標本 ノ周邊部 二聚 落多 キハ ソノ理 由 ヲ結

核菌 ノ好氣性 二存 スベ シ トセ ラレ居 ルモ、他面、

表面張力等 ノ物理學的影響 モコ ノ原 因 ノー 二蓼

與 スルニ非 ラザ ルカ。 旺盛 ナル増殖 テナスモ ノ

ハ無撒 ノ薗 ノ集合 ヨリ成ル類 圓形又 ハ梢 篭不 規

則 ナル曲玉獣 ノ菌聚落 テ形成 シ、増殖微弱 ナル

モ ノハ撒個集 マ リテ或 ハ松葉状 二或 ハ束状 ラ呈

ス。菌艘 各飼 ノ形態 テ見ルニ概 シテ繊細 ナレド

長形 ナル モ ノ多 ク、菌禮 ノー方 二暗赤黙 テ有 シ

時 ニ コレガ連貼獣 テ塁 セル事 ア リ。封照 トシテ

培養操作後 室温 二1乃 至2時 間 ラ経 テ標本 ヲ作

成 セル モ ノニ在 リテハ、顯微鏡覗野 ノ何 レラ取

リテモ菌艦 ハ各個立 シ、檜殖 セル菌艘 二見ルガ

如 キ暗赤黙 ナク、菌艦 自己 ノ大 サモ長伸 セル所

勘 キガ如 シ。

(3)培 養 成績判定

本實験 二於 テ標本 ヲ検鏡 セル揚合、 ソノ増殖度

ノ判定 ハ最 モ緊要 ナ リ トス。血液 ノ菌檜殖阻止

作用 ハ各動物 個 々ニ ヨリ或 ハ高度或 ハ中等度或

ハ輕度 ナル アルハ蓋 シ當然 ナルベ キヲ以 テ、 コ

ノ阻 止作用 ノ程度 テ判 定 スベ キ標本 ノ菌増殖度

ハ コレテ検 スルニ愼 重 ナル テ要 スベ シ、而 シテ

全 ク増殖 セザルモ ノ叉 ハ多撒檜殖 セル際 ニバ論

義 ノ絵 地 ナキモ、輕微 ナル檜殖 二寝 リテハー定

ノ規約 テ要 スル所 ナ リ。Wrightバ コ ノ貼記述

セズ。後 二Meissnerハ 僅 カニコノ貼 二燭 ル所

アリシモ未 グ完全 ナ リトハ言 ヒ難 シ。余 ハ甑 二

今村教授 ノ考察 セラ レタル所 二從 ヒ菌檜殖程度

ラ次 ノ6群 二分 チタ リ。

陰 姓(一)封 照 ト異 ラズ菌 ノ褒育増殖 テ認 メ

ザルモ ノ。

弱陽性(±)菌 ハ梢 ミ爽育檜殖 シ多数聚落ハ

5個 迄 ノ菌 ヨリ成 ルモ ノe

輕 度陽性(十)多 撒 ノ聚落ハ6-10価 ノ菌 ヨ

リ成 ルモ ノ。

申等度陽性(十)多 籔 ノ聚落 ハ 】1-20個 ノ

菌 ヨリ成 ルモ ノ。

強陽性(帯)多 撒 ノ聚落 ハ21--30個 ノ菌 ヨ

リ成 ルモ ノ。

最強陽性(冊)多 撒 ノ聚落 ガ30個 以上 ノ菌

ヨリ成 ルモ ノ。

第三章 堕酸注射呂因ルザアチF一 ゼ」ガ全血液内結核菌増殖 昌及ボス影i響

從來 「アチ トー ゼjノ 種 々ナル方面 二於 ケル實験 的研究 二當 リテ、盟酸 ノ注射 テ行 ヒテ コノ日的

艶
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ラ達 セシ例齢 シ トゼス。余 モ亦 コレニ微 ヒ「アチ

ドーぜ」ラ惹起 セ シムルー方法 トシテ家兎蛇 二

海瞑 二盤酸 ノ注射 テ行 ピタ リ。而 シテ余 ノ使用

セシ盤酸 ハ ソ ノ濃度 十分 ノー規定 ノモ ノニ シ

テ、 コレテ家 兎 ノ耳静脈 内二、海猿 二雀 リテハ

ソノ腹腔 内二、賠重lkg二 就 キ5・Oc・c・ノ罰合 二

注射 セ リ。注射 二際 シ被検動物 ハ可 ナ リ苫悶 ス

ルラ以 テ、注射操作 ハ極 メテコ レヲ緩 徐 二實施

シ、過劇 ナル四肢蓮動 二依 リテ影響 セラル ・血

液性状 ノ慶化 ハ可 及的 コレテ避 クル事 トセ リ。

次 二盤酸注射 二因 リテ惹起 セ ラルベキ「アチ ド

ーぜ」ノ程 度 ハ 時間 ノ経過 ト共 二推 移攣轄 スル

モノナルテ以 テ、 ソノ程度 ノ最高度 二至 ル時間

ヲ測知 セザルベ カラズ。是 レ「アチ ドー ぜjノ 最

高調時 二於 ケル全血液 テ以 テ培養操作 テ行 ハ ン

ガ爲 二外 ナ ラザルガ故 ナ リ.コ ノ目的 ノ下 二監

(第1表)

酸 注射 ヲ受 ケ タル動物 ハ敷 同 二亙 リテー定時 ノ

間隔 テ以 テ探血 セラ レ、 ソノ酸中和能 ラ測 定 セ

ラルベ キナ リ。而 シテ更 二弦 二問題 タルハ斯 ル

頻 同 二及 ブ探血 ソノ事 ガ既 二血液 ノ酸 中和能 ノ

低下即 チ「アチ ドー ゼ」テ招來 セザル ヤテ フ黙 ナ

リ。

以上 ノ理由 二基 キ余 ハ次 ノ豫備實験 テ行 ピタ

リ。

第 一豫備實験(A)

健 常 家兎 二於 テ2・Oc・a宛6同 二亙 リテ探血 スル

時(5分20分 、40分 、60分 、2時 間 ノ間隔 ニテ〉

ソノ血漿 ノ酸中和能 力 ハ如何 ナ ル攣 化 ラ受 クペ

キカ。換言 セバ斯 カル頻 同 ノ探血 二依 リテモ既

二「アチ ドー一ゼjガ 招來 セラル ・事 ナキヤ テ知 ラ

ント欲 シ、次 ノ成績 テ得 々 リ。

第 一 豫 備 實 験(A)

頻同探血二依ル家兎血液 ノ酸中和能測定

健
常
家
兎

混合度合

5φ0

0
■1

1
號
♂

騒劉蝋
OaqO.3aq

0

5
■0

0
■1

2
號
♂

0.3

03

万冨一

0β

0.3

3
號
♂

00.3』δ了

1.0

0.3

了

第1同 探 血

PHl
7.53

6.41

5.40

7.46

〔Hり

"2
.95×10--8

38。9×10-8

398×10-8

3.47×10}8

6.3742.7×10-9

5・28i525×10-8

7.592.57×10-8

6.46

5.37

34.7×1e-8

427×lO'-8

第2同 探 血
(5分 後)

PH〔Hり

第3同 探 血
(20分 後)

PH 〔Hり

7.523.02×10一s7.50

6.42

5。40

38。0×10-8

398×10-s

7.453.55×10-9

6.3643.6×10-s

5.25 562×10-'8

7.602砲51×10-8

6.4436.3×10--s・

5β5 447×10一s

6.39

5.37

7.45

6.32

5.28

7.57

6.41

5.40

3.16×10一s

40.7×10一8

427×10r8

3.55×10-8

47.9×10『8

525×10』8

2.69xIO-8

38.9×10-8

398×10"-8

第4同 探 血
(40分 後)

第5同 探 血
(60分 後)

PH

7.52

6。37

5.35

7.46

:H・〕 PH

。3,02×10-8

42.7×10--8

447×10　 8

3。47×10-9

6。3445.7x10-8

5・%1550×10--8

7.602。51×10-8

7.50

6。39

5.35

7.48

6.34

〔Hり

6.46

5.37

34.7×10『s

427×10儒 　8

3.16×10-8

40.7×10}8

447×10-s

3031×10-8

45.7×10-8

5.23 589×10}s

7,622,40×10『8

6.4138。9×10-8

5.35447×10-8

第
(1晶 馨血 鋤 定B及

PHJH㌦
ビ 温 度

7。50

6.39

5.33

3.16×10-9

40.7×10-8

468×10　 熊8

7.453.55×10-s

6。3247.9×10-s

5.26155・ ×・～蒋 一

2.69×10-s7。57

6.39 40.7×10-8

5.35 447×10一s

25/XI,32

18℃

25/XI,32

18℃

30/XI,32

18℃

註1同 ノ探血量ハ2.0耗 、探血法耳静賑
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右實験成績 二依 リテ明 ラカナル如 ク、家 兎二准

リテハ探血2・ec.Q量 程 度 ニテハ コ ノ探無 テ撒同

二亙 リテ實施 スルモ、酸 中和能 二認 ムベ キ攣化

ヲ起 サ ズ.

(第2表)

第 一一豫備實験 〈B>

健 常海狸 二於 デ2.Oc・a宛3同 二亙 リテ探血 スル

時(30分 、60分 ノ間隔 三 テ)、コ ノ探血 ソノモ ノニ

依 リテ「ブチ ドー ぜ」ノ惹起 セラル ・事 ナキカ。

第 一 豫 備 實 験(B)

頻同探血二俵ル海猿血液ノ酸中和能測定

健
康
海
猿

混合度合 第 洞 探 血 第 急・賭 血i第(3同 探1時間後)血～測定 日及

ビ 温 度

脚 峰 痴
耀}血 漿 PH

I
H・PH 旧'〕

　

PH 〔H'}
柵

1

號
♂

Oc、こ 0。3α α 7.60 3・51× 】0∴7・59 2・57×10一817・ 脇 磐.95xコ0→

22/XI,32

18◇C
0.δ 0.3 6.53

…

29.5×10謡 6.49 32・4×10綿16'49 32.4×10-8

1.0 0.3 5.59 257×10-3 5.58
苧

263×10劇5・54}288x10遡

0 0.3 7.50 3.16×10-87.45 3.55×10一 闇8 7。46}3・47×10一8

22/XI,32

18℃
翻 0.5 0.3 6.49 32.4×10一 刈 6.48 33.1×10-8 6.44i36.3×10一8
♂ 1.0 0.3 5.54 288×10-8 5.52 302×10-8 5.5引

】

275×10一8

3

號
♂

0 0.3 7.59 2.57×10-8
1
7.55 2.82×10　 8 7.ろ7i2。69×10-s

22/XI,32

18℃
0.5 0.3 6.41 38.9×1C-si6。39 」

40.7×10　 8
▼{

…{

6.39 40.7×10榊8

1.0 0.3 5.56 257×10-815.52 302× コ0-8 5.51}309×10-s

註

右實験成績 二依 レバ海狸 二在 リテモ2・OQC宛1

時 間3同 程度 ノ探 血 ナ ラバ、rtE液 ノ酸 中和能 力

ハ認 ムベキ低下 テ示 サ ・"ルラ知 ル。

次 二盤酸 ノ静脈 内注射 二依 リ テ惹起 セ ラル ・

(第3表;

1同 ノ探血量2蛭.探 血ハ心穿刺 二依ル

第

家兎耳静脈内睡酸注射二因ノレ「アチドーぜ」ノ最高調時 ノ測定

「アチ ドー ゼ」ノ程 度 ノ最 モ高度 ナ ル時期 テ知 ラ
.

ン ト欲 シ、第二及 ビ第三豫備實験 テ行 ヒタリ。

第二豫備實験

健常家兎 ノ腱重1.Okg=就 キ5・Oc・aノ 割合 二

二 豫 備 實 験

健
常
家
兎

混合度合 第1同 採 血
顧酸注射前一

1一 一 一一

iIH「

第幽 覆藷血i第 画 騰 ≠

N/loo

盤酸
血漿 PH

ハ 　 -

P司 曲PH
-一 　 一 一 一 響一L

「H鱒」

5
號
舎

0¢ α 0・3cc7・46・3・47×10一 ㌧7・31/4・90×10　 ㌧7・41 3.89×10-8
一

0.5 0.ニ タ 6.39 40.7×10-・i5.89162×10-8
葬

5.97 107×10-`3

1.0 0.3
[

5。49324×10-8 4。761740×10-s 4.85 1410×10'8

6

號
舎

0
嘩
0.3

一1

7.592.57×10-8
i

7。364.37×10-3 7.50 3.16×10}8

0.510β
}

6.36}
噂

43.7×10-』9 5.94江115×10-s 6.03 93.3×10謡

1.010.3t5,42 380×10-8 4.69}2。4。 × 、。-8 4.78 1660×10-9

第4同 探 血1第5同 探 血
注射後40分1注 射後60分

第6同 探 血
注射後2時 間後

PH{ 旧'i PH 〔H'〕 PHl }H「

測定 日及.
ビ 温 度

7。433.72x1σ 　§7。503。16×10-s7.453.55×IO"一 一s

6.1177じ6×10『86。2358.9×10-86.3247.9×10『8
26/XI,32

18℃

4.85 1410×10-85.19 646×10}8 528 525×10→

7.57 2.69×10一s 7.59 2。57×10一$ 7.53 2.95×10-8

26/XI,32

18℃
6.32 47.9×10-8 6.29 51.3×10-8 6.36

塗
43.7×10-8

5.09 813)40-・{5.35 447×10-8i5。32 479×10幽8

註 家 兎 饅 電1kg。 二就 キo「aqノ 割 合 二N110HCIヲ 注 射 ス

1同 探 血 量2.Oaq探 血 ハ 耳 静 脈 ヨ リ行 フ
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10分 ノ1規 定蓋酸 ヲ静脈 内 二注射 シ、第一豫備

實験(A>ノ 探 血時 間 二準 ジテソ ノ1血液 ノ酸中和

能 テ時間的 二測定 セ リ。ソノ測定成績次 ノ如 シ。

而 シテ毎同酸中和能測定 ノ爲 メ探 血量 ハ2.Oc.c.

ナルハ勿論 ナ リ。

右第二豫備實験 成績 二依 レバ、家 兎耳静脈 内二

.第

PH塩 猷左射↓

?、鰹

7

6.

6.

5.t

5、

六號家鬼

血 犠 ノミ

血ff-y◎"'ee　

而 』HCL

ぬ　 やユゆなが ラ

」!SLHcL

iee

4.一 δサ _分4藍 蝦}《}り分?藺

第三豫 備實験

海猿 ノ腹腔 内二N/10盤 酸 テ ソノ禮重1・Okg二

封 シ5.Oc・aノ 劃合 テ以 テ注射 シ、最 モ酸 中和能

力 ノ低下 セル時期 テ知 ラン ト欲 セ リ。而 シテ海

猿ハ家兎 二比 シソノ膿躯 著 シク倭 少 ナ ル テ以

テ、同一海瞑 二就 キ頻 同 二亙 リテ2.0αa宛 探血

シ得 ザ・レノ事情 アリ。{乃 テ1Lム テ得 ズfア チ ド

4

麹酸 テ注射 セル時 ハ ソノ注射 ヲ行 ヒシ直後 ガ最

モ酸中和能力 ノ低下 テ來 シ、時間 ノ経過 ト共 二

低下度 ハ漸次緩和 セ ラル ・モ ノナ リ.コ レ生膿

トシテ當然 ナル防衛作用 ノ現 レナルベ キカ。

爾第二豫備實験 二於 ケル酸 中和能 ノ低下歌態 テ

圖示 ス レバ次 ノ如 シ。

表

塩酸謝 五競家兜
踏 ↓

一"一一v-.ffre.

5.

血饗+e」rcc

齢HCL

血漿+05更`

.rz'.HCL

一ゼJノ 最高調期 テ判 定 スル目的 テ 以 テ次 ノ如

ク(A)(B>ナ ルニ段 二分 チタル實験 テ行 フ事 ト

セ リガ

コノ方法 タルヤ勿論完全 ナ リ トハ言 ヒ難 キモ、

コ レニ依 リテ略kfア チ ドー ぜ」ノ性質拉 ニ ソノ

最高調時期及 ビ程度 テ察知 シ得 ベ シ.

(第5表)第 三 豫 備 實 験(A)

健常海猿腹腔内盤酸注射二因ルヂアチ ドーゼ2ノ最高調時測定成績

海

猿

混 合 比

4

照劉醸
Oaa!O.3aQ

0.50.3

號1
。0

5
0

O.5

0.3

O.3

0.3

第1同 探 血
鞭酸注射前

P・IrH・1

7.52

第2同 探 血
注射後10分

PH
iiH・.i

第3同 探 血
注射後3Q分

6.23

5.25

號

7。55

6.27

1.00。35.33

3.U2×10-s7.50

58.9×IO-・s'

562×10一 庸8

2。82×10-s

53.7×10一 席8

468×10　 朧8

6.06

5。14

7.55

6.11

5.17

P・ICH・)

測定日及
ビ温 度

3.16×10--si7.463.55×10-8

87。1×10『85.851141×10-s

725x・ ・-8i4。881・32・ ×・・-s

l7
、502。82×10-・c3。16×10-一一s

77.6×1(卜s

676×10　 s

5.85

4.97

141×1(〉-8

1070×10-8

27/XI,32

18℃

27/XI,32

18℃

(B)

海 混蝕 第幽鴇 血 第ミ耀 鯉 騒 麟 諾
N1100狸

鞭 酸
血漿PH iH'jPH 〔H㌔PH旧 り

き

0α ◎ 0。3鉱傷7。50 3.16×10一 愚7.45 3.55x10-87.45 3.55×10-£

0.5 0.36。 牙7 53.7>ぐ10-85.89 129×10』85.97 107×10-3

1.0 0。35.33 468x10』84.85 1410×10　 ぎ4.97 1070×10-§

測定日及
ビ 温 度

27/XI,32

18℃
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7

號

0}0・3善 7.57 2.69×10一8 7.48 3.31x10}聯8 7.50 3.16×10}8

27枢1,32

180C

き
0.50.3 6.30 50.1×10一8 5.90 126×10}8 5.92 121×10-8

1。00.3 5β5 477×10綿 4.90 1260×10-8 5.00 1000×10-8

註 海 猿 饅 重1.Okg.二 就 キ5.Oaaノ 割 合 二N110HCIヲ 注 射 ス

1回 ノ探 血 量 ハ2.Oaa探 血 ハ 心穿 刺 二依 ル

第三豫 備實験 成績 二依 レバ盤酸 ノ湖 冥腹腔 内注

射 二因 リテ惹起 セ ラル ・血漿(血 液〉ノ酸 中和能

ノ低下ハ、ソノ注射操作終了後30分 時 二於 テ高

度 ナ リe唯 コ ・二注意 スベ キハ コノ30分 ナ ル

意 味ハ、盤酸注射後le分 後30分 後1時 間後 ノ

探血範 園 二於 テへ30分 後 ガ最 モ酸中和能 ノ低

下著 シトノ意味 ニ シテ嚴格 ナル酸中和能 ノ低 下

ノ極鮎 ヲ意味 スルモ ノニ非 ズ。若 シ斯 カル目的

テ達 センガ爲 ニハ時間的間隔 ノ短 カキ頻多 ナル

探血操作 テ要 スベ ク、而 モ斯 カル事項 ハ余 ノ研

究 目的 ノ圭膿 二非 ラザル ラ以 テ弦 二意義勘 キモ

ノ トシテ省 略 セ リ。

以上第二及 ビ第 三豫備實験 二依 リテ何 レモ高度

又 ハ中等度 ナル 「アチ ドー ゼ」ノ惹起 スル事實 ヲ

知 レリ。而 シテ耳静脈 内盤酸注射 ニ ヨル「アチ ド

Lぜ 」ハ ソノ注射後5分 時 二於 テ最高 二
、腹腔 内

注射 ニ ヨリテハ30分 時後 二於 テ最 高 二達 スル

事 ラ知 リタ リ。

而 モコ レ等 「アチ ドー ゼ」バー過 性 ノモ ノニ シテ

時間 ノ経過 ト共 二 漸次薔態 二復蹄 スル モ ノナ

リ。

第 一 節 健 常 家 兎 蛇 二健 常

海 狽 二於 ケ ノレ實 験

食餌 ノ血液 二及 ボスー時的影 響 ラ顧慮 シ、實験

ハ スベテ早期室腹時 ラ選 ビテ行 ヒ タ リ(以 下各

章 二於 ケル實験 モスベ テ コレニ倣 フ)。

先 ヅザツベル クリンJ皮 内反慮陰姓 ニ シテ淋巴腺

系統 二認 ム ベ キ攣化 ナ キ健常海狼拉 二健 常家

兎 テ 當教室 ノ飼料 二1週 日以上慣 レシメタル

上、 ソノ血液 テ心穿刺 二依 リテ探取 シ、既述 ノ

,,Slidecellculture"法 二從 ヒ結核菌 ノ全血

液 内培養 テ實施 ス。 コノ培 養成績 ハ即 チ結核 菌

増殖 二及 ボス「アチ ドー ゼJノ 影 響 ラ究 ムルニ當

リ封 照 タルベキモ ノナ リ。

次 デコ レ等家 兎拉 二海猿 二封 シ直 チ ニ 「アチ ド

ー ゼJテ 惹起 セ シム。

(1)健 常 家 兎静脈 内盤酸注射前

後 二於 ケル培 養成績

前述 ノ如 ク「アチ ドー ゼ」操作前 二於 ケル全血液

内結核菌 ノ培 養 テ實施 セル後 、直 チニ ソノ耳静

脈 内二盟重1。Okg.二 就 キ5.Oqaノ 割 合 二10分

ノ1規 定盤酸 ヲ徐 々 二注 射 ス。 注射後5分 ニシ

テ再 ビ探 血 シ直 チニ全 血液 内培養 テ行 ピタ リ。

爾第二豫備實験成績 テ通覧 シテ明 ラカナル如 ク

盟酸 ノ静脈 内注射 二因 リ テ惹起 セ ラル ・「アチ

ドー ゼJハ 全 クー過牲 ノモ ノナル テ以 テ、敷 日或

ハ旬 日ラ経過 スレバ ソノ血液性歌 ハ再 ビ常態 二

復 スベ シ。故 二同一家兎 二就 キー定 日 ノ間隔 ヲ

置キテ第一次 及 ビ第二次 ノ2同 二亙 ル同一 ナル

實験 ヲ行 ヒタリ。

ソノ培養 成績 ハ次 ノ如 シ。

(第6表)健 常家兎静脹内盤酸注

射前後二於ケル培養成績'

番 麗
常 冥 性

號 き

培 養 成 績

第一次培養 第二次培養

注射前注射後注射前注射後

培
養
期
間

4 1900 ♂ 一 十 一 十 7日

5『 2150-

1870
-

1940

含一
♂一
♂

± 十 一 十 ,ひ

6『
幽 十 棚 十 ⊥

⊥
⊥
⊥
⊥
,,

7 一 ± / /
8

}

9
-

25
-

41

2070一 ♂一
♂

♂

♂一
含一
含

± 什 ± 什

2010『
1990
-

2340

1800

2030

十 什 十 甘

± 十 ± 十

一 ± 】 一i+一
42 一 十 ± 十 ⊥

渉,44 十
1

十 十i朴

註 使用菌 人型上池株

第二次培養ハ第一i欠培養後7日 経過シテ行

フ動物盟重ハ第一次培養操作時ノモノナリ

鶴
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右培養成績 二依 レバ第一次及 ビ第二次培養成績

共 二、盤酸 ノ耳静脈 内注射 二依 リテ菌 ノ檜殖 ノ

促進 セ ラル ・ラ知 ル。而 シテ4、6、8、9、25號 家

兎ニテハ盤酸注射前後 ノ菌層殖度 ガ第一次及 ピ

第二次共 二反復 セ ラル ・テ見 ル。サ レ ド他 ノ5、

41、42、44號 ニ テハ第一次 及 ピ第二次 ノ塘殖度

二幾分 ノ差異 アルテ認.x}殊 二44號 家 兎 ノ第一

次培養 二於 テ注射前後 ノ檜殖度 ガ等 シク(+)ナ

リ シバ、恐 ラクハ ソノ當時 二於 ケル生磯側 ノ諸

種状態 ガ阻 止作用 二或 種 ノ動 揺 テ與 ヘ シモ ノナ

ランモコ レ等原因 ラ的確 二把 握 シ得 ザル ハ遺憾

ナ リ。

(2)健 常 海狸腹腔 内盟酸注射 前

後 二於 ケル培養成績'

先 ヅ盟酸注射前 二探血 ジ全 血液 内 二於 ケル結核

菌檜殖 ノ程度 ラ知 ル。次 二腹脇 内 二膣重1.Okg.

二就 キ5.Ocnノ 比 ・…10分 ノ1規 定盤酸 テ 注射

シ、第三豫備實験成績 ノ指示 スル所 二從 ヒテ盤

酸注射後30分 時 ニ シテ再 ビ探 血 シ、直 チニ全血

液 内培養 テ實施 ス。斯 クシテ盤酸 注射 前後 二於

ケル全血液 内結核菌 ノ檜殖 テ 封比 シ「アチ ドー

ゼ」ノ影響 テ知 ル事 トセ リ。

(第7表)健 常海猿腹腔内盤酸注

射前後二於ケル培養成績

性

盟
重
(
武
)

番

號

健
常
海
瞑

培 養

第一次培養

培
養
期

績成

養培次二第

蘭 前/撒注嚇 躍 間
8一 340

-

310
-

370一
330

}

410

380

420
-

400
-

370
-

360

♂一
舎一
♂一
♂一
♂一
舎　
舎…
♂}
舎一
♂

一i+一 十 7日
一 一

⊥
⊥
⊥
撃妻

9
-

10一

十i十}十 什

± +{± 十

十11一
一 十

i

r_口 弊

一 十 ± 十{_

『訓 … ± 督 ± 什 ,,

12

13

14
-

15
-

16
-

17

一 什 一 骨 ,,

± 十 十 什 撃,

+1柵 十 柵 ,,

十 十十 十 柵 ,,

註 第二次培養・・第一次培養蹴 後9日 目二行フ

動物麗重ハ第一次培養操作時 ノモノナリ

使用菌ノ・人型上池株

而 シテ海猿 二於 ケル盤酸 ノ腹腔内注射 二 因 ル

「アチ ドー ぜ」モ亦 一過性 ノモ ノナ レバ、激 日或

ハ旬 日ラ縄過 セバ ソノ血液性歌 ハ再 ビ元 ノ健 常

時 二復蹄 シ得 ベ シe故 二同一梅 狸 二就 キ前後2

同 二亙 リテ同檬 ナル實験 テ實施 シタリ。 ソノ實

験培 養成績 ハ次 ノ如 シ。

右培 養成績 二依 レバ盤酸注射後 「アチ ドー ぜ」ラ

起 シタルモ ノニ於 テハ、何 レモ注射前 ヨリ結核

菌 ノ檜 殖 ガ促進 セ ラレ居 ル テ認 ム。而 モ第一次

及 ビ第二次培 養 ニテ盤酸注射前後 ノ菌増殖 ノ状

態 ガ全 ク同一 ナ リシモ ノ ア リ(8、9、10、】1、13、

14、16號i毎 狸)o

叉 幾 分差 異 ア リシモ ノア リ(12、1δ、17號 海猿 〉。

理論 上 ヨリス レバ第一次培養 ニテ示 セル盤酸 注

射 前後 ノ菌檜殖度 ハ第二次培養 二於 テモ同様 ナ

ル成糸責テ反復 スベキモ ノナ ランモ、1毎猿 自骨豊ノ

生活上 ノ内的 ・外 的條 件 ハ 時 々刻々攣化 スル モ

ノナ レバ、第一次培養當時 ノ條 件ハ第二次培養

當時 ノ條件 トー一致 セザル事 モァルベ シ。12、15

17號 海猿 ニ テ 第一・次培 養 ノ成績 ガ第二次培養

ノ成績 ト幾分差異 アル所 アルハ畢尭 上記 ノ如 キ

原因 二基 クニアラズヤ、 ソノ詳 細ハ不 明 ナ リ。

既 二緒 方 ノ業績 二徴 スルモ明 ラカナル如 ク、健

常海狸拉 二健常家兎 ノ全血液 内結核 菌 ノ檜殖度

ハ決 シテー律 ナルモ ノニ非 ラザ ル黙 ハ注意 テ要

ス。緒 方ハ健常海狸 ノ内、結核菌増願 ノ良好 ナ

ル モ ノハ僅 カニ41。5%ナ リ ト報告 シコ レテ動

物 自艘 ノ所謂個性的差異 二蹄 シタリ。 第6表 及

ビ第7表 二掲 ゲ シ培養成績 二就 テ見 ルモ、聰酸

注射 前 二於 テ既 二菌増殖 ノ良 ナル アリ不良 ナル

アリ。 サ レ ド余 ノ研究 ニテハ「アチ ドー ぜJガ ヨ

リヨク結核菌 ノ増殖 テ促進 スル カ、又ハ ヨリヨ

ク阻1Lス ル カニ意義 ノ存 スベキラ以 テ、斯 カル

鮎 ハ比較 的問題 タラザルベ シ。

要之盤酸注射 二因 リテ惹起 セ ラレタル健 常家 兎

蛇 二海猿 ノ「アチ ドー ゼ」二於 テ、 ソノ全血液 内

ニハ結核菌 ノ檜殖 ハ促進 セ ラル ・モ ノナ リ.

第 二 節 結 核 戚 染 家 兎蛇 二結 核

戚 染 海 狸 二於 ケ ノレ實 駿
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結核感染動物 二於 テハ ソノ感染 テ受 ケテー定時

日テ縄過 ス レバ、 ソノ血 中二結核菌檜殖阻 止作

用 ノ畿現 スル事 ハ翫 二多撒先輩 二依 リテ報告 セ

ラル ・所 ナ リ。今若 シ斯 カル動物 二人工的 二盤

酸 テ注射 シfア チ ドー ゼ」ヲ惹起 セ シメ ンカ。 ソ

ノ動物 ノ血液 中飯存 ノ結核菌増殖阻 止作用 ハ、

コ レニ依 リ如何 ナル影響 テ齎 ラサル ・カ。

余 ハ豫 メ結核 感染 ノ前慮 置ヲ行 ヒタル家兎蛇 二

海狸 二就 キ ソノ全 血液 ラ以 テ結核菌 テ培養 シ、

次 デコ レニ験酸注射 テ行 ヒ「アチ ドー ぜ」二陥 ラ

シメ、 ソノ全 血液 ラ以 テ再 ピ結核菌 干培養 シコ

ノ雨者 ノ増 殖度 テ封比研究 セ リ。

(1)結 核 感染家 兎耳静脈 内鞭酸注射

前後 二於 ケル培養成績

健 康家 兎テ豫 メ當教 室 ノ飼料 二1週 日以 上慣 レ

シメ タル上、早朝 察腹時 ヲ揮 ピテ探 血 シ、先 ヅ

健常時 二於 ケル全 血液 内結核菌 ノ培 養 ラ實施

ス.次 二家兎 ノ左大腿皮下 二強毒 ノ、型 上池株結

核菌 ノ1・Omg.テ 接 種 ス。斯 クテ結核感染 ノ上

バー定時 日ノ経過(約1ケ 月〉ノ後 、更 二探 血 シ

全 血液結核菌 ノ培養 テ行 ヒタ リ。即 チコ ノ時期

ハ菌壇殖阻1ヒ作用 ノ瑳現 ス ベ キ 時期 二相當 セ

ンeコ ・二於 テ耳静脈 内二盛酸 テ注射 シ5分 後

「アチ ドー ゼ」ノ高度 二惹起 セラ レタル時 二相 當

シテ、再 ピ探血 シ全 血液 内結核菌 ノ培養 ラ行 ヒ

タ リ。

(第8表)結 核感染家兎耳静脈内甑酸

注射前後二於ケル培養成績

家 薩 重(瓦)

兎 羅常欝

培

第一性健常時

菌接
種前

61{1930i2060 ♂ 十
ミ

62215Q22201♂ 一一

631890、1～)90♂ 一一
　　　　　　 　 ミ　 　 　ぼ

68119002060♂
　 ミへ 　 ミへ しコ　

701207012140iT±

里 饗2狸o置L土_
8221102300i♂i一

養 成 績

第一次培養 次

臥舗撃
十
二

=

十
=
十
三
十
一

培
養
期
間

養
煽
後

義

培
蘭
前

】
・
胃ギ

日汀±ー=

十

±

,,

ひ,

註 使用菌 ハ人型上池株

第二次培養ハ第一次 ノ後7日 ヲ経過 シ實施ス

第一次培養時ハ結核感染後1ケ 月目二相當ス

コノ盤酸注射前後二於 ケル培養成績 ハ次 ノ如

シo

但 シコノ場合 ニモ盤酸 ノ注射量蚊 二同一家兎二

就 キ第一次及 ビ第二次培養 テ行 ヒタル鮎等ハ ス

ベ テ前節健 常家兎 二於 ケル實験 ノ場合 ト同 ジ。

右實験成績 二依 レバ結核感染 二依 リテ全血液 内

結核 菌檜殖 ノ阻 止 セ ラレタルモ、 コレニ監酸 テ

注射 シ「アチ ドー ゼ」テ惹起 セ シムル時 ハ、一部

ノモ ノニ雀 リテハ檜殖 ノー時稽 気促進 セラル ・

所 アルテ知 ル。 「アチ ドー ゼ」黙態 ハ7日 間 テ放

置 スル時 ハ殆 ド完全 二緩解 滑散 スベ ク、 コノ時

期 二更 二第二次 ノ培養 ヲ試 ムルニ、鞭酸注射前

二在 リテハ第一次 ノ場合 ト同檬何 レモ増殖 阻止

作 用 アル テ示 ス。 サ レドコ ノ第二次 二於 テ再 ビ

盤酸 テ注射 スルニ、 コレニ依 リテ増殖 ノ幾分促

進 セ ラル ・モ ノ アリ。第一次及 ビ第二次培養 二

於 テ共 二促進 セ ラレタ リト思 ハル ・£ノノ、61、

63、70号 虎家 兎 ニ シテ62、81、82号 虎家 兎二在 リテ

ハ盤酸 注射 二依 リテ曾 殖 ノ促進 セラ レタル形跡

ナ シ。68號 家兎 ノミハ第一次培養 二於 テ促進セ

ラレタルモ第二次培養 二於 テハ盤酸注射 予依 ル

影響 ナカ リキ。

而 モ61、63、70號 家 兎二於 テハ第一次及 ビ第二

次 培養 ノ盛酸注射前後 二於 ケル増殖促進歌態 ガ

比較的規 則正 シキ所 ラ以 テス レバ、家 兎 ガ結核

感染 二依 リテ獲得 シタル血液 ノ結 核菌増殖阻止

作用 モ、盤酸耳静脈 内注射 二因 ル「アチ ドーゼ」

テ惹起 セ シム レバ或程度低下 セ ラル ・モノ ・如

シ。而 モ コノ阻 止作 用 ノ低下 ハ第一次及 ビ第二

次培養 ラ反復 セル所 二依 レバ、 「アチ ドー ゼjノ

惹起 セラ レ居 ル間 ノ ミ存 スルモ ノ ・如 シ。

要之健常家兎購 脈内騨 注射ノ場合ノ如ク著

明ナ ラザ レドモ、結核感染家兎二於テモ盤酸注

射 二依 リ菌檜殖ハ促進 セラル ・場合アリ。

(2)結 核感染海狸腹腔内盛酸注

射前後 二於 ケル培養成績

「ツベルクリン」皮内反慮陰性ニ シテ淋巴腺系統

二腫脹 ソノ他 ノ異常 テ認 メザル健常海猿テ、當

教室 ノ飼料 ラ以 テ1週 日以上飼育セル後實験二
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供 ス。先 ヅ健常時二於ケル全血液 内結核菌 ノ培

養 テ行 ヒタル後結核二感染 セシム。結核菌ハ強

毒人型上池株ラ澤 ビソノ1/100mg.ラ 大腿皮下

二接種 セリ。

結核菌接種後3週 間乃勇1ケ 月 ノ間二於 テ盤酸

ノ腹腔内注射テ行 ヒ、 ソノ前後 二於 ケル全血液

内結核菌 ノ培養テ行 フ事 トセリ。結核感染海瞑

(第9表)

ニ テハ ソノ全血液 テ以 テ結核 菌 テ培養 スル ニ、・

ソノ増殖 ラ阻ILス ベ キ作 用 ノ存 スルハ多籔先人

ノコ レラ認 メシ所 ナ リ。 コ ノ阻1ヒ作 用ハ盤酸 ノ

腹腔 内注射 二因 ル「アチ ドー ゼ」二依 リテ、如何

ナル影響 テ齎 ラサル ・カバ次 ノ培養成績表 二依

リテ明示 セラル.

結核感染海旗腹腔内盤酸注射前後二於ケル培養成績

培
養
期
間

m±
一

"

ー
『卍

ー十
一

"し…

{±
一

99ーー一

ー

…

一

99　

±

±

÷ト…

ー
"一

績成養培

網
剛
反繍

醐器
養培次二第

後射注

什

ー前射注

一

一

一

一

養培次
一
第

隈嚇
割
額
翻

±

!

十

±
一

±
……

ー

㌧

ー

一

一

一

一

一

時常健

前種接菌
一

軒

十
一

±…±

±
一十十

十
一

…
薯…

…

ー

十粁

次
時一養第培

什
一

斗一

十

什

1

ー

…

ー

ー
}

時常健ーーー……………

……性

ー一

一

一

一

一

一一一↓ー…達
と甲ー♂謝30

♂蹴

舎獅

♂

ー

ー
ーー

」き
ー

蜘

♂脚

舎脚
ーー

海 ー

ー

次
時一養第培

♂脚詞
0冒}

謝

ー

ー1

時康…健狸

蜘21

謝の。細

蜘24

蜘25

鋤㌘
鞠

♂脚29

註 第二次培養ハ第一次培養後7日 ヲ経過 シテ實施ス

培養二使用セルハ人型上池株

右培養成績 テ見 ルニ海猿 ガ未 ダ結核 二感染 セザ

ル内ハ「ツベノジク リン」皮 内反慮 ハ勿論陰性 ニシ

テ、 ソノ時 ノ全tn液 内結核 菌培養 ノ成績 ハ21、

25、30號 海 猿 テ除 キテ菌 檜殖概 ネ良好 ナ リ。健

常時 二於 テ結核 菌 ノ壇殖 ガ全 ク阻 止セラル ・場

合 アルハ、既 二緒方 二依 リテモ力説 セラレタル

所 ナ リ。

健常海狸 ガ結核 ノ感 染 テ受 ケテ3週 間 テ経過 シ

第一次培養 テ實施 スルニ、何 レモ ソノ全血液 内

二結核菌 ノ壇 殖ハ阻止 セ ラル。而 モ コノ時期 二

於 ケル「ッベル ク リン」皮 内反 臆ハ例外 ナク陽性

ナリ.次 デ腹腔内 二盟酸 ノ既定量 ヲ注射 シ、30

分 後 二探血 シ再 ピ全血液 内結核菌 ノ培養 テ試 ヒ

ルニ、増殖 ハ25、30號 海猿 デ除 キテ輕度 ナガ ラ

促進 セラル ・テ見 ル。

右 第一次盤酸注射前後 ノ培養 テ行 ヒタル上 ハ、

コレ等海狸 ラ暫 ク放置飼育 シ7日 ノ後再 ビ第二

次培養 テ行 ヒタリ。1同 ノ盤酸注射 二因 ル9一ア

チ ドー ぜ」ハ コ ノ場合 ニテモ恒綾 性 ノモノニ非

ザル〈ごキテ以 テ、第二次培養時 二於 テハ「アチ ド

ー ゼ」ハ全 ク緩解 セ リ
。斯 カル歌態 ノ下 二第 二次

培 養テ行 ヒタルニ、注射前 二於 テハ菌檜殖 阻 止

セ ラレ、盤酸注射後 二於 テハ第一次培養時 ト略

同一 二 輕度 ナガ ラ促進 セ ラ ル ・モ ノ多 キテ知

ルvl唯 コ ノ場合 二於 テモ25、30號 オ毎狸 ハ盤 酸注

射 二因 リ菌檜殖 ノ促進 セ ラル ・所 ナ カ リキ。

29號 海瞑 ニ テ 監酸注射後 ノ菌増殖度 ガ第一次

及 ピ第二次培養 二於 テ差 異 テ生 ぜ シバ、結核感

染海猿 ソノ時々 ノ生 活黙態蛇 二嚴格 ナル意 味 ヨ

リスル菌液 ノ不同等 ノ條件 モ アラバ、 コ レテ認

容 セザルベカ ラズ。

要之 第一次及 ビ第二次培 養成績 二依 レバ海猿 ガ

結核罹 患 二依 リテ獲 得 シタル全宜皿液 内結核 菌増

殖阻 比作用 ハ、盤酸 ノ腹腔内注射 二因ルー時的

「アチ ドー ゼ」二於 テ
、輕微 乍 ラモー時低下 セ ラ

ル ・モ ノナ リ.而 モ コノ「アチ ドー ゼ」歌態 ノ緩

解 セ ラル ・事 二依 リ、再 ビ菌檜殖阻IL作 用 テ登

現 スル事實 ヨ リ見 テ、コノ阻Il-;作用 物質 ト「アチ
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ドー ゼJノ 本態 タル血液豫備 「アルカ リJ物 質 ト

第三章

ノ間 ニノ、、何 ラカノ關連 ノ存 スルニ非 ラザルヵ
。

實 験 成 績 小 括

(1)家 兎 耳静賑 内二10分 ノ1規 定盛酸 ヲ ソ ノ

燈重1kg.二 就 キ5αaノ 比 二注射 スル時 ハ、 ソ

ノ直後(5分 時〉二於 テ高度 ノ「アチ ドー ぜ」テ惹

1起スe海 猿腹腔 内二同量 ノ盤酸 テ注射 スル ニ、

30分 後 二於 テ高度 ノ「アチ ドー ぜJデ 惹起 ス。

(2♪ 健常家兎耳静脈 内 二、及 ビ健常海猿腹腔 内

二、前記 量 ノ盤酸 テ注射 シソノ前後 二於 ケル全

血液 内結核菌 ノ培養 テ行 フニ、盤酸 注射後 「アチ

ドー ゼ」テ惹起 シタルモ ノニ在 リテ結核菌 ノ檜

殖バー般 二旺盛 ナ リ。

(3)結 核 感染家 兎 ノ耳静脈 内 二、或 ハ結核感染

海猿 ノ腹腔 内二、盤酸 ラ注射 シソノ前後 二於 ケ

ル全血液 内結核菌 ノ培養 テ行 フニ、盤酸注射後

「アチ ドー ゼ」ラ惹起 シタルモ ノニ在 リテ結核菌

ノ檜殖 ガ促進 セ ラル ・場合 アリ。

・(4>「 ア チ ドー ぜ」二依 ル檜殖促進 作用 ハ
、 ソノ

♂ アチ ドー ゼ」ノ存 スル間 バ 現 ハ レ「アチ ドー

匂 清散 ス レバ菖態 二復 スルモ ノ ・如 シ。

第四章 薦糖過剰投與a因 ル「アチ ドーゼ」ガ全血液 内結核

菌塘殖 昌及 ボス影響

骨系統 ノ病理學的研究 ラ中心 トシテ、蕪糖過 剰

囁取 二因 ル所謂食餌性 「アチ ドー ゼ」二關 シ テ

ハ、既 二當大學片 瀬教授拉 ニ ソノ門下生等 二依

リテ幾多業績 ノ登 表 セ ラ レシ所 ナ リ。

余 モ亦簾糖過 刺囁 取 二因 ル「アチ ドー ゼ」ガ存 在

スルモ ノ トセバ、 コレガ結核 菌 ノ檜 殖 二如何 ナ

ル影響 ヲ有 スベキカニ就 キ研究 セ リ。而 シテ全

血液 内培 養 テ實施 スル ニ先立 チ藤糖過剰擁取 二

因 リ惹起 セ ラルペ キ「アチ ドー ぜ」ノ存否、拉 二

「アチ ドー一ゼ」ガ惹起 セ ラルモ ノトセバ ソノ程度

如何 テ知 ラン ト欲 シ次 ノ如 キ豫備實験 ラ行 ヒタ

リ。

第10表 ハ家 兎 テ毎 日雪花菓 二簾糖 テ禮 重1ff

二付 キ5瓦 ノ割合 二混 ジタルモ ノラ以 テ飼養 セ

シ時、何 日目ヨ リ持緬的 ノ「アチ ドー ゼ」ガ起 ル

モ ノカテ示 ス。コ レニ依 レバ家兎 ラ持緬的 ノ「ア

チ ドー ぜ」二陥 ラシムルニハ 甚少クモ5日 間 テ要

スベ シ。而 モ薫糖 ノ添加食 二依 ル「アチ ドーゼJ

(第10表)第 四 豫 備 實 験

蕨糖添加食飼養二因ル家兎血液 ノ酸中和能測定

家

兎

混合度合ヒ 簾糖添加食開始前 薦糖添加食開始後
1日 目

簾糖添加食開始後
3日 目

耀i嫌 PHl曲
門 一'-

P司 蜘 PHi〔Hり

16

號

舎

17
號
舎

・讐隠i警1÷麗 諜 ≡1
1.05.450.3

7.46

21
號

♂

下
0.5

1。0

0

0。5

π

6.37

0。3

0。3

0.3

0.3

万
冨

355x10-s5。45

7.453.55×10-87.46

6。33

5.36

7。38

6。44

5.43

46.8×10一86.35

437×10-『s5.38

4.17×10-87.36

36.3×10-s6.47

372×10『95。48

3.47xユ0-s7。483。31x10富8

42。7×10-s6.3940.7×10-8

測定日及ビ温度

355×10-8

3.47×10-8

44.7x10-』8

417x10学8

4.37x10胤8'

33。9×10-8

331×10-8

3011193817。C 1/皿17◎C

5.37 427×10-8

7.403.98×10-8

6.;;050.1×10一 齢8

5.32 479×10-8

7,403。98x10-8

6。4436.3x10-8

5。44363×10襯8

3/n18◎C
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薦糖 加食開始後
5日 目

PH
'H`)

簾糖添加食開始後
7日 目

7.45

6.18

5.12"

7.41

6.15

5.16

7.41

6.53

5。42

PH H

3・55×10""8巳 ・51

66.1×10--s6.14

759×10-85.03

3.89×10-8

70。8×10　 s

692×10　 8

3.89×10　 8

29。5×10--s

302×10-$

7.38

6.02

5.08

7.41

6.4gmh

5.45

3●()9×10-・-8

72.5× 】O-8

933×10一8

4.17×10--8

95.5×10-8

832×10-"8

3.S9×10--s

33.1×10-8

355x10-8

6/1118℃ 7/皿17℃

簾糖添加食開始後
10日 目

PH 〔H'〕

7.41

6.11

4.99

7.40

5.97

5.07

7.36

6。44

5.47

3.89×IO』s

77.6×10}s

1030×10-$

3.98×10"-s

107×10r§

製851×10一 貯8

4。37×10一s

36.3×10　 冊8

339×10翻 　8

10/11180C

註 簾糖ハ家兎鵬重

1」駈ニッキ5五

瓦ノ割合二雪花

楽二混 ジテコレ

ラ投與ス

何 レモ早朝空腹

時探血二依ルモ

ノナリ、第21號

家兎ハ蕨糖添加

食 ヲ與ヘザル封

照

PH

8(}

藩糖飼養禰始

↓

第 11

Pil

89

當噂 」メレ 亀 哨◆ 薗 噂 ◆ 鞘 噂 咽レ ー 一 一

7◎

5.{》

7.

表

鞘魯轍●b
噸.

轍 瘤 口●酔 一一

欄●階囎 鰭 働
噛.

4._13
。灘5Hi掩 召

註 二 二1犠魏

ハ中等度叉 ハ輕度 ニ シテ高度 ナルモ ノ非 ラザル

ガ如 シ。 誉

コ・二所 定 ノ簾糖量 テ囁取 セ シムル上二、注意

スベキハ熊糖 テ始 メ ヨリ大量 ノ雪花菜 二混 ぜザ

ル事 ナ リ。所定藤糖 量 テ完全 二囁取 セシムルニ

ハ少量 ノ雪花菓 トコレテ混 ジテ先 ヅ投與 シ、絵

剰 ラ生 ぜ シメザル檬 努 ムベ キナ リ。

以上 ノ第四豫備實験 二依 リテ余 ハ蕉糖 ノ過 剰囁

取 二因ル「アチ ドーゼ」ノ性質及 ピ程度 テ知 リ得

タルテ以 テ、斯 ル性質 ノ「アチ ドー ぜ」ガ結核菌

ノ全血液 内培養 二如何 ナル影響 ヲ及 ボスカラ知

ラン ト欲 シ次 ノ實験 テ行 ヒタ リ。

先 ヅ禮重1500瓦 内外 ノ比較 的幼弱 ナ ル家兎 テ

邊 ピ、蕉糖擾 取前一律 ニ コ レノ全 血液 内結核菌

ノ培養 テ行 フ。次 デ ソノー部 ハ封 照群 トシテ蕉

糖 テ投與 セズ.他 群 ハ艦動 冠 二封 シ5瓦 ノ割

6.{

ξ

0

{

ヌ)P

.5

騨

● 噸 ■● ■

鰍

▲
●

●

● ●

剛

■ ■

■

噂

鑑 塗

コ9

■

馨a

●

聾
詔

●

蒲 商

註 封照21號 家兎

合 二蕉糖 ラ雪花菓二混和 シ タル飼料 ラ以テ飼

養 ス。而 シテ5日 テ経過セル後再 ビ全血液内結

核菌 ノ培養 ヲ試 ミタリ、 ソノ培養成績ハ次 ノ如

シ。

(第12表)

健
常
家
兎

1

性

培 養 成 績 培
養
期

}

盟

重

gr 購罐
簾 糖
添加食
開始後 間
12日 目

Z2i1730 ♂一

£
⑥
舎

+/什 什
17則

薦
き

Z3・1650 一 督 卦 鱒
糖
過
剰
投
與
群

刀11690 ± 十 赫 ,,

Z8 1790 ± 朴 什 ⊥
⊥
⊥
,,

zg 1820 -

∠鋭。

♂}
♂

一 十 十

Z10 1510 一 什 什

Z11 1800 ± 柵 暑

Z12 1770 十 什 柵 ⊥
Z13 1630 ♂ 一 十 督 属,・
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Z23 1880 ♂ 醐 軒 替 ↓
,,

一一

Z24
}

20

1710 舎一
含一
♂

一 什 柵

1860 ± 1十 一 ± 一 封
照
群
}1

211790 一{一 一

2211580 下} +i+1+

右培養成績テ見ルニ封照群 タル蕉糖 テ投與セザ

ル家兎ニテハ恒コー定不攣 ノ壇殖テ示セルモ、

簾糖 ノ投與群ニテハ藤糖添加食開始後7日 目及

12日 目二於テ菌屠殖 ノ促進 セラル ・テ知ル。更

二詳 細 二7日 目12日 目 ノ壇 殖 度 テ 観 察 ス ル ニ、

コ ノ雨 者 二 於 ケ ル檜 殖 度 ノ同 一 ナ ル モ ノ ア リ。

(Z.2、Z.3、Z.8、Z.9、Z.10、Z.23號 家 兎)又7

日 目 二 於 ケ ル ヨ リ モ12日 目 二 於 ケ ル 培 養 ノ方

ガ増 殖 度 ノ旺 盛 トナ レル モ ノ ア リ(Z.4、Z.12、

Z.13、Z.24號 家 兎 〉。コ レ ニ反 シ7日 目 ヨ リ12

日 目 二 於 ケ ル 方 ガ 檜 殖 度 ノ反 ツ テ低 下 セ シ1例

ア リ(Z.11號 家 兎)。

第四章 實験成績小括

(1)健 常 家兎 ノ罷 重1冠 二就 キ5瓦 ノ割 合 二蕪

糖 ラ連 日囁取 セ シムル時 ハ7日 以後 二於 テ中等

度 ノ「アチ ドーゼ 」テ惹起 ス。

(2)コ ノ「アチ ドー ゼ」ヲ惹起 シタル時期 二全血

液 テ以 テ結核菌 テ培養 スル ニソノ檜殖 バー般二

促進 セラル。

い

第五章 堕化安門 ワ注射拉 昌服用昌因ル「アチ ドーゼ」ガ全

血液内結核菌増殖呂及ボス影響

一般 二「カルシウム」或 ハ「マ グネ シウム」等 ノ中

姓臨 例 ヘバ盤酸盤又 ハ燐酸鞭 ハ コ レテ経 口的

二投與 スル時 、生盟 内二於 テ酸 「イオンjテ 遊離

シ「アチ ドー ゼjテ 招來 ス。 コ レ是等 「アル カ リJ

土 類 ガ腸管 テ通過 シ難 キ事由 二依 ルぎサ レド「ア

チ ドー ぜ」テ惹起 セ シムル黙 二於 テ数 果 ノ最 モ

的確 ナルハ盤化安門 ナルベ シ。 コ ノ 「アチ ドー

ゼ」ノ登生機序 ハ ソ 戸 アムモニ ア」ノ大部 分 ガ

尿素 二攣 化 シ酸 「イオ ン」テ遊離 セ シムル鮎 二存

スo

余 ハ斯 カル盤化安門 二依 ル「アチ ドー ゼ」ノ結 核

菌壇殖 二及 ボ ス影響 テ知 ラン ト欲 シ下記實験 テ

行 ヒタ リ。而 シテ盤化安門 ノ用法 二依 リ起 ルベ

キ「アチ ドー ゼ」ノ質及 ビ量 ニモ差異 アルベ ク便

宜 上次 ノ如 ク分類 シテ研究 セ リ。

第 一 節 藍 化 安 門腹 腔 内注

射 二依 ノレ實 験

「トリパ ノゾー マ」ノ研究 二於テ既二(7nw .Linton

ハ 「アチ ドー ゼJノ 惹起方法 トシテ盤化安門 ノ腹

腔 内注射 ヲ行 ヒタ リ。余 モ亦 コ レニ微 ヒテ家 兎

腹腔 内 二2%ノ 盤化安門フ短容液 テ禮 重1・Okg.

二就 キ2・5c・aノ 割合 二4同 二亙 リテ注射 セ リ。

斗同 ノ注射 ハ各20分 ノ間隔 テ以 テ之 テ實施 スざ

次 二斯 カル 方法 二依 リテ惹起 セ ラル ・「アチ ド

ー ゼJハ 最終注射(第4同 目注射)後 何分時 二於

テ最 高度 ナル カ及 ビソ ノ程度如何 ラ測知 セザル

ベ カ ラズ。 ソノ測 定成績 ハ次 ノ如 シ。

第五豫備實験 ノ成績 二依 レバ家兎腹腔 内二盤化

安門最終注射 テ行 ヒテ ヨリ40分 乃至1時 間二

於 テ「アチ ドー ゼ」ハ最高調 ニ シテ、 ソノ程度ハ

蕉糖搬取 ノ場合 ヨリモ遙 カニ高度 ナ リ。

封 照 タルA7及 ビ』A9家 兎 ノ實験 ハ、腹腔 内二

軍 ナル生理的 食盤 水 ヲ4同 二亙 リテ各同艘重1

1if二就 キ2.5耗 ノ割合 ニ テ注射 セ ル モ ノニ シ

テ、 コレニ依 リ腹腔 内注射操作 ソノ事 二因 リテ

惹起 セ ラル ・血液 ノ酸 申和能 ノ攣化 テ示 セルモ

ノナ リ。但 シコ ノ際 巌密 ナル意味 二於 テハ幾分

カコ ノ測 定成績 ノ示 ス如 ク酸 中和能 ノ低下 ヲ見

ルモ、之 レガ操作 ソノモ ノニ依 ル生禮 ノ反慮ナ

ル カ、或 ハ食盤水中 ノ食盤 ノ影響 ナルカバ確然

タラズ。殊 二食盤戯 ハ盤化 「カル シウム」ノ注

射 二於 テモ血液 ノ豫 備 「アルカ リ」ハ極 ク僅 カニ
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(第13表)第 五 豫 備 實 験

家兎腹腔内顧化安門注射二因ル「アチ ドーゼ」ノ最高調時ノ測定

操

作

家 混合度合ヒ
第1同 探 血 第2同 探 血 第3同 探 血
注 射 前 注射後10分 注射後20分 「 一 一一

兎耀 醸
一 一 一 一 一 一

PH「 〔璃P司 「臣P司 片

霧lll;欝
門 注 一 ㎜00 .3腹 射A

腔0.50.3
81

。00。3

00.3A

生 水0.50.3

鵬 二 一τδo・3

講A。9,&1
91

。00.3

7。483.31×10-87.50艦3。1(も ×10}37.4ろ3.55×10㎝ お

6.3742.7×10-s6。1472.5×10-86.1570。8×10-s

5.2ろ 562×10-一 一s4.8β1480×10-s4。811550×10-g

7.552.82×10-87潮552.82×10一$7。523.02×10幽 　s

6.2753。7×10-86。0883,2×10一s6,0687.1×10-'

5.19 646x10-84.682090×10-s4。642290×10-s

7。532.95×10-s7.572。69×10--s7.552.82×10--s

6.3643.7×10-s6。3247。9×10}86.2951。3×10-s

5.33 468×10-85。25 562×10-s5.19 646×10-s

7.453。55×10-817.413.89x10-s7.433。72×10-s

6.4138。9×10-86.3643。6x10-s6.ご 甦45.7×10-s

5.37 427×10嚇s5。28 525×10-s5。25 562× ユ0-s
1

第4回 探 血
注射後40分

第5同 探 血
注射後1時 間

第6同 探 血
注射後2時 間 測定日及

ビ温 度
PK 〔Hり PH〔Hり PH レ ヨ∵1
7.40 3.98×10-8 7。41i3.89×10-8… 7・45i3・55×10〔8

7/X∬1932

コ9。C
5.97 107×10}8 6。06i87.1×10-・ 6.16 69.2×10-s

4.54 2880×10-8 4.67{2140×10-8 4.76 1740×10-8

7.53 2。95x10}8 7。572。69×10　 -8 7.53 2.95×10一8

8/XH1932

19℃
5.92

岬

1羽 ×10-・s 6。03・93.3×10一8 6.11 77。6×10-s

4.50 3160×10-s 4。5013160×10-8 4.30 1590×10-s
し

7.53 2.95×10一8 7.532.95×1σ 　8
…

7.55 2.82×10　 s

7/XHl932

19℃
629 51.3×10綿 6.34i45.7×10-8 6β2 47.9×10一s

5.21 617×10}8 5.25…562×10}8 5.25 562×10一s

7.41 3.89×10-8 7・45i3・55× ・・-8 7.46 3.47×10-s

8/X皿1932
19℃

6.37 42.7×10　 8 6.39140.7×10{$ 6・3釧40・7x10-8

523 589×10-8 5.26}550×10-8 5.32{479×10-・i

註 盤化安門ハ2%水 溶液ヲ1同1・5αa(盤 重1妊 ニッキ)宛4同 二注射ス、注射・・20分 間隔ニ
テ實施シ最終注射終了後10分 、20分 、40分 、1時 間、2時 間ノ各経過二於ヶル酸中和能 ヲ測

定セリ、射照 トシテ腹腔内注射二依ル酸中和能 ノ低下度 ヲ合セテ測定セ リ。

(第14表)第 五豫備實験 盤化安門腹腔内
注射家兎ノ酸中和能圖示

PH↓ 畷 終遙嚇鍛
ZJr騨輪 ◆

7.G

=《
、 ・

8,0

}
鴨

需

2董04轍1
0

5

4
・

註

一A6號 家 兎

一…一一一・一一A8號 家 兎

減少 ス ト言 フ設 ア レバ、 コ ノ黙 ハ困難 ナル問題

ナルベ シ。余 ノ測定成績 ハ サ レ ドコ レラ盤化 安

門 ノ注射 ノ揚合 ト封 比 スル ニ、 ソノ酸 中和能低

下度 ハ殆 ン ド悶題 タ ラズ。{乃 テ注射操作 二依 ル

「アチ ドー ゼ」存否 ノ事項 ハ コレラ無親 スルモ大

ナル誤 ナキ所 ナ リ ト思惟 ス。

要之盤化安門 ノ腹腔 内最終注射後40分 乃至1

時 間迄 二於 テ「アチ ドー ゼJハ 最高度 二到達 スル

ラ以 テ、余 ハ健常蛇 二結核感染家兎 二就 キコノ

時期 二於 ケル全血液 内結核菌培養 ラ實施 シ、以
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テ「アチ ドー ゼ」ガ菌増殖 二及 ボス所 テ窺 知 スル

事 トセ リ。

ソノ培養成績 ハ次 ノ如 シ。

(第15表)健 常家兎二於ケル實験

性

}… ㎝ … 一

♂

培 養 成 績1 培
養
期
間

健
常
家
兎

一… … 一皿

A7

i膿

輿
藝

コ__
2370

注 射
操作前

盤化安
門最終
注射後
40分

十 什 7日

A92060 公 一 赫 ,,

A102210 舎 ± 柵 ,,

A11 2030 ♂ 一 十 ,,

A12 2450 舎 十 柵 ,,

A13 2350 ♂ 一 帯 ,,

A14 1980 ♂ 一 什 り,

A15 2230 舎 ± 什 ,,

A16 2200 ♂ 十 什 ,,

A17 2340 舎 一 督
1
i・ ・

5 2400 ♂ ± +1,,

註5號 家兎ハ盤化安門 ヲ注射セザル封照

(第16表)結 核感染家兎=於 ケル實験

培
養
期
間

田
"

"

"
±

"

ー
1

!

ー

…

ー

±
"一

"

99ー
ー…

"
十

99ー}
1

績成養培

安
終
後化最射
分盤門注釦
±

±

十

±

十

射
前作注操

脚

一

,

一

一

一

一

一

一

一

性

{

孟

艦
重
(
瓦)

舎

♂

舎

舎

♂

舎

舎
A6

♂

♂

脚9召

蜘2

蜘1

脚1

鋤のん

伽2

㎜2

紛21

㎜0β

鋤0漏

結
核
感染

家
兎
91

92

93

95

96

97

98

99

㎜
2ー

註2號 家兎ハ盤牝安門 ヲ注射セザ,レ封照

健常家兎盤化 安門注射 前 二於 ケル檜殖度、或 ル

モ ノハ全 ク増殖 セザ ルア リ、或 ルモ ノハ檜殖 ス

ル ア レ ド、其 ノ各個 二就 テ見ル トキハ盤化安門

注射 二依 リ テ何 レモ増殖 ノ促進 セ ラル ・テ知

ル。結核感染家 兎ハ豫 メ人型 上池株菌1寝 リグ

ラム」ラ1ケ 月 前大腿皮 下二接種 シ置 キタルモ

ノナ リ。 盤化 安門注射前 二於 テハ何 レモ ソノ全

血液 内 二於 テ結核 菌 ノ檜殖 ノ阻 止 セラル ・テ知

ル。 盤化 安門注射後 二於 テハ、健常家 兎 ノ實験

ノ場 合 ノ如 ク高度 且 ツ著 明 ニハ菌檜殖 ハ促進 セ

ラ レザ ルモ、幾分輕度 ナ ガラ促進 セ ラレシ傾向

ア リ。但 シ97號 家兎 ノミハ 盤化安門注射 二依

ル影響 ハ認 メラ レザ リキ。

第 二 節 盤 化 安 門 内 服 二依 ノレ實 験

水銀利尿剣(例 ヘ バ「ノブアズロkル ー1或ハ「ザ リ

ール ガ ン」等)テ 注射 シ、 且 ツ ソノ数果 テヨリ的

確 ナ ラシムル目的 テ以 テ、屡 支盤化安門 ノ内服

二依 ルー時的 「アチ ドー ぜ」ノ要求 セラル ・事 ア

ルハ臨躰 上吾 人 ノ知 ル所 ナ リ。余 モ コレニ微 ヒ

テ海猿 二封 シ監化 安門 ラ経 口的 二連 日投與 シ、

一定時後 「アチ ドーぜ」ノ惹起 セ ラル ・テ挨 ツァ

全 血液 内結核菌 ノ培 養 テ試 ミタ リ。

而 シテ盟化安門 ノ投與量 ハ毎 日海猿髄重1残 二

就 キO。4瓦 ノ割 合 トナス。盤化安門 ハ藤糖 ト異

リソノ味刺戟性 ナルヲ以 テ、 コ レヲ雪花菜 二混

ジテ投與 スルモ海狸 ハ コ レテ囁取 セズ。栃 テ10

%水 溶 液 トナ シ、毎 日1同 「カテー テルJテ 以 テ

強制的 二注飲 セ シムル事 トセ リ。

余 ハ先 ヅ盤化安門 ノ斯 ル連 日投與 二依 リ惹起

セ ラル ・陣 チ ドー ゼ」ノ性質、拉 ニ ソノ程度 ラ

知 ランガ爲 二、豫 メ下記第七豫備實験 テ行 ピタ

リ。

右第六豫備實瞼 ノ測 定成績 ラ通覧 スルニ、盤化

安門 テ連 日服 用 ゼシメタル41、42、43號 海狽 ハ、

ソレ自穏豊漸次憔梓 スル ト共 二 日テ追 ヒテソノ血

液 ノ酸 中和能 ノ低 下 シ行 クラ知 ル。殊 二服用7

同 以上 二及 ピテハ、惹起 セラル ・「アチ ドーゼ」

ハ著 シク高度 ナ リ。 同一條件 ノ下 二蒸鰹水 テ服

用 セ シメタル封 照46、47號 海 狸 二於 テハ、酸 中

和能 ノ低 下ハ認 メラ レズ。即 チ「カテーテルJテ

以 テ服 用 セ シムル操作 ソレ自艦 二依 リテハ認ム

ベ キ酸中和能 ノ攣動 テ來 サ ・"ルガ如 シ。

栃 テ余 ハ盟化 安門連績7日 以上服 用 セ シメ、高

度 ノ「アチ ドー ぜ」チ惹起 セシメタル健常海猿 二

就 キ、全 血液 内結核菌 ノ培 養 テ 行 ヒ「アチ ドー
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(第17表)第 六 豫 備 實 験`

連 日盤化安門溶液注飲二因ル海狸血液ノ酸中和能測定

健
常海

猿

混合ノ度合ヒ 第1同 探 血
注 飲 開 始 前

以
後
毎
日
盤
化安

門
ヲ
注飲

ス

第2同 探 血
1同 注飲ノ翌朝

N11oo

盤 酸
血 漿 PH 〔H.〕 PH 「Hり

41

OCI《≧ 0.3cc, 7.53 2。95×10一8 7.50 3.16×10-8

0.5 0.3 6.45 35.5x10一8 6.40 39.8×10備8

1.0 0.3 5.36 437×10"8 525 562×10輪8

42

0 0.3 7.60 2.75×10一8 7.51 3.09×10-8

0.5 0.3 6.40 39.8×10一8 6.40 39.8×10一8

1.0 0β 5.27 537×10-・8 5.20 631×10-8

43

0 0.3 7.57 2.69×10一8 7.60 2.75×10一8

0.5 0β 6.49 32.4×10一8 6.42 38.0×108

】.0 0.3 5.41 389×10-8 5.34 457×10-8

46

0 0.3 7.51 3.09×10繍 齢8
以ヲ
後注
毎飲
日ス
蒸
鍛
水

7.53 2.95×10-8

0.5 0.3 6.35 44。7×10}8 6.33 46.8×10-8

.1.0 0.3 5.20 631x10-8 5.17 676×10-8

47

0 0.3 7.45 3.55×10-8 7.45 3.55×10』8・

0.5 0.3 6.26 55。Ox10-8 6.31 49。0×10-8

LO 0.3 5.17 676×10-8 5.15 708×10-8

測定日及ビ温度 21!X193221co 22/X21℃

第3同 探 血
3同 注飲 ノ翌朝

第4同 探 血
5同 注飲ノ翌朝

第5同 探 血
7同 注飲 ノ翌朝

第6同 探 血
10同 注飲ノ翌朝

PH 〔Hり PK 〔Hり PH 〔H●〕 P司 曲
7.46 3.47×10一8 7.43 3.72×10一8 7.46 3.47×10遍 7.39 4。07×10-8

6.38 41。7×10一8 621 61、7×10--8 6.12 75.9×10-8 6.07 85.1×10一8

5.1S 661×10-8 5.01 977×10【8 4.80 1580× 】0一§ 4.75 1780×10一8

7.45 3。55×10齢8 7.45 3.55×10-8 7.43 3.72×10一8 7.45 3.55×10-8

6.25 56.2×10-8 6.16 69。2xlO-8 6.07 85.1×10一s 5.98 115×10-8

5.06 871x10-8 5.03 933×10一8 4.94 1150×10-3 4.80 1580×10一8

7.51 3.09×10一8 7.46 3.47×10-8 7.48 3.31×10一8 7.43 3.72×10-8

6.37 42.7x10-8 6.28 52。5×10一8 6.14 72.5x10-8 6.00 100×10-8

5.18一 661×10}8 4.80 1580×10-8 4.68 2090×10-8 4.56 2750×10』8

7.50 3.16×10』8 7.57 2.69×10髄8 7.57 2.69×10一8 7.55 2.82×10}8

6.33 46.8×10-8 6.38 41.7× ユ(》-8 6.37 42。7×10-8 6.37 42.7×10-8

5.20 631×10-8 5.22 603×10-8 5.18 661×10-8 5.24 575×10-8

7.43 3.72×10-8 7.46 3.47×10-8 7.46 3.47×10-8 7.43 3.72×10}8

6.30 50.1×10一8 6.31 49.0×10-8 6.28 52.5×10-8 6.31 49.0×10一8

5.17 676×10-8 5.18 661×10一 黛 5.15 708×10-8 虚・15 708×10一8

24/×210C 26/X2ぴc 281×200C

一

31/×20℃

ゼ」ノ影響 ヲi窺知 スル事 トセ リ。

ソノ培養成績 ハ次 ノ如 シ。

右培養成績 ヲ見 ルニ盤化安 門服用 テ開始 セザル

健常時 二乳 リテ各海狸 ハ ソノ増殖度必 ラズ シモ

一定 ナ ラザル モ
、藍化安 門連 日服用 ノ経過 二俘

ヒテ個別的 二檜殖度 テ観察 ス レバ、漸次旺盛 ト

ナ レル事 實 テ認 ムベ シ。 同時 二盟重 モ減少 シ行

クテ知 ル。55、57、60號 海 狸 ハ盤化 安門 テ14同
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二亙 リテ連 日服用 スル ニ先立 チ、死 亡 セル テ以 テ最終 ノ全血液 内培養 ヲ爲 シ得 ザ リキ。

(第18表)連 日盤化安門服用健常海狸二於ケル全血液内培養成績

海

狸

性

培 養 成 績(當 時 ノ禮 重)

1 噸 化 安 門 連 日服 用 後

1培 一

喬i
間 、

健 常 時

/(糎) 嘱 服服 樋)・ ・剛侵用後(糎)絢 胴 後(髄)

ろ1 舎 +(330) 什(300) 什(290) 帯(270) 7日

魎

化

安

門

服

用

群

52 含 +(290) 甘(280) 柵(280) 柵(260) ,,

ろ3 舎 一(280) +(280) 十(270) 督(260) ,,

54 舎 ±(310) 十(300) 什(300) 朴(2go) ,,

55 ♂ +(300) 甘(280) 柵(270) 死(11同 服用ニテ) ●,

56 ♂ 一(370) 軒(360) 什(350)

一

甘(330) 獅蓼

57 ♂
一(320) +(290) +(290) 死(12同 服用ニテ) η

58 ♂ +(260) ++(260) ++(%0) 柵(240) ,璽

59 舎 ±(290) +(270) 什(260) ・惜(240)
撃辱

60 含 ±(280) 替(270) 什(270) 死(11同 服 用 ニ テ) ,,

壬4 ♂ 十(380) +(380) +(390) +(390).

45 舎 ±(310) ±(310) ±(310) ±(320) ,,

鱒 樹

i照
群48 ♂ 一(340) 一r350) 一(350) 一(350) ,「

註i封 照群ハ鞭化安門 ヲ服用セズ

第五章 實験成績小括

(1)家 兎 腹腔 内 二20分 間隔 テ 以 テ4同2%盤

化 安門水溶液 テ禮重1Ef二 就 キ2。5妬 宛注射 ス

ル時 ハ、最終注射後40分 ニシテ高度 ノ「アチ ド

ー ぜ」テ惹起 ス。海狸 二連 日盤化安門 ナ膿重1Ef

ニ ッ キO・4瓦 ノ割合 ニテ水溶液 トナ シテ服用 セ

シムル時ハ、7同 服用以後 二於 テ恒緬的 二高度

ノ「アチ ドー ゼ」テ示 ス。

(2)健 常 家兎拉 二結核感染家 兎 ノ腹腔 内二4同

盟化安 門水溶液 ラ注射 シ「アチ ドー ぜ」テ惹起 セ

シメタル血液 テ以 テ結核菌 ノ培 養 テ行 フニ ソノ

増殖 バー般 二促進 セラル。但 シ結核感染家兎 ノ

場合 ニテハ促進 セ ラル ト難 モ、 ソノ程度 ハ健常

家兎 ノ場 合 二比 シ微弱 ナ リ。

(3)連 日健常海狸 二盤化安門 テ服 用 セ シメ、経

過 日藪 テ追 ヒテ全血液 内結核菌培 養 テ實施 スル

ニ、漸次結核菌 ノ増殖 ハ旺盛 トナル。而 モコノ

漸進的増殖度 ハ惹起 セラル ・rア チ ドー ゼ」ノ高

低 ノ程度 ト或程度迄李行的關係 二在 ルガ如 シ。

第六章 乳酸 ワ静脈内注射 呂因 ル「アチ ドーゼ」ガ全血液内

結核菌壇殖 呂及 ボス影響

既 二第 四章 二記述 セル所 ラ以 テスルモ明 カナル

如 久 蕉糖 ノ過 剰囁 取 二依'テ 生艦 ハ「アチ ドー

ゼ」二傾 クモ ノナルモ然 ラバ ソノ 「アチ ドーゼ」

7登 生機轄 ハ如何。 コ レ糖 ノ申間分解産物 タル

乳酸 ニ ソ ノ原因 ノー テ蹄 セザルベ カラザ ルベ

シ◇

抑h糖 ガ生艦内二於 テ分解テ蒙ル際ニハソノ分

解途 上二Glycerinaldehyd,Methylglyoxal等

テ生 ジ、 コノモ ノハ酸素 ノ充分 ナル供給拉 二酸

化酵 素 ノ完全 ナル作 用 ノ下 二焦性葡萄酸Aeet-

aldehyd,酷 酸 ラ経 テ、二酸化炭 素及 ピ水 二迄分

解 スルモ ノナ リ。然 ルニ コソ酸素 ニシテ ソノ供

給不 充分 ナルカ、或 ハ酸化酵素 ニ シテソノ作用

不完全 ナラ ンカ、Methylglyoxa12}.Glyoxalase
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ノ作 用 テ受 ケ、孚L酸二慶化 スルモ ノナ リ。故 二

簾糖過剰囁 取 二依 ル過糖月犬態 ハ酸素拉 二酸化酵

素 ノ比較的映 乏歌態 テ招來 λベ ク、延 イテ乳酸

ノ過剰産生 ヲ誘 導 スルニ非 ラザ ルカ。之 レ簾糖

過剰囁取 二依 ル「アチ ドー一ゼjノ 原 因 ノ圭 ナルー

面ナルベキハ恐 ラクハ誤 ナカルベ シ。

又生罷 ハ過劇 ナル筋 肉蓮動 ノ直後 一時的 二rア

チ ドーぜJラ 起 スモ ノ ト信 ぜ ラル。コ ノ原困 モ亦

異常 ナル乳酸 ノ過剰産生 二蹄 スベ キモ ノト思惟

セラル。蓋 シ筋 肉 ノ勢作 ハ ソノ牧縮時 二多量 ノ

MethylglybxaD登 生 シ、生罷i側 ノ酸化作用之

二追随 シ得ザ ルガ爲 ニー時多量 ノ乳酸 ノ登生 ラ

來スモノナルベ シ。

斯 ク観察 シ來 ル トキ吾人 ノ構 シテ以 テ 「アチ ド

ー ゼjト ナスモ ノ ・内 二
、ソノ原因 テ乳酸 二蹄 ス

ベ キモ ノ撒例 ア リ
。弦 二於 テ余ハ乳 酸 テ實験的

二静賑内 二注射 シ、以 テ「アチ ドーゼ」テ惹起 セ

シメ、 コ レガ全血液 内結核菌檜 殖 二及 ボ ス影響

ヲ究 明 スル事 トセ リ。而 シテ前述 ノ如 ク生艦 内

二登 生 スベキ乳 酸 ハ所謂1型 乳酸 ナル ラ以 テ、

余 ノ使用 セルモ ノハスベ テコ ノ1型 ノモ ノナ

リ。

1型 乳酸 ノ静脈 内注射 二依 リテ惹起 セラル ・

「アチ ド・・一・eLぜjノ性封犬拉 二程度 テ測知 セ ン ガ 爲

二、余 ハ健常虹 二結核感染海狸 二就 キ次 ノ第七

豫備實験 テ行 ヒタ リ。而 シテ乳 酸 テ注射 スベキ

静脈 ハ海狸 ノ大腿後面皮下 テ走 ル ラ選 ピタ リ。

毛色及毛並 ノ歌態 二依 リ外部 ヨ リ該静脈 ノ判明

シ難 キモ ノハー部皮虜 ラ切開 シ、静脈 テ露 出セ

シメコレニ注射 テそ予ピタ リ。注射・ノ孚L酸量 ハ2

%ノ モ ノテ海獲罷 重1砥 二 付 キ1耗 ノ割 合 ト

シ、叉結核感 染海猿 ハ1ケ 月前 二人型結核菌 百

分 ノ1涯 テ 大腿皮 下 二接種 シ置 キ タルモ ノナ

リ¢

(第 ユ9表)第 七 豫 備 實 験

海狼静脈内乳酸注射二依ルヂアチ ドーゼ」ノ最高調時ノ測定

健
常
海

混合度合ヒ

49

50

欝o{螺
lO .3ac.Oca

O.5

1.0

0

0.5

1.0

0.3

0.3

0.3

0.3

0。3

第1同 探 血
乳酸注射前

PHl〔H・1

第2同 探 血
注射後10分 t

PHl(H・)

7。45

6β8

5。27

7.50

6.38

5。38

3・55×10→17・31

× ・o-81
一

×10-8{
}

×10-s
一

×10-s
一

×10-8

6.15

4。84

7.40

6.18

5.03

4。90×10}8

70。8×10-8

1450×10-8

3.98×10一8

66.1×10『8

933×10』8

第3回 探 血
ミ主身寸そ麦30分

PHICH・)

7.36

6.21

4.99

7.43

6.23

5.13

4。37×10-8

61.7×10　 -s

1025×10-8

3.72×10}s

58.9×10-8

741×10-8

測定日及
ビ 温 度

10/VI1933

25℃

10/VI

25℃

第]同 探 血
乳酸注射前

第2同 探 血
注射後30分

第3同 探 血
注射後60分

健
常
海
狸
N/loo
}盤酸 血漿 PH}IH戸 … P登 〔H●〕

`

PH 〔Hり

測定日及
ビ 温 度

44

0α¢ 0.3αc 7.40 3.98x10-8 7.38 4.17×10-8 7.38 4.17×10{s

10/VI

25℃
0.5 0.3 6β5 44.7×10{s 6.25 56。2×10-8

一
6.30 50.1×10-s

1.0 0.3 5.35 447×10-8 5.03 933×10-8 5.20 631×10　 §

0 0.3 7.36 4β7×10-8 7.35 4.47×10『8 7.36 4.37×10-8

10/VI
25℃

0.5 0.3 6.30 50.1×1C一$ 6.16 69.2×10-8 6.23 58。9×10一s

LO 0.3 5。23, 599×1(　 s 4.99 1025×10}8 、5.15

騨賢

708×10一8

上記第七豫備實験 ノ成績 二依 レバ静脈内乳酸注

射二因リ惹起 セラル ・血液 ノ酸中和能低下 ノ最

モ高度ナルハ、換言 セバ血液 「アチドーゼJノ最

高調ナルハ、注射操作後10分 ノ時期 ナリ。時間

ノ経過 ト共 二酸中和能 ノ低 下度 ハ漸次健 常時 二

向 ヒテ恢復 スルモ ノナ リ.

第三章及 ピコノ章下 二於 ケル實験 ノ如 ク酸 テ直

接静i月辰内二書主射 スル トキハ、 ソノi主身寸セラ レタ
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ル時期 二於 テ血 液 ノ酸 中和能 ハ 最 モ低 下甚 シ

ク、漸次時間 ノ経過 ト共 二健 常 ノ駄態 二復蹄 ス

ベ キハ蓋 シ生盟 側 ノ生理 的防禦機轄 ノ黙 ヨリ見

ルモ當然 ノ事 タルベ ク、 コレ想像 スル ニ難 カ ラ

ザ ル黙 ナ リ トス。故 二乳酸注射後10分 ヨリモ5

分 、5分 ヨリモ3分 時 ノ方 、血液 ノ酸 申和能 ノ

低下甚 シカルベ キナルモ斯 ル細密 ナル時 間的攣

化 ハ、弦 ニサボ ドノ重要 ナル意義 テ有 セズ、且

ツ實験 モ行 ハザ リシ爲 コ レテ論及 シ得 ズ。要 ハ

乳酸 ノ海猿 静脈 内注射 二依 リ テ惹起 セラル ・

「アチ ドーぜ」二當 リ
、注射後10分 二探血 ス ル

ガ、30分 後1時 間後 二探 血 スル ヨ リモ便宜 タル

事 テ示 セル ノミ。

余 ハ斯 ル意味 ヨリ乳 酸注射後 スベ テ10分 ラ経

過 シテ心穿 刺 二依 リテ1縷嗅血液 ラ探取 シ、 コ ノ

全 血液 ラ以 テ結核菌 ノ培養 ラ試 ミ、以 テ菌檜殖

二及 ボス「アチ ドーゼ」ノ影 響 テ究 明 スル事 トセ

リ。

第 一節 健常 海狽 二於 ケノレ實験

「ツベルクリン」皮内反磨陰性 ニシテ、外部 ヨリ

燭知 シ得ベキ淋巴腺 ノ腫脹 ナキ海猿 テ選 ビ、1

週間以上當教室 ノ飼料二慣 レシメタル後實験 二

供 ス。

而 シテ既述 ノ如 ク2%ノ 左旋性乳酸ラ艦重1冠

二就 キ1琵 ノ割合二大腿 ノ静賑内二注射 ス。注

射後10分 時ニシテ心穿刺二依 リテ探血 シ、コノ

血液 テ以テ結核菌 ノ培養 テ實施 シ、注射前同ジ

ク結核菌 テ培養セルモノトソノ成績 ラ封比 シ、

以 テソノ檜殖度テ窺知スル事 トセ リ。

本實験二於テモ同一・ナル條件 ノ下二、第一次及

ピ第二次培養テ實施 セルニ第三章盤酸注射二於

ケル場合 ト同一ナリ。

ソノ培養成績ハ次 ノ如 シ。

右培養成績 ニテ明ラカナル如 ク第一次及 ピ第二

次培養共 二乳酸注射前 二於ケル菌増殖度ハ必 ラ

ズ シモー定 ナルモノニ非 ラズ。即 チ74號 海狼 ノ

如 ク健常時二於 テ全 ク増殖 セザルモノアリ。サ

レド海狸各個二就キ乳酸注射前後 ノ檜殖度 ラ比

較 スル時へ 注射後二於テハー般二前 ノモ ノヨ

(第20表)健 常海瞑静脹内乳酸注射前

後二於ケル培養成績

健
常
海
瞑

盟

冥
藝
性

培 養 成 績
培養

期
間

第一次培養 第二次培養

翫謙轍注劇 翻 後
71 320

-

370
}

320
-

380
-

380
-

410
-

390}
3δ0

-

340
-

350
-

3go
-

400
-

450
-

490

♂『
♂一
♂一
含一
舎一
♂一
♂一
♂一
否一
♂一
含一
舎一
♂

}隔需鳳需_一幽_■__1

♂

十 ⇔ / / 7日

72 ± 骨 ± 縁 ,,

73 ± 帯 ± 什 ⊥
⊥
,,

74 一 十 嗣 十

75 十 軸 十 帯
76 ± 十 ± 朴 ,警

77 十 什 / / ,,

78一 ± 赫 哺 甘 ム
⊥
⊥
,,

79 ± 十 ± 十

80 十 什 十 特一
85 十 榊 ± 赫

86 十 督 十 什

B1　
B2

十 十 十 十

鱒

芋園± ± ± ±

註7ヱ 號、77號 海狽ノ第二次培養 ヲ行ハ

ザリシバ死亡セル爲ナリ

リモ檜殖 ノ促進 セラル ・ヲ認 ムベ シ。

更 二考慮 スベキハ第七豫備實験成績 ニテ察知 シ

得 ラル ・ガ如 ク、乳 酸 ノ静脈 内注射 二依 リテ惹

起 セラル ・血液 ノ酸中和能 ノ低 下、即 チ「アチ ド

ー ゼJハ 恒緬性 ラ 有 セズ全 クー過性 ノモノナレ

バ、海狸 テ シテ撒 日或 ハ旬 日=普通 ノ駄態 ニテ放

置飼養 シ置 ク時ハ再 ビ元 ノ健盟 二恢復 スル黙 ナ

リ。{乃テ コノ乳 酸 ノ揚 合 二於 テモ余 ハ第一次及

ピ第二次 ノ同檬 ナル培養 テ行 ヒ、 ソノ間隔 テ2

週 間 トナ シタ リ。而 シテコノ2回 ノ培養成績 ヲ

乳 酸注射前後 二相 當 シテ封比 スルニ、第一次培

養 ノ際 注射 セル乳酸 ノ影響 ハ第二次培養 ノ際ニ

ハ清散 セルモ ノ ・如 シ。郎 チ乳酸注射前 ノ培養

成績 テ第一次及 ピ第二次 實験 二就 テ見 ルニ78、

85號 海猿 ラ除 キテ他 ハ スベテ同一 ナ リ。乳酸注

射後 ノ培養成績 テ覗 フニ コレ亦73、75、76、85號

海 狸 テ除 キテ ソノ成績 ハ第一次及 ピ第二次實験

共 二同 ジ。

等 シキ手技 ノ下 二等 シキ乳酸量 ヲ注射 シタル第

一次 及 ピ第二次培養 ニテ而 モ ソノ成績 二幾分 ノ
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差等 テ生 ズルハ、一ハ培養 實験 日テ異 ニスル事

二由來 スル海猿 生膣側 ノ生 活條件 ノ不 同、一 ハ

嚴格 ナル意味 ヨリスル使 用菌乳剤側 ノ諸種條件

ノ不同 二蹄 スベキ所 アランモ、 コノ黙 ラ黙殺 シ

概括的二親察 スルニ第二次培養 ノ際 ニハ既 二第

一次 ニテ注射 シタル孚し酸 ノ影響 ハ コレテ無兎見シ

テ支障ナキモ ノ ・如 シ。即チ乳酸注射 二因 ル「ア

チドー ゼ」歌態 ノ存 在 スル期間 二於 テ菌檜殖 ハ

促進 セラ レ、一定時 日 ノ後 「アチ ドー ぜJノ 退散

セル上ハ促進 セ ラレタル増殖 度モ薔態 二復 スル

モノ・如 シ。但 シ78、85號 海狽 ニテハ コノ藷態

復蹄 ノ貼 二於 テ幾分 ノ差等 テ生 ジタルナ リ。

第 二 節 結 核 戚 染 海 狽 二於

ケ ノン實 瞼

「ツベルクリン」皮内反慮陰性ニシテ、鯛診上淋

巴腺等 ノ異常 アルテ認 メザル健常海猿 ラ揮 ピ、

結核二罹患セシムル前二全血液内結核菌培養ラ

實施 シ、結核菌 ノ増殖度ラ確 メ然ル後人型上池

株百分 ノ1彪 テ大腿皮下二接種 セリ。約1ケ 月

ラ経過 シ「ツベルクリン」皮内反慮 ヲ検 スル ト共

二、乳酸 ノ静賑内注射前後二於ケル全血液内結

核菌 ノ培養ヲ行 フ事 トセリ。

而 シテ注射スベキ乳酸量拉二注射方法等ハスベ

テ前節健常海狸 二於ケル場合 ト同ジ。而モ本實

験 二於テモ第一次及 ビ第二次培養 ヲ行 ヒタル

ハ、乳酸注射二因ル「アチ ドー一ぜJト結核菌増殖

トノ關係ヲヨリ明確 ナラシメンガ爲ナ リ。

ソノ培養成績 ハ次 ノ如 シ、

(第21表)結 核感染海狸静脈内乳酸注射前後二於ケル全血液内結核菌培養成績

海

狸

性

艦 重 ぜ欝 饗 徳 培 養 成 績 培
養期

間
葎薩愈
翻 穫旦

菌接

種
前

菌

蓮萱

菌接

種
前

第 一 次 實 験 第 二 次 實 験
菌接種後30日 菌接種後37日

乳 酸 乳 酸
注射前 注射後

乳 酸 乳 酸
注射前 注射後

91i♂ 350 430 一1→+ 十 一 十 一 十 7日

92♂ 360 470 一i什 ± 一 十 一 十 ,,

93♂ 340 410 一
,十H 十 ± 卦 一 什 ,,

95
…

♂ 380 400 一1赫 什 一 什 一 十 ,,

96 ♂ 400 450 一 什 一 一 十 繭 十 ,参

97 舎 370 420 一 柵 十 ± 十 ± 十 ,,

98 ♂ 370 430 一 柵 甘 ± 十十 ± 什 ,,

99 ♂ 340 420 一 十 十 一 替 一 十 ,,

100 ♂ 310 390 一 甘 ± 一 ± ± 十 ,,

101 ♂ 370 460 一 甘 ± 醐 ± 一 十 ,P

102 舎 360 430 一 督 一 一 十 一 十 ,,

104 舎 360 450 一 帯 十 一 粁 一 卦 ,,

105 舎 390 410 一 什 朴 一 十 一 朴 ■9

結核菌接種後30日 二於 テfツ ベル ク リン」皮 内

反癒 ハ概 ネ陽性 テ呈 シ、 コノ時期 二於 テ同時 二

第一次培養實験 ラ實施 セル ニ乳酸静脈 内注射前

ノ全血液 内ニハ、第93、 第97、 第98號 海 猿 テ除

キ何 レモ結核 菌 ノ檜殖 ラ見ズ.而 シテ コレ等結

核菌 ノ檜殖 ラ乳 酸注射後10分 時 ノ全血液 内培

養 ノ成績 二比 スル時後者 二於 テハ何 レモー般 二

増殖 ハ促進 セラル ・テ知ル。

乳酸静賑 内注射 二依 ル「アチ ドーゼ」ハ全 クー一過

性 ノモ ノナル テ以 テ、1週 日ノ間隔 ラ置 キテ コ

ノ「アチ ドーゼJノ 潰失 セルテ倹 チテ再 ビ第二次

實験 ヲ實施 ス.而 モ ソノ成績 ハ第一次 實駒 二於

ケル ト略 ≧近似 セル結果 ラ示 ス.

第 一次及 ビ第二次實験 二於 テ同一動物個 々 ノ夫

々同一・條件 下 ノ培養成績 テ詳細 二観察 スル トキ

ノ、ソノ間 二幾分 ノ檜殖度 ノ差等 アル モ ノアルハ
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前 節健常海獲 二於 ケル實験 ニモ之 テ認 メ タリ。

コハ實験 日テ異 ニ スル諸種條件 ノ差異 ニモ ソノ

原 因 ノー テ蹄 スベキニ シテ、概括 的 エ コレテ論

ズ レバ コノ黙 ハ重大 ナル意味 テ有 スルモ ノニ非

ラザルベ シ。

要之結核感染 二依 リテ海猿 ガ獲得 シタル血液 ノ

結核菌檜殖阻止作用 ハ、乳酸 ノ静脈 内注射 二依

リテ多少 トモ低下 セ ラル。而 シテ乳 酸注射 二依

リテ全血液 内結核 菌 ノ増殖 ガ促進 セ ラル ・ハ、

全 クー時的 ニ シテ1週 日テ経過 シ再t'全 血液内

培養 ヲ實施 スル時 ハ叉之 ノ阻 止作 用テ呈 ス。更

二第二次 ノ孚し酸注身寸ヲそテババ前同檬」曾殖 ノ促進

セ ラル ・ラ知 ル。而 モ斯 カル檜殖促進拉 二阻止

作 用 ラ乳酸油射 二因ル 「アチ ドー ゼ」ト封比 スル

時 ハ コノ雨者 ガ全 ク李行的 關係 二在 ルラ想ハ シ

ムo

第穴章 賓験成績小括

(1)健 常海狸 ノ静脈 内』2%乳 酸ヲ禮重1冠 二

就キ1琵 ノ劇合二注射 スル時ハ、 ソノ直後(10

分時〉二於 テ中等度 ノ「アチ ドーゼ」テ惹起 ス。

(2>健 常海狸拉 二結核感染海狽 ノ静脈内二前記

量 ノ乳酸テ注射 シソノ前後 二於 ケル全血液内結

核菌 ノ檜殖 テ検 スル ニ、乳 酸注射 二因ル「アチ ド

ー ゼ」ヲ起 シタルモ ノニテハー般 ニ ソノ壇殖旺

盛 トナル。但 シ結核感 染海猿 ニテハ ソノ壇殖 ノ

促進程度 ハ健常海猿 ノ場 合 二比 ス レバ微弱 ナル

モ ノ ・如 シ。

第七章 饅餓 「アチ ドーゼ」ガ全血液 内結核菌壇殖 呂及ボス影響

生禮 ガ所謂磯餓 ノ歌 態 二陥 リ、延 イテ榮養不 足

ノ状態 テ來 ス揚 合ハ、種 々ナル疾病 二罹患 シ易

ク、結核 ト榮養不良 トハ殊 ユ密接 ナル關係 テ有

セルモノアルハ、臨林上屡 ≧吾入 ノ経験 スル所

ニ シテ之 二關 スル研究業纏 妙 シトセズ。緒方 ハ

コ ノ黙 二着 目 シ磯餓 卜全血液 内結核菌増殖 トノ

關係 テ實験 的 二研究 シ、健 常海狸蛇 二結核感染

海狸 テ通 ジ何 レモコ レ等 テ磯餓 二陥 ラ シムル時

ハ菌壇殖 ハ促進 セラル ・事實 テ知 リタリ。 サ レ

ド氏ハ磯餓 二依 ル「アチ ドー ゼ」二關 シ記載 スル

所 ナカ リキ。

既 二第一章 二於 テ略 述 セル如 ク、磯餓 テ強行 ス

ル事 二因 リテ容易 二fア チ ドーぜ」ノ惹起 セ ラル

ル へ 一般 ノコレテ認 ムル所 ニ シテ、コノ「アチ

ドー ゼ」ハ生燈 内二 「ケ トー ン」鵠 ノ登 生 スルニ

基 クモ ノナルハ周知 ノ事項 二屡 ス。余 ハ磯餓

「アチ ドー ゼ」二於 ケル全 血液 内結核 菌 ノ檜殖 テ

究 ムルニ先立 チ、斯 ル「アチ ドー ゼjノ 性歌拉 二

程度 ヲ知 ラ ント欲 シ次 ノ第八豫備實験 テ行 ピタ

リ。

試験 獣 ハ先 ヅ健常拉 二結核感染家 兎 テ澤 ビ、早

朝室腹時 ノ血液 ノ酸 中和能 テ測定 シタ リ。次 イ

デ コ レ等家 兎 テ磯餓 二陥 ラ シメ経過 日数 テ追 ヒ

テ適時探血 シ、 ソノ酸中和能 ノ歌態 テ測定観察

セリ。

ソノ測定成績 ハ次 ノ如 シ。

右測定成績 二依 レバ健 常家兎41、42、43號 テ鱗

餓 二陥 ラシメ、経過 テ追 ヒテ探血 シソノ酸 申和

能 テ検 スルニ、逐 日「アチ ドー ぜ」ノ漸次高度 二

進 展 スルテ見 ル。即 チ3日 目二既 二輕度 ノ「アチ

ドー ぜ」テ惹起 セル親 アリ、7日 目ニテハ中等度

10日 乃 至14日 二至 レバ「アチ ドー ぜ」ハ高度ナ

リ。同檬 ナル實験 テ結核感染 海狸 二就 テ見 ルニ、

磯餓 二因 リテ惹起 セ ラル ・「アチ ドー ゼJノ 状態

ハ前者 ト全 ク同一 ナ リ。但 シコノ場合 「アチ ドー

ゼ」ノ程度 ハ幾分強度 ナルガ如 シ。而 シテ結核感

染家兎 ハ ソノ大腿皮下 二人型上池株 ノ1/5mg

テ豫 メ1ケ 月前 二接種 シ置 キ タルモ ノナ リ。

51、52號 健 常家兎 ハ磯餓 ラ強行 セザ ル封照=シ

テ、測定成績 ニテ諒知 セ ラル ・如 ク 「アチ ドー

ゼ」ハ惹起 セラ レザ ルナ リ。

要之家 兎二磯餓 テ 強行 スル時 ハ10日 テ経過 ス
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ルニ可成高度 ノ 「アチ ドーゼ」ラ起スモノニシ

テ、結核感染家兎二於テハソノ程度モー層劇 シ

キモノ・如 シ。

第 一節 健 常家 兎 二於 ケル實験

家兎ラ當教室 ノ飼料二1週 日以上慣 レシメタル

上、全血液内結核菌培養ラ行 ヒテ實験前健常時

二於ケル結核菌 ノ全血液内檜殖程度 ヲ確 メ、然

ル後磯餓二陥 ラシム、而シテソノ磯餓強行途中

二於 テ数度 ノ全 血液内培養ラ實施 シ、結核菌 ノ

全血液 内増殖歌態 ト「アチ ドーぜ」トノ關係 ヲ窺

フ事 トセリ。爾結核菌浮游液 ノ不良 ヨリ來ル菌

増殖 ノ障碍 ラ防ギ、併 セテ「アチ ドーゼ」二封 ス

ル非「アチ ドーぜ」ノ駄態 珪 撫 センガ爲二、同

時二鱗餓 テ強行 セザル家兎群撒匹二就キテモ全

血液内結核菌 ノ培養 テ行 ヘ リ。

ソノ培養成績ハ次 ノ如 シ。

(第23表)磯 餓強行二因ル健常家兎

ノ全血液内結核菌培養成績

健常

家
兎

性
培 養 成 績 培

養
期
間

生
存
日
数鱒前囎酵讐醗縮

44 ♂
一

(2130)
十

(1990)

十

(1920)

什

(1740)
7日 17日

一
20日

}

19日

一

23日

』

19日

}

20日

一

一

一

磯
餓
強
行
健
康
家
兎
群

45

-

46

舎
一

舎

十

(1915)

昔

(1810)

卦

(1750)

柵

(1590)
7日
一

7日

一

7日

『

7日

一

7日

一

7日
一

7日
一

7日

±

(1990)

十

(1860)

督

(1780)

榊

(1570)

47 ♂
±

(2230)

十

(2090)

十 什

(2010)1(1820)

至
49

含
一

舎

一

(2070)
±

(1920)

}十
i十 十(

1820)(1640)

±

(1870)

十

(1760)

十

(1690)

甘

(1500)

53 歪
±

(1925)

±

(1930)

±

(1930)

±

(1940)

一

封

照

群

54 舎
一

(2100)

一

(2100)
±

(2120)

一

(2120)

55 含
一

(2050)

一

(2050)

一

(2060)

一

(2090)

註()内 ノ藪字ハ盟重(瓦)ヲ 示ス

の

前記培 養成績 ラ見 ルニ、磯 餓 ノ開始 前即 チ健常

時 葺於 テ結 核菌 ノ檜殖度 ハ必 ラズ シモー檬 ナル

モ ノニ非 ズ.家 兎44、48、5朱5δ 號 二在 リテハ菌

ノ増殖 セルヲ認 メズ。46、47、49、53號 二在 リテ

ハ(±)45二 裡 リテハ(+)ノ 檜 殖度 テ 示 セ リ。

コ レ等健常 時 二於 テ爾且 ツ菌檜殖度 二差等 アル

ハ、畢 寛動物 自膿 ノ個性 二蹄 スベキモ ノナルベ

ク、 コノ黒概 二緒方 二依 リテ切言 セラ レタル所

ナ リ トス。

而 シテコ レ等健常家 兎 二磯餓 ヲ強行 スルニ、3

日7日14日 ト日歎 ラ 重 ヌルニ從 ヒテ概括的 二

菌 ノ檜殖度 モ高 マル モノ ・如 シ。46、48號 家 兎

二於 テ特 ニコノ傾 向ハ定型的 ナ リ。他 ノ44、45、

47、49號 家 兎 二在 リテノ、磯餓第3日 及 ビ7日 目

ノ培養成 績ハ何 レモ同様 ナル檜殖度 テ示 シ、更

二鰻餓 第14日 目二至 リテ檜殖度 ノ躍進 スルe

見 ル。

コ レニ反 シ53、54、55號 封 照家 兎ハ恒 二同一一ナ

ル檜殖度 ラ呈 セ リ。唯54號 家 兎二於 テ鰻餓第7

日目培養 二相當 スル封照培 養 ガ常規 テ逸 セル成

績 ヲ示 ス。 コノ原 因 ハ コノ時期 二於 テ何 力生禮

ニー時的 ノ異常歌 態 ガ偶 襲 セ シモノカソノ原因

ハ不詳 ナ リ。

更 二余 ハ結核感染家 兎 二就 キ同檬 ナル實験 ラ實

施 セ リ.次 節 二述 プル所 郎 チづ レナ リ。

第 二 節 結 核 戚 染 家 兎 二於

ケ ノン實 験

健常家 兎ハ豫 メ當教室 ノ飼料 二1週 日以上慣 レ

シメタル上先 ヅ健常時 二於 ケル全血液内結核菌

ノ培養 ラ實施 セ リ。次 二家 兎 ノ左大腿部皮下二

強毒人型 上池株 テ1/5mg.接 種 ス。斯 クテ結核

二感染 セシメタル上 バー定時 日 ノ経過 スルヲ倹

チテ再 ビ結核菌 ノ全血液 内培養 テ行 ピタ リ。 コ

ハ菌接種後大約1ク 月 ニ シテコ ノ時期 ハ血液 ノ

結核菌 増殖阻止作用 ノ登 現 スベ キ時期 二相當 ス

ベ シ。 コ ・二於 テ磯餓 テ強行 ス。

而 シテ磯餓 日撒 ラ追 ヒテ撒 同 二亙 リテ全血液内

結核菌 ノ培 養 ラ實施 シ併 セテ豫備實験 ノ示 ス所

ノ「アチ ドー ゼ」撒態 ラ参 照 シ、菌 ノ檜殖度 ヲ窺

フ事 トセ リ。 「アチ ドー ゼ」ノ影 響 ト菌浮游液 ノ

良否 トラ決 定 セ ンガ爲二、 コ ・二於 テモ磯餓ヲ

強行 セザル結核感染 家 兎テ封 照 二選 ピタ リ。 ソ

ノ培養成績次 ノ如 シ。

前記培養成績 テ親察 スルニ結核感染前 ノ全血液
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(第24表)磯 餓強行結核感染家兎ノ
全血液内結核菌培養成績

生
存
日
撒

培
養
期
間

績成養培
恥ケq後染感核結
第
目
餓
日騰

第
目
餓
日陣

第
目
餓
日
謄前餓機

核
前染
結
感
性
染
家
兎

吉
亥
藍

33

一 繍

34

35

♂
一

♂
}艦

♂

±

(1960)

一

(2100)
十

(2010)

十

(1930)

甘

(1740)
7日 12日

11日

14日

16日

12日

13日

17日

鰹
餓強

行
結
核
感
染
家
兎
群

一

封
照

鮮

一

(1830)

一

(1950)
±

(1840)

督

(1720)

柵

(1540)
7日

7日

7日

7日

7日

十

(2000)

一

(2050)
十

i(1970)

什

(1890)

柵

(1780)

36

37

38

♂
一

♂
一

♂
一

♂
一

舎

±

(1790)

一 十

(1970)(1860)

十

(1800)

朴

(1640)

±

(1740)

一 十十

(1820)(1720)

什

(1640)

惜

(1510)

十

(1880)

±

(2040)

±

(1930)

十

(1840)

柵

(1690)

40 ±

(1900)

一

(1980)
十

(1840)

十

(1790)

什

(1600)
7日

7日

7日

54
一

(2140)

一

(2230)

脚

(2250)

囎

(2260)

一

(2290)

55 舎
輔

(2110ン

一

(2180)

一

(2180)
一

(2200)

一

(2240)i
註()内 ハ罷重(瓦)ヲ 示ス

内 ニハ菌 ノ増殖全 クナキモ ノア リ、(34號 家 兎>

33、36、37、40號 家 兎ハ(± 〉ノ増殖度 ヲ示 シ、35、

38號 家 兎 ハ(+)ニ シテ菌檜殖比較的良好 ナ リ。

次 イデ結核感染後1ケ 月 テ経過 スル ニ著 明 二何

レモ菌檜殖阻止作 用 テ現 ハ シ(一)ノ 成績 テ得 タ

リ。38號 家兎 二於 テ ノミ幾分檜殖 ノ傾 向 アリテ

(±)ノ 結果 ヲ得 タルモ、 コ レトテモ結核感染前

ノ増殖度 二比 スレバ檜 殖阻1ヒ作用 ノ磯現 セル テ

知 ル.許

更 二右 ノ封犬態 二方全ケル家兎 テ シテ磯}餓テ弓星4テセ

シメ、3日 目7日 目10日 目 ト菌 ノ増殖度 ヲ追

及 スルニ、漸次 日撒 ノ経過 スルニ從 ヒテ増殖 ノ

旺盛 トナル傾 向 ヲ認 メ得 タ リ。34、35號 家 兎 二

於 テハ コノ情 況ハ特 二定型的 ナ リ。

而 シテ封照 ナル磯 餓 テ強行 セザ リシ結核感染家

兎54、55號 ハ恒 二毎 同同一 ナル増殖度即 チ(一)

ラ示 セリ。

第七章 實験成績小括

第一節 及 ピ第二節 ノ實験成績 ヨリ余 ハ次 ノ事項

ラ知 リ得 タ リ。

〈1)健 常家兎拉 二結核 感染家 兎ハ コレ等 ヲ磯餓

二陥 ラシムル事 二依 リ、 ソノ全血液 内二於 ケル

結核菌 ノ檜殖 ハ促進 セラル。而 シテ磯餓 二陥 ラ

シムル事 二依 リ、培養實験 ヲ行 ヒタル當時 ノ血

液 ガ所謂磯餓 「アチ ドー ぜJノ 駄態 二在 リタル事

實 ラ知 レリ。

(・2)磯餓 動物血液 内二於 ケル結核 菌 ノ檜殖度 ハ

磯 餓綴緬 日籔 テ経過 スルニ慮 ジテ盆 、旺盛 ニ シ

テ、 コノ黙 磯餓 「アチ ドー ぜソ 日テ追 ヒテ盆 支

高度 トナル事實 ト相一致 ス。

爾弦二興味深 キハ磯餓張行 二因 ル健常蚊 二結核

感染家 兎 ノ生存 日藪 ナ リ。健常家兎 二於 ケル實

験 第23表 ニテ明 ラカナル如 ク、コノ場合生存 日

撒 ハ最短 ナル モノ17日 間最長 ナルモ ノ23日 間

ナ リキ。然 ル ニ結核感染家兎 二在 リテハ最長 ナ

ルモ17日 間、最短 ナルモ ノハ11日 間 ナ リキ。少

数 ナル實験例 乍 ラモ生存 日敷 ガ幾分結核感染 家

兎群 二於 テ短 カキ傾向 アルハ既 二結核 感染 夫 レ

自禮 ガ生存 二封 シテ不利 ナル駄勢 二在 リ、 コ レ

ニ磯 餓 ナル生命脅威 ノ條件 ガ重畳 添加 セ ラル ・

二因 スルモノナラ ンカ
。或 ハ更 二磯 餓強行 ト結

核 病勢 ノ進展、或 ハ磯餓 「アチ ドー ゼ」ノ程 度 ガ

健常家兎 ト結核感染家 兎 トニ依 リ差異 アルニ ヨ

ルカ等 ノ研究事項 アルモ弦 ニコ レ等 ハ省略 ス。

第八章 一時的寒冷昌因ル「7チF-・ ゼ」ガ全血液内結核菌

増殖 昌及ボス影響

外園 ノ温度 ガ生禮 二作用 シ延 イテ夫 レガ血液、 頗 ル多数 ニ シテ古 クハ既 二(78)Delaroche次/デ

殊 ニソノ炭酸量 二及 ボス影響 ヲ検 討 セル業績 ハ ・PflUger一 派 モ之 テ記載 スル所 アリ、,而 シテ寒
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冷作用 ノ影響 二就 テハ、(79)Martin,(80)Rubner,

(8i)Colasanti ,(su)後藤 、(83)吉永 ノ業績 ア リテ、何

レモ炭酸 瓦斯呼 出量 ノ檜加 スル ヲ述 〈ごタ リ。 サ

レ ド冷知度甚 シク シテ生艦 ノ温調節作用 ノ失調

テ來 ス時 ハ、罷温下降 シ呼出量 ハ反 ツテ減 少 ス。

醐竹 山及 ビ田谷 、蘭大森 ハ實験動物 二寒 冷 テ作

用 セ シメ、血液 ノ炭酸 瓦斯結合 量 ノ減 少 セルテ

見、(8¢小澤 モ同様 ノ縄験 ラ得 タ リ。竹 内モ凍百 ノ

實験 二於 テ妊距夜豫備 「アル カリ」ノ減 少、即 チ「ア

チ ドー ゼ∫テ謹明 シ、紳林 モ亦家 兎 ヲ入工的 二冷

却 シテ血液及 ビ血漿 ノ炭酸 瓦斯結合量即 チ豫備

「アル カ リ」量 ノ滅 少 スル事 テ報 告 セ リ
。Sτ久保

ハ寒 冷作 用 ノ生活艦 二及 ボ ス影響 チ各方面 ヨ リ

研究観察 シ.血 液 二在 リテハ著 シク ソノ炭酸 量

ノ下降 テ來 ス事實 テ認 メタリ.

余 ハ前記諸實瞼 二微 ヒテ海猿 テ使用 シコ レニ急

劇 ナル寒 冷作 用 ラ附與 シ(氷 水浴〉、酸 中和能 ノ

測 定 二依 リデ アチ ドー一ゼ」テ検 シテ全猛且液 内結

核 菌 ノ培養 ラ試 ミタ リ。

(第25表)

先 ヅ寒 冷 二因 ル「アチ ドーゼJノ 存否蚊 ニソノ性

駄 程度等 ノ事項 テ知 ランガ爲 二次 ノ豫備實験 テ

實施 セ リ。

膿 重300乃 至400gr.ノ 健 常海獲 テ揮 ビ最初心

穿刺 二依 リテ探血 シ、健常時 二於 ケル酸 中和能

テ測定 シ置 キ タ リ。次 二冷水中 二氷片適宜 テ浮

ベ タル浴槽 内二海猿 テ沐浴 セ シム。 コ ノ際溶解

スル氷 片 ハ恒 二補充 スベキハ勿論 ナ リ.沐 浴當

初 二在 リテ♂・幾分海猿 ハ苦悶蓮動 テナスモ、暫

時 ニ シテ李静 二蹄 スベ シ。沐浴20分 時 テ経過

シ浴槽外 二搬出 スルニ海猿 ハ殆 ン ド麻癖獣態二

陥 リテ四肢 ノ運動 ナ ク、頭部 ハ低 ク床上二接著

シテ假 死封犬テ呈 ス。 心臓部位 ラ燭診 スルニ僅 カ

ニ心搏 動 テ知 ル ノ ミ。 コノ時期 二於 テ再度探血

ノ上酸中和能 テ測定 ス。探1血 ラ終 レバ殆 ン ド死

職期 ノ苦悶 テ見 ズ シテ暫時 ニ シテ死 亡 スベ シ。

斯 ル寒冷操作前後 二於 ケル酸中和能測定成績 ハ

次 ノ如 シ。

第 九 豫 備 實 験
寒冷作用ノ海狸血液ノ酸中和能二及ボス攣化測定成績

海 混 合 比 寒 冷 操 作 前 操 作 後10分 操 作 後20分

狐 灘o…mmPH
、H' PH ⊂H'] PH 旧 や{

Oc.α0.3ca7.463.47×10一 メ7.403.98×10一 メ

B10。50.36.2556,2×10{s6.0491.2x10}s

1.0 0.3

[

5・34{ 457×10}8 4.82 1515×10一 嚇

B2

0 0.3 7.42 3。80×10-』8 7.39 4.07×10-8

偽

津

0.5 0.3 6。27}53.7×10一8 6.10 79.4×10--8

i1。o 0β 5。241575×10-8 4.84 1445x10一8

B3

0 0.3 7.49 3.24×10-8 7.37 4.27>く10-8

0.5 0.3 6.20 63.1×10-s 6.04 91.2×10-8

1.0 0.3 5.20 631×10-8 4.79 1620×10-8

B4

0 0.3 7.54 2.88×10-8 7.40 3.98×10峨

0.5 0.3 6.23 58.9×10『8 6.03 93.3×10噛s

1.0 0.3 5.17 676×10→ 4.69 2040×10絡

B5

0 0.3 7.51 3.09×10-8

鞠 轟ら

7.44 3.63×10-8

0.5 0.3 6.18 66.1×10蜘s 6.01 97.7×10-8

1.0 0.3 5.15 708×10-s 4.67 2140×10-s

B6

0 0.3 7.47 3.39×10-8 7.34 4.57×10一8

0.5 0.3 620 63.1×10一8 6.04 91,2×10-8

1.0 0β 522 603×10-8 4.72 190δ ×10榊8

ト註1測 定 日及 ビ温 度7佃(1933)20℃
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前記 測定成績 ニテ諒知 ゼラル ・如 ク海狸 テ シテ

氷水中 三沐浴 セシメテ20分 時 ヲ経過 スレバ、ソ

ノ血液 ハ可 ナ リ高度 ノ酸 中和能 ノ低下 テ來 スモ

ノニ シテ、 コノ時期 ハ既 二海狸 自艘ハ殆 ド瀕死

ノ域二陥 レリ。 コノ寒 冷 二依 ル「アチ ドー ゼ」ノ

褒生機轄 二關 シテハ未 ダ定論 ナク、或 ルモ ノハ

燈温下降 二由來 スルAnox乞mie延 イ テ酸 化作

用 ノ減退 二原因 テ蹄 セルモ、 倫本態 テ明確 二且

ツ充分 二把握 セルモ ノ トハ言難 キ黙 ア リ.サ レ

ド褒 生轄機 ハ何 レニセ ヨ事實 余 ノ行 ヒタル如 キ

方法 二依 ル寒冷作 用 ハ 直接 生艦 二作用 シテ「ア

チ ドーぜ」ラ惹起 スルモ ノナ レバ、余 ハ斯 ル時期

二於 テ探 血 シソノ全 血液 テ以 テ結核菌 ノ培養 テ

試 ミ、 ソノ檜 殖度 ラ窺 フ事 トセ リ。

ソノ培養成績 ハ次 ノ如 シ.

右培養成績 テ通麗 シテ諒知 セラル ・如 久 寒冷

操作前後 二於 ケル菌 ノ増殖 度 テ各海猿個 々二就

テ見ルニ、寒 冷操作 二依 リデ ァチ ドー ぜ」テ惹

起 シタル血液 内 ニテハ増殖 ノ促進 セラル ・事實

ヲ知 ル。但 シ115號 海 猿 ニテハ寒冷操作後 二關

ハ ラズ菌 檜殖 ノ促進 セラ レタル所 テ見 ズ。 コ ノ

115號 海狸 二限 ゾ ァチ ドーゼ」テ起 サザ リシモ

ノト思惟 セラ レザル テ以 テ、 ソノ原因 ハ不 明 ナ

リ。思 フニ等 シク寒冷 二因 リ「アチ ドー ゼJテ 惹

起 シタルモ、爾且 ツ菌 ノ増 殖阻止作 用 ノ強烈 ナ

(第26表)

常
海
星
m
π
113

u4

115

116
一五デ

118

119

π
90

可

92

93

94

重
(瓦
)獅

380

可
400

370

290

330

410

400

390

340

360

330
一蕨 「

390

性i響作灘 端

健常海狸寒冷操作前後二

於ケノレ培養成績

培 養 成 績 養

♂ ±+巴 旦

含}十 十十

+7♂i一
ミ　 ド　ヘロ

♂ 一 ±"　 　　

♂

舎
下
τ
舎
下
下

±1十

一 コ+

± 十

±1十 十
く

一 「「+
　

十

♂1+ 十十

♂ ± ±

⊥.1-

♂ 一

マ

丁
ヲ参

,

タ ジ

7

蹄

5
乃
至
10
分

ニ
テ
死

寒
冷
操
作

ノ
後
探
血

ノ
上

ハ
何

レ
モ

健

在

リ シニ非 ラザル カ。 サ レドコ ノ1例 テ除外 セバ

ー般 二寒 冷 チ因 リ「アチ ドー ゼJヲ 惹起 セル血液

内二へ 結核菌 ハ檜殖 シ易キモ ノナ リト思考 シ

得 ベ シ。92.93、94號 海 狸 ハ封照 トンテ寒冷 テ作

用 セシメザ リシモ ノナ リ。 サ レバ培養成績 ノ示

ス如 ク20分 間後 ノ檜殖度 モ攣 化 ラ認 メザ リシ

ナ リ。

第八章 賓験成績小括

(1)健 常 海猿 二氷水 浴 ラ行 ハ シメ過劇 ナル寒冷

テ直接作用 セ シムル時 へ 大約20分 後 二高度 ノ

「アチ ドーぜJテ 起 ス
。

(2)コ ノ時期 二全血液 内結核 菌 ノ培 養 テ實施 ス

ル ニ、檜殖 バー一般 二促進 セ ラル。

第九章 一時的欝熱島因 ル「アチ ドーゼ」ガ全血液内結核菌

増殖 二及ボス影響

動物膿 二外部 ヨリ温熱 ラ作用 セ シムル時 ハ・膿温

ノ上昇 テ來 ス傾向 アルテ以 テ、 生膿 ハ之 二封 シ

テ髄温 ノ放散 テ行 ヒ更 二新陳代謝 二依 ル熱 ノ産

生 ラ制 限 シ、以 テ極力生理的 ノ恒温 テ維持 セ ン

トス。而 シテ該調節作 用 ニハ自 ラー定 ノ限度 ア

ル ラ以 テ、 コ ノ椹衡 テ失 スル ニ及 バ ・"艦温 ハ異

常 二上昇 ス。斯 ル際 二血液側 ニモ幾分 ソノ性駄

二攣化 テ來 ス事 アル〈ごキハ蓋 シ想像 スルニ難 カ

ラザルベ シ。 由來 コ ノ方 面 ノ研究 二關 シテハ幾

多 ノ文獣 ヲ散 見 スル所 ニ シテ、<92>Voit,Rubner.
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Winternitz,㈹Traube,Senator,Kraus,Levy,

爾 吉 永 等 二 依 レ バ
、 人 工 的 加 温 ノ際 炭 酸 瓦 斯 呼

出 量 ハ 減 少 ス レ ド ソ ノ加 温 ノ程 度 劇 甚 ナ レ バ 、

反 ツ テ 呼 出 量 ノ檜 加 テ來 ス モ ノ ナ リ ト シ、 ソ ノ

原 因 テ艦 温 ノ異 常 上 昇 二 依 ル 新 陳 代 謝 ノ充 進 二

蹄 シタ リ。

(95)Mathienu .Urbain,㈹Wittkowskyハ 人 工

的 加 温 二依 リ呼 吸 量 ノ増 加 テ 來 ス ト共 二 血 液 ノ

炭 酸 瓦 斯 含 有 量 ノ減 少 テ 謹 明 セ リ。(9ηHaggard

㈹Bazettu .Haldane,㈹Davies,Haldaneu.

Kennaway,(sge>Collipu.Bakus,(loi)Grantu.

Goldman,(te2>Cajoriu.Crouter,等 ハ何 レモ

温 浴 二 依 リ テ 肺 胞 内 炭 酸 瓦 斯 張 力 ノ減 少 ラ 認 メ

「ア ル カ ロ ー ゼ」ノ招 來 セ ラ ル ・テ 主 張 セ リ
。 サ

レ ド加 渥 ノ程 度 モ コ レラ 高 度 二 、 且 ツ 長 時 二 或

(第27表)

リテ強行 スル時 ハ既述 ノ如 グ新陳代謝機能 ノ異

常 テ來 シ、更 二血液 ノ結合炭酸 瓦斯 量 ノ減少 ト

ナ リ反 ツテ「アチ ドー ゼ」テ惹起 スルハ既 二髄榊

林 ノ読 セ シ所 ナ リ。㈹堀木 モ亦家兎 二封 シテ長

時搬氏41乃 至2度 ノ温熱 テ作用 セ シメテソノ

瀕死 時 二於 テ著 明 二血液 反慮 ソノモ ノモ酸性側

二移行 スル ノ事實 テ認 メタ リ。

余 ハ健常海猿 テ 背位 二固定 シ囁氏42度 ノ浴槽

中二頭部 ヲ残 シテ沐浴 セ シメ、漸次 呼吸撒檜加

シロ圃 二褒汗 スル ト共 二逡 ニハ呼吸困難 ノ朕 テ

呈 スル ニ至 リテ探 血 シ、酸 中和能 テ測定 セ リ。

コノ所用時間 ハ海猿個 々二依 リテ幾分 ノ差異 ア

ルモ概 ネ30分 前後 ナ リ。 ソノ測 定成績 ハ 次 ノ

如 シ。

第 十 豫 備 實 験

雛熱二因ル健常海猿ノ酸中和能測定成績

海

狸

A

51

♂

A

53

♂

混 合 比

N/100

蝋 酸

Ocq

0.5

1.0

0

O.5

1.0

A

54
♂

0

0。5

A

55

♂

1。0

0

0.5

1.0

血 漿

O.3ca

O.3

0.3

O.3

O.3

0.:「

O.3

0.3

0.3

O.3

O.3

0,3

麗 熱 操 作 前

PH

7.40

〔H.〕

3.98×10}9

操

馬

6.30

5.32

7.47

6.21

5.28

7。35

6.25

5.32

7.43

6.16

5.23

50.1×10-8

479×10-8

3.39×10--s

6コ.7×10…-8

525×10一8

4.47×10--s

56.2×10』8

479×10-8

3。72×10-8

69.2×10-8

589xIO-s

7。35

6.15

4.94

7.36

6.08

4.77

7.26

6。04

4.89

7.40

6.04

4.72

作 後

〔H'〕

4。47×10-8

70.8×10-8

】150×10-s

'4
。37×10-8

83.2×10-s

1700×10-8

5.49×10--9

91.2×10-8

1290×10--s

3。98×10-8

91.2×10-8

1910×10『s

註 測 定 日15/VI(1933)25℃

斯 ク加熱 ノ影響 ガ相等強度 二生艦 ≒作用 セル時

ハ、明 ラカニザアチ ドー ぜ」ハ招來 セラル ・モノ

ニ シテ、コ ノ鮎神林 ノ家 兎 ノ實験 ニー致 ス。而 シ

テ コノ種 「アチ ドー ゼJノ 原 因 二關 シテハ從來種

種 二論議 セ ラレタル所 ナルモ、 生艦 ノ過熱 二随

俘 スル禮 内異常新陳代謝産物 二依 ルToxikose

ラ重 要親 スルモ ノ多 キガ如 シ。 而 モコ ノ異常代

謝産物 郎 チ毒 素 ノ本態 二關 シテハ未 ダ明快 ナル

解答 二接 セザルモ、Wakefieldハ 犬 ノ實験的

熱射病 二於 テ血液乳 酸量 ガ32mg/dlヨ ク128

mg/d1二 増 加 セル ノ事實 ラ報告 セル所 ア リタレ

バ、恐 ラクハ コノ乳酸 ガ「アチ ドー ぜ」ノ原園 ノ

ー要 素 タルハ誤 ナ キニ非 ラザル カ。

要之加熱 二依 ルrア チ ドー ゼ」ノ嚢生機序 ガ奈遽

二存 スル トモ事實 「アチ ドー ゼ」ノ惹起 セラル ・

へ 第十豫 備實験 ニテ明確 ナ レバ余 ハ斯 グ アチ
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ドー ゼ」テ謹明 シタル全血液 テ以 テ結核菌 ノ培

養 ラ試 ミタリ。

ソノ培養成績 ハ次 ノ如 シ。

右培養成績表 二依 レバ雀 熱 操作前 即 チ健常時 ヨ

リハ、鯵熱操作後 ノ培養 二於 テー般 二増殖 ガ旺

盛 トナ レル事 實 テ見 ル.健 常 時二於 ケル増殖度

ハ必 ラズ シモー様 ナ ラズ。海猿個 々二依 リテ健

常時ニ モ關 ハ ラズ増殖 セザルモ ノア リ。(A.58、

A.59、A.60、A.65、A.66、A。67)或 ハ ±(A.56b

A.61)十(A.57、A.63、A.64)ナ ル ア リ。サ レ ド

個々二就 キ鯵 熱後 ノ増殖 度 ト封比 スル時バー般

二麗熱操作 二依 リテ菌檜殖 ハ促進 セ ラレタ リト

樗 シ得 ベ シ。但 シ促進 セラレザ リシ1例 ア ウ。

(A。63)

、

(第28表)健 常海猿雛熱操作前後二於
ケル培養成績

培
養
期
間

績成養培

後熱雛前作操
性

禮
重
(瓦
)

海

狸

A56 37ro ♂ ± 十 7日

A57 330 舎 十 什 ,登

A58 350 ♂ 一 ± ,,

A59 300 ♂ 一 十 ,,

A60 380 舎 一 十 P,

A61 290 舎 ± 十 },

A62 360 舎 一 ± ,,

A63 360 舎 十 十 ,,

A64 310 舎 十 什 ,,

A65 370 舎 一 十 ,,

A66 390 ♂ 一 ± ,,

A67 400 ♂ 一 ± ,,

第九章 實験成績小括

(1)健 常 海狸 テ シテ囁氏42度 ノ温浴 ラ強行 シ、

30分 前後 テ経過 シ呼吸苦 悶 ノ獣 テ呈 スル ニ至 レ

バ、中等度若 クハ稻{高 度ノ 「アチ ドー ぜ」ヲ惹

起 ス。

(2)コ ノ「アチ ドー ゼJ二 於 テ全血液 内結核菌培

養 ラ實施 スル ニ菌 ノ増殖 ハ促進 セ ラル。

第十 章 「ヴィタEン 」B訣 乏症 昌因 ル「7チ ド,一ゼ」ガ全 血液 内結核

菌増 殖 昌及 ボ ス影響

脚氣 テー種 ノ中毒症 ナ リ トシテ ソノ原 因 ガ外因

性 ナルカ、若 シクハ内因性 ナルヵ二關 シテハ古

來多藪 ノ人 々二依 リテ研 究論議 セ ラレタ リ。然

ルニ 「ヴィタ?ン 」B訣 乏 二依 リテー定 ノ新陳代

謝障碍 テ來 シ、 ソノ結果 生 ジタル異常産物 ガ所

謂脚氣症歌 ノ嚢生 二封 シテ或程度 ノ關連 テ有 ス

ル事實ハ今 日疑 ナキ所 トナレリ。而 モ今 日 コノ

異常産物 ト シ テ指摘 セラル ・所 ノモ ノハ乳酸

MethylglyoxalFurfuro1等 ナ リ ト1ス。

河原及 ビ新井 ハ 實験 的 「ヴィタ ミンJB鋏 乏症 二

於 テ血液乳酸 ノ増量 テ謹明 シ、大 李ハ脚氣患者

ノ代償性蚊 二非代償性 「アチ ドー ゼ」ノ存在 ラ認

メ重症者 ニア リテハ炭酸解離 曲線 ノ下降 スルテ

示 セリ。加藤(豊 治郎)及 ビソノ門下生 ハ脚氣 症

駄嚢現 ノ機序 デ 艦内乳酸異常産生 二依 ル「アチ

ドー一ゼ」二建帝シタ リ。

斯 ク親察 シ來 ル時 ハ御氣或 ハ 「ヴィタ ミン」B訣

乏症 ト「アチ ドー ゼ」トノ間 ニハー脈 ノ關連 ノ存

ス事 アルベキ テ否 ミ難 シ。

籔下ハ海狸 二實験的 「ヴィタZン 」B鋏 乏症 テ惹

起 セ シムル時 ハ、 ソノ全 血液 内ニハ結核菌 ノ曾

殖旺盛 ナル旨ラ報告 セ リ。サ レドコノ事實 ト「ア

チギーゼ」トノ關係 ラ論及 スル所 ナカ リキ。

余 ハ實験的 二海猿 テ シテ 「ヴィタZン 」B鋏 乏症

二陥 ラシメ、同時 二「アチ ドー ゼ」ノ存 否及 ビ程

度 テ測知 スル ト共 二、 コ レガ全血液 内結核菌培

養 二及 ボス影響 ヲ究 明 スル事 トセ リ。

余 ハ始 メ「ヴ 汐 ミン」B鋏 乏症 二因 ル「アチ ドー

ぜ」拉 ニ ソノ全血液 内結核菌 ノ培 養 テ 鳩 二就 テ

研究 テ進 メタ リ.即 チ鳩 ハ粗碑 セル白米 ト撒滴

ノ「レモ ン」汁拉 二肝 油 テ以 テ飼養 シ、一定時 日

ノ後庶癖及 ピ特 異 ナ ル痙 攣登作(オ ピス トトー
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ヌス)ラ 來 セル上 ソ ノ血液 ノ酸 中和能 ノ低 下 セ

ルテ謹 シ、 同時 ニ ソノ1血液 テ以 テ當大學細菌學

教 室 ヨ リ分譲 セラ レタル鳥型結核 菌 ノ培養 ヲ試

ミタ リ。 サ レ ド鳩血液 ハ ソノ凝 固檬式赤血球 ノ

形態(ス ベテ有核〉等 二於 テ今 日迄取扱 ヒシ血液

トハ著 シク ソノ性歌 ヲ異 ニ シ、且 ツ全血液 内 二

於 ケル鳥型 菌 ノ檜殖像 ハ幾分從來 ト異 ナ ル黙 ア

リ。加 フルニ實験 途 と二艶死 セル鳩 ハ ソノ撒勘

カラズ、延 イテ實験例 モ乏 シカ リシ事情 モ生 ジ

畢寛繹 然 タル成績 テ得 ル ニ至 ラザ リキ。弦 二於

テ余ハ鳩 二就 テハー先 ヅコ レテ將來 ノ研究 二譲

ル事 トシ、海狽 ノ ドヴgタ ミンjB鋏 乏 症 二就 キ

研究 スル事 トセ リ。

先 ヅ海猿 ラ 飼養 スベキ雪花菜 ノ「ヴィタ ミン」B

テ完 全 二破壊 スル 目的 テ以 テ、雪花菓 ハ「アウ ト

クラ フ」テ以 テ高歴囁氏120度 、2時 間 ノ蒸氣 中

鴻 置 ク。取 出 セル雪花菜 ハ粘土黙 テ呈 スルテ以

テ コ レ テ腐 敗 セ シメザル様炎天 下 二乾燥 セ シ

ム。 乾燥 セルモ ノハ コレラ粉 末 トナ シ、使用時

大根汁 テ以 テ通 常 ノ雪花菓 ノ程 度 二漁度 テ與ヘ

シメ、肝 油2、3滴 テ添加 シテコ レテ投與 ス。斯

ヵル「ヴeタ ミン」B鋏 乏食 テ強行 スルニ先立 チ、

海猿 ノ健常時 二於 ケル酸申和能 ノ測 定蚊 ニ ソノ

全血液 内結核菌 ノ培養 テ實施 シ置 クテ要 ス。

海狸 ハ始 メ斯 カル食餌 二慣 レナル テ以 テ幾分禮

重 ノ減 少 子來 スモ、漸 次常態 二復 スベ シ。 サレ

ド爾後 ノ褒育歌態 コ トニ禮重 ノ増加 ハ、 コレラ

普通 ノ食餌 テ撮 取 セ シムル健常海猿 二比 スル時

ハ著 シキ遜 色 ア リe斯 ク シテ 「ヴィタ ミンJB鋏

乏 食テ強行 スル事1ケ 月牛乃 至2ケ 月 二及バ"

海 狸 ハ弦 二四肢 ノ麻癖 性運動障碍 テ來 スベ シ。

コノ際再 ビソノ血液 ノ酸 中和能 テ測定 シ同時 二

全血液 内結核菌 ノ培養 テ實施 ス。

以上述 ベタル所 ノ成績 ハ次 ノ如 シ。

(第29i表)第 十 一 豫 備 實 験

海狸「ヴィタミソ」B歓 乏症二於ケノレ酸中和能測定成績

郵

海

瞑

被 検 液
「ヴィタ ミy」B

鉄 乏 食 開 始 前 測 定 日
及ビ温度

「ヴ ィタ ミ ン」B

飲 乏 症 朕 號 作 後 測 定 日
及ビ温度N/100

懸
血漿 P蕊 〔H'〕 PB 〔H.〕

C1

0《二〇 0.3c、o 7.41 3.89×10}8 29!VI

(1933)
27℃

7.226.03×10-一8
15/vm

30℃
0.5 0.3 6.25 56.2×10一8 5.86138×10『s

▲

1.0 0.3 5.27 537x10『8 4。871350×10一 旧8

C6

0 0.3 7.32 4.79×10』8
29/VI

27。C

7.24i5・75×10遥
19/V皿

30℃
0.5 0.3 6.18 66。1×10-8 5.77i170×10-8

1.0 0β 5.19 646×10一8 4・7811660×10-8

C11

0 0β 7.30 5.01×10-8
29/VI

27℃

7.27 5.37×10絹
141V皿

30℃
0.5 0.3 6.14 72.5×10-8 5.72 191×10}8

1.0 0.3 5.14 725×10-8 4.70}2000×10一 帰8

C16

0 0.3 7.37 4.27×10-8
29/VI

27℃
(死亡 ノ爲)0.5 0.3 6.26 55.0×10h8

1.0 0.3 5.30 501×10}8

C21

0 03 7.29 5.13×10一8
29/VI

27℃

7.20。 6.31xIO-8
ム 9/V皿

31℃
0.5 0.3 623 58.9×10-8 5.67 214×10-8

1.0 0.3 5.24 575×10一 お 4.46 3470×10}8

C26

0 0.3 7.39 4。07×10『8
29/VI

鋤

27。C

7.41 3.89×10一8
15/vm

30℃

「

封

照

0.5 0β 6.29 51.3×10一 δ 一6
.31 49,0×10一8

1.0 0.3 5.34 457×10-s 5.29 513×10-8

C30

0 03 7.29 5.13×10一8
29/VI

27。C

7.35 4.47×10-8
15/V皿

30。C
0.5 0.3 6.13 74.1×10-8 6.19

▼

64.6×10』s

1.0 0.3 5.10 794×10『8 5.22 603×10噸 一8

註
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(第30表 〉 海狸ノfヴィタミγjB鉄 乏症

二於ケル全血液内結核菌培養成績

燈重(瓦)

タ
B
食
前

縫

鵬

性

♂

一♂

一
♂

一♂

σ
6
蕊

似
舎

含
価
蔀
♂

一舎

一♂

一♂

ケ
・

8

9

10

C

C

C

C
一♂11C

一
♂12C

{♂13C

舎14C

一♂15C

・♂

」

♂

16C

17C

含18C

舎19C
一舎20C
一
♂21C

舎22C

3101:;oo

270

280

300

330

340

290

340

350

280

270

300

310

310

290

360

320

310

290

310

β40

350

培 養 成 績 培

「ヴ イタ 「ヴ ィタ ヂヴ。イ タ 養

辮 麟 蟻軽閥
甘(53)=ヒ7日1

270+(53)

250†

290

330

310

300

300

320

270

250

240†

290

270†

290

340†

300†

300

280

300

320

330†

±

}±

…十

什

一十

一十
二
十
一

十

±

十

±

±

±

(下痢ニテ死亡)

+(62)

++(58)

± く57)

什(47)

+}(63)

±(45)

十(55)

+(52)

(魏芒)
++(61)

(下痢ニテ死亡)

+(62)

(下痢ニテ死亡)

(下痢ニテ死亡)

+(59)

±(42)

+(50)

±(47)

(魏芒)

万C23

徳 舎
爾 ♂
否廊

C27

C28

C29

C30

♂

一♂

}♂

…舎

350

280

350

280

310

十

十

300

ヨ ミ350}390

i十i一 一

+ヂ(64}

十(56)

+t(43)

1;1{iii
十

+;+i -・
-i一

十十

き
290i340}一 ±

,,

9,

一7

丁

註 盟重瓦ニテ†ハ死亡時ノモノ

培養成績ニテ()内 ノ籔字ノ謹ヴィタ ミソ」

鉄乏食開始後症朕ノ現レタルヲ認知セル日

ナリ、即チ(59)ナ ラバ歓乏食開始後59日

目二症状 ノ獲現 セルヲ知 リタルヲ示ス

右 ノ成績表 二依 リ テ諒知 セ ラル ・如 ク海狸 二

「ヴ
ィタ ミン」酬 決乏 食 テ強行 シ、4、50日 ラ経過

シ癬癖症歌 ノ登現 シ所謂脚氣檬症獣 テ呈 スルニ

至 ラバ、 ソノ血液 ノ酸 中和能力 ハ著明 二低下 ス

ルモ ノナ リ.而 モ コノ際 ソ ノ血液 テ以 テ結核菌

ノ培養 テ實施 スル時 ハ、 ソノ増殖 ハ健常時 二比

シテー般 二旺盛 ナ リ。(C1、C2 、C4、C5sC6、

C8、C10、C11、C13、C15、C18、C19、C20、

C23、C25號 海狸)未 ダ 「ヴィタ ミンJB鋏 乏症

歌 ノ登現 セザル ニ先立 チ下痢 ノ爲 二死 亡 セルモ

ノ6例 ア リ。(C8、C12、C14、C16、C17、C22

號 海 猿)「ヴ・タ ミン」B鋏 乏症 歌 テ登現 セル ニ關

ハ ラズ結核菌 ノ増殖度 ガ健常時 二比 シ促進 セラ

レザ リシ籔例 アリ。 〈C7 、C9、C21、C24號 海

狸)

第十章 實験成績小括

要之海狼 二 「ヴィタ ミン」B鋏 乏食 テ強行 シ所 謂

脚氣様症状 テ登現 スルニ至 レバ、明 ラカニ「アチ

ドーゼ」テ來 スモ ノニ シテ、コノ際 ソノ全血液 内

二結核菌 テ培養 スル ニ
、 ソノ壇殖 ハ健常時 二比

シ促進 セラル ・モ ノ多 シ。

第十一章 総括考察及ビ結論

(1)"Slidecellculture"ガ 吾人研究 上 ム興

味 ヲ引 ク所以 ノモ ノン、、實 ハ コレニ使用 セ シ全

血液側 ノ要約 二關 シテソ ノ細菌壇殖度 二差等 テ

生 ズル事 アルニ存 スベ シ。而 モ血液 ハ種々 ナル

生理學的或 ハ時 二病理學的影響 テ蒙 リテ、 ソノ

本來保 有 セル性状 ノ動 モ スレバ擢 蜀しセ ラレン ト

スル傾 向 アルへ 吾人 ノ日常之 テ目撃 スル所 ニ

シテ ソノ尤 ナルモ ノ三「アチ ドーぜ」アリ.故 二
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コ ノ「アチ ドPtゼ 」ハ,,Slidecellculture"二

於 ケル血 液側 ノー ノ要約 タラ シムル テ得 ベ シ。

換 言 セバ 「アチ ドー・-iゼJハ細菌 ノ檜殖 二封 シ如何

ナル影 響 テ齎 ラスベ キカ。結核菌 二就 テ行 ヒタ

ル モ ノ即 チ余 ノ研 究題 目タ リ。

(2)「 アチ ドー ゼJノ 理論v=一關 シテハ今 日迄種 々

ノ攣遷 ノ跡 テ見 タ リ。故 ニソ ノ検査 法ハ歴史的

二見 ルモ ソノ撒勘 シ トセズ。余 ハ種 々ナル理 由

ノ下 二血液(血 漿)ノ 酸 中和能 ノ低 下度 テ測定 ス

ル事 二依 リテ、 「アチ ドー ゼ」テ謹 明スルガ最 モ

優秀 ナ リ ト信 ジ、線 テ「アチ ドー ゼJノ 検 査 ハ コ

ノ方法 二依 リタ リ。余 ハ酸 中和能 ノ測定 テ瓦斯

連鎖 法 二依 リタ リ。

(3>健 常拉 二結核感染家 兎 ノ耳静脈 内二盤酸 ヲ

注射 シ、又健 常拉 二結核感染海猿 ノ腹腔 内二盛

酸 テ注射 シ「アチ ドー ゼ」テ惹起 セ シメ タル上、

ソ ノ血液 テ以 テ結核菌 ノ培養 テ行 フニ、健常動

物 二於 テハ何 レモ菌 ノ壇殖 ハ 促進 セ ラル ・テ

見、結核感染 動物 二於 テハ健常動物 二於 ケルガ

如 ク明確 ニハ非 ラザルモ、尚且 ツ促進 セラル ・

モ ノアリ。而 シテ盤酸注射 二依 ル「アチ ドーゼ」

ハ全 クー過性 ノモ ノナル テ以 テ、操作後撒 日テ

経過 シ血液 性状 ノ菖態 二復 シ「アチ ドーゼ」テ謹

セザルニ至 リテ再 ビ全血液 内培 養 テ 實施 ス レ

バ、菌壇殖度 モ亦 蕗 二復 スル テ見 タリ。故 ニコ

ノ黙 「アチ ドー ぜ」ノ起 レル期間、換言 セバ血液

ノ酸 中和能 ノ低下 セル期間 ノ ミ結核菌 ノ増殖 ハ

促進 セラル ・モ ノ・如 シ。而 シテ盤酸注射 二因

ル「アチ ドーゼ」ナル事柄 ソレ自禮 ガ菌 ノ増殖 テ

促進 スルモ ノナルカ、或 ハ「アチ ドー ぜ」ナル封犬

態 ガニ次的 二血液構成 部分 ノ質及 ビ量的配分 テ

慶 化セ シメ、延 イテ血 中既存 ン菌檜殖阻 止作用

ニモ影響 テ齎 ラセル モノナル カ等 ノ詳細 ナル事

項 ハ今弦 二解決 シ得 ザルナ リ。

(4)薦 糖 テ比較 的幼若 ナル健常家 兎二連 日服用

セ シムル時 へ 「アチ ドー ゼJテ 招來 シ得。斯 ヵ

ル 「アチ ドー ゼ」二於 テモ結核菌 ノ全 血液 内檜 殖

ハ促進 セラル ・テ知 レリ。而 モ蕪糖服用 中二於

ケル前後2同 ノ培養成績 ヘ ツ ノ時々 ノrア チ ド

一ゼJノ 程 度 トラ比較 ス ル ニ等 シク「アチ ドー

ゼ」ヲ起 シタルモ ノニ在 リテモ、ソノ高度 ナル時

ハ菌塘殖 モ ヨ リ旺盛 ナ リ。郎 チ「アチ ドー ゼ」ノ

程度 ト菌檜殖度 トハ軍行的關係 二在 ルガ如 シ。

サ レド蕪糖連 日服用 二依 ル生禮側 ノ影響 ハ輩 二

「アチ ドーぜ」ナル症状 ノミニ蹄一 シ難 キモ ノァ

ルラ思 フ故 二、コ ・二於 テモ蕉糖服用 二依 ル「ア

チ ドー ぜ」以外 ノニ次的攣化 ガ 菌檜殖 ト如何 ナ

ル關係 ラ有 スルカ ・"問題 ナ リ。而 モ菩人 ハ「アチ

ドー ぜ」以外 ノニ次的攣化 ナルモ ノテ確謹 シ得

ズ。且 ツコ レト「アチ ドー ゼ」トハ何 レモ時 ヲ同

ジクシテ出現 スベ キニ次 的要素 ナ レバ コノ黙 ノ

解 決 ハ蓋 シ至難 ナルベ シ。

～5)家 兎拉 二海狼 二盤化安 門 テ服 用 セ シメ、或

ハ注射 スル時ハ高度 ノ「アチ ドー ゼJラ 惹起 セ シ

メ得。 盤化安 門 ハ 生購 内 二於 テソノ「アムモニ

ァ」ノ大部分 ハ 尿 素 二攣化 シ盤 サル ・テ以 テ、

「アチ ドーゼ」ノ招來 セラル ・ハ明 ラカナ リ。

健 常蛇 二結核感染家兎 ノ腹腔 内二盤化 安門溶液

テ注射 スル時ハ 「アチ ドー ゼ」テ招來 シ、 ソノ全

血液 ラ以 テスル結核菌 ノ培養 二於 テ健常家兎ニ

テハ ソノ増殖 バー般 二促進 セラレ、結核感染家

兎 ニテハ健 常家 兎 ノ場合 ノ如 ク明確 ナラザルモ

術増殖 ノ促進 セラル ・モ ノァリ。 又連 日盤化安

門 ラ経 口的 二投奥 シ持緬 的 二高度 ノ「アチ ドー

ゼ」テ起 シタル健常海狸 二於 テモ、著明 二全血液

内 ノ増殖 ハ促進 セラル ・ラ見ル。

而 シテコ ・二問題 タルハ生禮 二導入 セラレタル

藍化 安門 ソ ノモ ノガ結核菌 ノ壇殖 テ促進 スル事

ア ラザ ルカノ黙 ナ リ。然 レドモ盤化安 門ハ ソノ

化學 的構造 ヨ リモ察知 シ得 ラル ・如 ク極 メテ毒

性 ノ強 キハ想像 スルニ難 カラズ。{乃 テ生禮ハ ソ

ノ翻 生強 キ「アムモニア」テ炭酸 ト結合 セシメデ

速 ニコ レテ尿素 二慶化 セシメソノ毒性 ヨリ避 レ

ン トス。 サ レバ事實盤化安門 テ内服 セ シメ、或

ハ腹腔 内 二 注射 シタル實験動物 二於 テ「アムモ

ニア」申毒 ノ症歌(郎 チ強直性痙攣或 ハ庶癖等)・

ハ コ レラ殆 ンド普通 ニハ認 メ得ザ ルナ リ。故 二

内服或 ハ注射 二依 リテ生禮 内 屯入 リタル甕化安
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門 が盤化安門 ソノモ ノ トシテ長 時血液 中 二存在

シテ、結核菌 ノ檜殖 テ促進 スルガ如 キ事 ハ先 ヅ

コレテ否定 シテ誤 リナ カルベ シ。斯 ク観察 シ來

レバコ ノ場合 二於 ケ ル 結核菌壇殖 促進 ノ機轄

モ、一 二血液 ノ酸中和能 ノ低下脚 チ「アチ ドー

ゼ1二 聾 シテ支障 ナカル〈ごシ。

⑯)生 理學的或 ハ病理學的要約 二依 リテ褒現 ス

ル「アチ ドーゼ」ガ、實 ハ乳酸 ノ生罷 内二於 ケル

異常産生 二原 因 ス ト思 ハル ・揚合紗 カラズ。故

ニ コノ乳酸 テ直接健常並 二結核感染海猿 ノ静脈

内二注射 シ酸中和能 ノ低 下即 チ「アチ ドー ぜ」テ

起 シタル血液 ヲ 以 テ結核 菌 ノ培養 テ行 ヒタル

ニ、何 レモ乳酸 注射前 二比 シテ ソノ壇殖 ノ促進

セラル ・ラ見 タ リ。

乳酸 ノ産生 ガ糖 ノ異常分解 二依 リテ誘導 セラル

ルハ明 ナル所 ニ シテ、酸素 ノ供給不 足、酸化酵

素作 用 ノ低下等 ハ ソノ直接原 因 ト ナ ル 場合多

シ。生禮側 ノ糖分解作用 ノ低 下 セル駄態 ハ畢寛

生禮 自身 ノ生活力 ノ低下 ラ意 味 ス トモ解 シ得 ラ

ルベキヲ以 テ、 コノ事柄 自膿 ガ既二全血液 内二

於 ケル結核菌 テシテ恣 マ ・ニ ソノ増殖 スルニ委

ス事 アリトモ考 へ得 く亭シ。然 レドモ今弦 ニハ乳

酸 ノ異常産生 ナル事實 テ離 レテ生艦 ノ所謂 生活

力低下 ノ本態 ナルモノヲ把握 シ得 ザルテ以 テ、

結局乳 酸産 生更 ニコ レニ因ル「アチ ドー ぜJア ル

揚合 ハ結核菌 ノ檜殖 ハ促進 セラル ト解 スル外 二

道 ナシ。

(7)健 常家 兎テ シテ磯餓 テ強行 セ シムルニ所謂

磯餓 「アチ ドー一ゼ」ノ漸次高度 二進展 スルニ相癒

シテ、全血液 内 ノ結核菌曾殖度 モ毒曾強 ス。

一般 二榮養 ノ低 下ハ結核感染 二封 スル抵抗力 ノ

低下 テ來 スハ明 ラカナル事實 ニ シテ、本實駿 ノ

磯餓 ハ郎 チ榮養 ノ低 下ナ レバ磯餓 強行 ノ日ラ追

テ全血液 内結核 菌増殖 ノ促進 セラル ・ハ蓋 シ當

然ナルベ シ。磯餓張行 二依 ル榮養 ノ低 下 ト共 二

鰻餓 「アチ ドー ぜJノ 惹起 セラル ・事實 テ知 ル故

二、榮養=ノ低 下ガ菌檜殖 二参與 スルガ磯餓 「アチ

ドーゼ」ガ参與 スル カ ・"問題 ナ リ。 サ レドコノ

揚合榮養 ノ低下 テ離 レテ磯餓 「アチ ドー ゼ」ノ ミ

ノ存ス ル理 ナク、又 「アチ ドー ぜJラ 認 メザル磯

餓 二因 ル榮養 ノ低 下 テモ考慮 シ難 キ ラ以 テ、 コ

ノ際雨者 ハ不可分一艦 ナル症歌 ナ リ。

而 シテ磯餓 ガ「アチ ドー一ぜJテ 起 シ、或 ハ榮 養 ノ

低下 テ來 ス ト言 フモ要 スルニ磯餓 ノ強行 ニ ヨリ

テ血液 内 ノ結核菌檜殖 ハ促進 セ ラル ・ハ事實 ニ

シテ、 コ ノ機轄 ガ結核菌聡殖 阻 止物質 ノ減 少消

失 二存 スル カ、或 ハ他 二檜殖 二好 都合 ナル條件

或 ハ物質 ノ生産 セラル ・二依 ル カバ今 俄 カニ コ

レヲ解決 シ得 ザル所 ナ リ。

(8>外 園 ノ温度 ノ攣 動 ガ血液 ノ物理化學的性駄

二影響 テ及 ボス揚合 アルへ 夙 二知 ラル ・所 ニ

シテ海猿 テ急劇 二冷却 セ シメ タ ル本實験 二於

テ、余 ハ明 ラヵ二「アチ ドー ゼJノ 招來 セ ラル ・

テ知 レリ。而 シテコノ「アチ ドー ゼJノ 揚合 二在

リテモ結核 菌 ノ増殖 ハ促進 セ ラル ・ノ事實 ヲ見

タ リ。寒冷 「アチ ドー ゼJノ 登生機轄 二關 シテへ

或 ハ血液酸 素鋏乏症(Anoxaemie)二 因 ル酸化

作用 ノ低下ナ リト言 ヒ、或 ハ異常 ナル艦温 下降

ニ ヨル新陳代謝 ノ攣調 二基 ク生禮 内 ノ異常分解

産物 ノ生成 ナ リト言 フモ、未 ダ ソノ本態 テ明 ラ

カニセル定説 ナ シ。 サ レ ド生農 ノ有 スル温調節

作用 ノ限度 テ越 エテ寒冷 ガ作用 シ、禮温 ノ下降

ラ來 セルガ如 キ揚合 ハ「アチ ドー ぜ」ハ惹起 セラ

ル ・モノニ シテ、 コノ黙 ハ周人 コ レラ認 ムル所
を

ナ リ。而 モ斯 カル「アチ ドー ゼ」二於 テモ結核菌

ノ増殖 ガ旺盛 トナルハ余 ノ實験 二依 リテ明 ラカ
の

ナ リ。 一

(9)鯵 熱 郎 チ生膣 ノ過熱 セラル ・歌態 二於 テ余

ハ「アチ ドーゼJノ 惹起 セ ラル ・テ経験 セ リ。外

園 ノ温熱 ガ生髄 二作用 スル事未 ダ劇甚 ナ ラザル

間 ハ、寧 ロ「アル ヵロー ぜ」テ來 セリ ト言 フ説 ア

レ ド、余 ノ實験 ノ如 ク温熱 ノ程度比較的高度且

ツ長時 ニ シテ温調節 作用 ノ失調 テ來 シ、龍温 ノ

異常 ナル上昇ハ延 イテ呼 吸困難 テ招 クガ如 キ揚

合 ハ「アチ ドーゼ」ヲ起 スモノナ リ。海狸 二斯 カ

ル操作 ヲ行 ヒ「アチ ドー ぜ」ヲ謹 シタルモ ノニテ

ハ結核 菌 ノ檜殖 ハ コ レ又促進 セ ラル ・テ知 レ

リ。鰺熱 即 チ生艦 ノ過熱 二因 ル「アチ ドーぜ」ノ
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嚢 生機 轄 二關 シテハ未 ダ定説 ナ シ。一般 二異常

新陳代 謝産物 二依 ル中毒設 ラ唱 フモ ノ多 キモ、

ソノ中毒 テ起 スベ キ物質 ノ本態 テ見極 メ得 ザ レ

バ、 ソノ物 質 が直接 結核菌 檜殖 ト如何 ナル關 係

ニァルカ不 明 ナ リ。

(10)健 常 海狸 ノ 「ヴィタ ミン」B鋏 乏症 テ惹起 セ

シムルニ明 ラカニ「アチ ドー ぜ」ノ惹起 セラル ・

ヲ認 メ、斯 カル血液 ヲ以 テ結核菌 テ培養 ス ルニ

ソノ檜殖 バー一般 二旺盛 ナルテ知 レリ。加藤(豊1

教 授拉 ニ ソノ門下 ハ 「軋 タミン」B$e乏 二 因ル

「アチ ドーゼ」ノ獲生機序 テ乳酸 ノ異常産生 二編

シタ リ。,若 シコレテ肯定 セバ本實験 二於 テ結核

菌 ノ檜殖 ガ促進 セ ラル ・事實 ハ畢寛乳酸注射 二

因ル「アチ ドー ゼ」二於 テ、壇 殖 ノ促進 セラ レタ

ル事實 ト相一致 スペ キカ。

以 上諸實験 テ綜合 スルニ ソノ揮 ビタル方法 ノ如

何 ラ問ハズ、 「アチ ドー ゼ」テ惹起 セ シメタル血

液 テ以 テ結核菌 ノ所謂全血液 内培 養 テ行ハ ・"、

概 シテ壇殖 ハ促進 セ ラル ・ヲ知 レリ。而 シテ「ア

チ ドー ゼ」テ 起 セル血液 内 二結核 菌 ノ増殖 ノ旺

盛 ナル理由 ノ本態 二關 シテハ今俄 カニコレテ断

定 シ難 キモ、理論 上左 ノ事項 テ推論 シ得 ベ キカ.

(1)「 ア チ ドー ゼ」トハ今 日 ノ観念 テ以 テス レバ

血液 ノ豫備 「アルカ リ」ノ減少 セ ル歌態 ナ レバ

「アチ ドー 匂 ニテ結核菌 ノ壇 殖 ガ促進 セラル ・

事實 ハ、 コノ豫備 「アル カ リ」ナルモ ノ ・内二結

核菌檜殖陽 止作用 テ有 スル物質 ガ抱含 セ ラレ居

ルニ非 ラザルカ。

(2)「 ア チ ドー ぜ」ハ現 在 ハ ソ レガ活躍姓水素

「イオ ン」タル ト非活躍 性素 「イオン」タル トテ問

ハズ、畢寛血液 中 二多量 ノ水素 「イオ ン」ノ導入

セラレタル歌態 ナ レバ、 コ ノ水素 「イオンJ自盟

ガ結核菌 ノ檜殖 二封 シ直接間接 ノ交渉 ラ有 スル

揚合 アルベ シ。(コ ノ黙第三篇 二述 ブル所 アル

ベ シ〉

右二項 ハ將來 ノ研鎖 二候 ツベキモ ノ トス。

結 論

「アチ ドー ぜ」ハ全血液 内結核菌檜殖 二封 スル血

液側 ノー要約 トシテ注 目スベキナ リ。而 シテ「ア

チ ドー ぜ」ノ検査 法 トシテ血液 ノ酸中和能測定

法 ハ理 論上優 秀 ナ リ ト信 ジコ ノ方法 ラ探 用 セ

リ。 斯 ク シテ種 々 ノ方法 二依 リ實験 的 二 「アチ

ドー ぜ」ラ起 サ シメ、ソノ全血液 内 ノ結核 菌培養

ラ行 ヒ次 ノ如 キ成績 ヲ得 タリ。

(1)健 常家 兎 ノ耳静脈 内二、又健常海狸 ノ腹腔

内二盤酸 テ注射 シ「アチ ドー ぜ」テ惹起 セ シムル

時 ハ盤酸注射前 ヨ リモ全血液 内結核 菌 ノ壇殖 ハ

ー般 二促進 セ ラル。家兎拉 二海狸 ガ蔑 二結核 二

感染 セルモ ノニア リテモ菌増ラ直ノ促進 セ ラル ・

場 合 アリ。

(2)比 較 的幼若 ナル健常家兎 二連 日藤糖 テ服 用

セ シメ「アチ ドー ぜ」テ惹起 セ シムル時 ハ、全 血

液 内結核菌 ノ増殖 バー般 二促進 セ ラル。

〈3)健 常家 兎 ノ腹腔 内二盤化安門溶液 テ注射 シ

「アチ ドー ぜ」ラ惹起 セ シムル時ハ ソノ全血液内

結核 菌 ノ檜殖 バー般 二促進 セ ラル。結核感染家

兎 ノ場合 ニテモ ソノ増殖 ハ促進 セラル ・モ ソノ

程度ハ微弱 ナ リ。又健常海獲 二連 日盤化安門 テ

服用 セ シメ「アチ ドー ゼ」テ惹起 セシムル時 ハ全

血液 内結核菌 ノ増殖 バー般 二促進 セ ラル。

(4)健 常 海猿 ノ静脈 内二乳酸 テ注射 シ「アチ ド

ー ぜ」ヲ'惹起 セ シムル時 バー般 二全血液 内結核

菌 ノ塘殖 ハ促進 セ ラル。但 シ結核感染海狸 ニテ

ハ層殖促進 ノ程 度前者 二比 シテ微弱 ナルモ ノ・

如 シ.

(5)健 常1泣 二結核感染家兎 ハコ レニ磯餓 テ強行

スル時 ハ「アチ ドー ぜ」ラ惹起 ス。斯 カル血液 テ

以 テ結核菌 ノ培養 テ行 フニ ソノ増殖 バー般 二促

進 セ ラル。

(6)健 常 海猿 ラ氷水 中 二沐浴 セ シ メ所謂寒冷

「アチ ドー ゼ」テ惹起 セ シムル時 ハ全血液 内結核

菌 ノ増殖 バー般 二促進 セラル。

(7)健 常 海猿 二撮 氏42度,温 浴 テ張行 シ「アチ

ドー ゼ」ラ惹起 セ シムル時 ハ 全血液 内結核菌 ノ

増殖バー般 二促進 セラル。
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(8)健 常 海瞑 二 「ヴ{タ ミンJB欲 乏 食 テ強行 シ

rア チ ドー一ぜグ 惹起 セ シムル時 ハ全血液 内結核

菌 ノ±曾殖 バー般 二促進 セ ラルe/以 上1
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第一節 肉眼的解剖所見

第二節 顯微鏡的所見

第四章 総括考察及ビ結論

第一章 緒 言

一般 生物學 二於 ケル形態或 ハ ソ ノ種 々ナ ル 生

活随伶 現象 ノ科學 的詮明 二封 シテ、輕近物理化

學的考察 ト醤學的研 究 トガ漸次ル ミ寄 リツ ・ア

リト錐 モ、倫未知 ノ鮎 少 シ トセズ.細 胞 二於 ケ

ル 「プロテイン」ハ機能 的 ニモ最 モ櫃要 ナル地位

テ有 スル所 ナルモ、 コレガ本態 二關 シテハ膠 質

化學的方面 ヨリノ見地 テ無覗 シ得 ザル所 ナ リ。

事實細胞内病 理學Intercellularpathology二

於 ケル 「プロテイン」ノ攣化、即 チ ソノ膠 質化學

的駄 態 ノ慶 化 テ吾人 ハ 日常看過 シ得 ズ。 而 モコ

ノ攣 化 タルヤ水素 「イオンJ二 依 リテ影響 セ ラル

ル所最e大 ニ シテ、 コノ瓢水素 「イオ ンJハ 「プ

ロティン」ノ物理化學的性歌 ヲ髪 動 セ シムベ キ鍵

ナ リト構 シ得 ベ シ。

細胞 「プロテ インjノ 膠質歌態皇Pチ,,Eukolloi一

dit5t,'ハ 有 機艦 ノisoton{a,isothermia,iso-・

sonia等 ノ調節機轄 二支配 セ ラル ・所 ニ シテ、

就 中isoionia二,il5ス ル モ ノハ 且●及 ビOH'

ノ李 衡歌 態 テ以 テ ソノ尤 ナルモ ノトス。

廣 ク生禮 二及 ボ ス酸 ・盤基 李衝 ノ影響 二關 スル

文献 テ渉獄 スルニ、 夙 二ll3(3}Loeb及 ビ ソノ協'

同者 ノ動物卵子登 育 二關 スル業績 テ見 ル。更 二

{ll(6}Schadeハ 病 理的炎衝部位 二於 ケル酸。盟基

李衡 二就 テ研 究 シ、(7》Balintモ 亦 腫瘍 二就 キ報

告 スル所 アリ。更 二又炎衝 ト酸盤基甲衡 トノ問

題 ラ研究 セル モ ノニ、 《8》Luithlenノ 業績 アリ。

氏 二依 レバ外部 ヨ リ附與 セル刺載 二封 スル皮膚

反慮 ハ、擁取 セル食餌 ノ性質 二影響 セラル ・所

ア リ、即 チ盤酸 テ服用 セ シメ タルモ ノハ刺載 論

封 スル皮膚反慮 ノー般 二強 キラ詮 ケ リ。




